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ラジオ塔についての覚書

は
じ
め
に

ラ
ジ
オ
塔
は
、
ラ
ジ
オ
（
受
信
機
）
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
内
蔵
し
た
建
造
物
で
あ
る
（
写
真

１
）。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
か
ら
四
〇
年
代
は
じ
め
に
全
国
の
公
園
・
広
場
や
寺
社
境

内
、
学
校
、
役
場
前
な
ど
公
共
の
場
に
設
置
さ
れ
た
。
戦
後
、
な
が
ら
く
そ
の
存
在
は
忘
却

さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
当
時
を
伝
え
る
貴
重
な
地
域
歴
史
遺
産
と
し
て
ひ
ろ
く
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ラ
ジ
オ
塔
関
連
記
事

を
整
理
し
た
図
師
宣
忠
氏
に
よ
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
塔
関
連
の
記
事
が
増
加
す
る
の
は
二
〇
〇
七

年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
﹇
図
師
　
二
〇
一

九
﹈。
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
二
〇
〇

七
年
に
、
前
橋
市
中
央
児
童
遊
園
「
る

な
ぱ
あ
く
」（
前
橋
市
大
手
町
）
の
旧
ラ

ジ
オ
塔
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
な
じ
こ
ろ
、

大
阪
府
堺
市
で
は
、
大
浜
公
園
で
ラ
ジ

オ
塔
が
「
発
見
」
さ
れ
、
保
全
に
向
け

た
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
た
。
二
〇
一

一
年
四
月
に
は
、
中
央
広
場
に
レ
プ
リ

カ
が
設
置
さ
れ
た
﹇
岡
村
　
二
〇
一

一
﹈。
全
国
で
約
四
〇
基
が
現
存
し
、
保

全
や
活
用
に
む
け
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
の
学
術
的
な
調
査
研
究
も
は
じ
ま
っ
た
。
国
立
民
族
学
博
物
館
元
客

員
教
授
の
吉
井
正
彦
氏
は
、「
ラ
ジ
オ
塔
を
知
り
ま
せ
ん
か
」
と
情
報
を
募
る
と
と
も
に
、

忘
れ
ら
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
を
精
力
的
に
探
し
歩
い
た
﹇
吉
井
　
二
〇
〇
八
ほ
か
﹈。
吉
井
氏
の

呼
び
か
け
に
呼
応
す
る
よ
う
に
ラ
ジ
オ
塔
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
各
地
で
ラ
ジ
オ
塔
の
「
発

見
」
が
あ
っ
た
﹇
吉
井
　
二
〇
一
二
、
柴
田
　
二
〇
一
三
﹈。

こ
う
し
た
機
運
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
幡
公
平
氏
の
手
に
な
る
『
ラ
ヂ

オ
塔
大
百
科2011-2014

』『
ラ
ヂ
オ
塔
大
百
科2017

』﹇
一
幡
　
二
〇
一
四
、
二
〇
一

七
﹈
が
刊
行
さ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
や
機
能
・
特
徴
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
日
本

全
国
と
台
湾
の
現
存
ラ
ジ
オ
塔
を
訪
ね
歩
き
、
写
真
に
解
説
を
く
わ
え
た
こ
の
二
冊
の
著
作

は
ラ
ジ
オ
塔
図
鑑
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
ラ
ジ
オ
塔
の
入
門
書
と
し
て
最
適
で
あ
る
。
本

稿
は
、
一
幡
氏
に
多
く
を
学
び
つ
つ
、
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
い
。

第
一
章
で
は
、
本
稿
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
語
る
歴
史
資

料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
日
本
放
送
協
会
の
事
業
報
告

書
で
あ
る
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
（
１
）』
は
、
ラ
ジ
オ
塔
調
査
の
基
本
資
料
と
い
え
る
。
一
九
三
一
年

（
昭
和
六
）
の
創
刊
で
、
昭
和
八
年
版
以
降
、「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
と
し
て
全
国
の
ラ
ジ

オ
塔
の
所
在
地
お
よ
び
設
置
年
を
記
し
た
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
。
ラ
ジ
オ
塔
に
言
及
す
る
諸

論
考
は
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
を
少
な
か
ら
ず
参
照
し
て
い
る
が
、
全
面
的
な
活
用
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。
本
章
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
を
読
み
解
く
た

め
の
留
意
点
を
整
理
し
、
予
備
的
な
考
察
を
行
う
。

ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
の
覚
書

人

　見

　佐
知
子

写真１　  大阪府箕面公園瀧安寺ラジオ塔（撮影：図
師宣忠）
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第
二
章
で
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
設
置
主
体
や
設
置
目
的
の
変
化
に
注
目
し
、
ラ
ジ
オ
塔
建
設

の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
ラ
ジ
オ
塔
は
、
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
ラ
ジ
オ
塔
は
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
お

も
な
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
ラ
ジ
オ
塔
は
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
設
置
さ
れ
た
。

現
存
の
ラ
ジ
オ
塔
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
塔
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
る
。
ア
ー
ル
・
デ
コ
と
い
う
昭
和
初
期
に

流
行
し
た
日
本
の
建
築
様
式
の
影
響
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
ラ
ジ
オ
塔
も
あ
る
﹇
一
幡
　
二
〇

一
七
﹈。
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
や
形
態
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
性
や
歴
史
性
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
は
、

地
域
性
に
も
目
配
り
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
を
類
型
化
す
る
と
と
も
に
、
意
匠
の
変
遷

を
歴
史
的
に
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
『
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
と
現
在
（﹇
報
告
書
﹈
東
大
阪
市
内
に
お
け
る
近
現

代
の
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
）』﹇
図
師
ほ
か
　
二
〇
一
九
﹈（
以
下
、『
報
告

書
』
と
い
う
）
に
よ
せ
た
拙
文
を
も
と
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
本

稿
の
分
析
の
基
礎
と
な
る
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）（
詳
細
は
第
一
章
）
は
、
本
稿
の
作

成
に
あ
た
り
再
度
見
直
し
、
数
値
等
に
修
正
を
く
わ
え
た
。
そ
の
た
め
前
稿
か
ら
表
中
の
数

値
に
変
更
が
あ
る
が
、
大
意
は
変
わ
ら
な
い
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

一
　
分
析
の
方
法

日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
を
も
と
に
一
幡
公

平
氏
は
、「
巻
末
資
料
　
ラ
ジ
オ
年
鑑
の
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
を
作
成
し
た
﹇
一
幡
　
二
〇
一

七
﹈。「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
は
、
一
幡
氏
作
成
の
一
覧
を
ベ
ー
ス
に
、『
ラ
ジ
オ
年

鑑
』
の
記
載
を
照
合
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
調
査
結
果
を
反
映
さ
せ
、
デ
ー
タ
の
修
正
・

追
加
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」

（
別
表
）
掲
載
の
合
計
四
六
五
基
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
（
樺
太
の
三
基
を
ふ
く
む
）。

分
析
に
は
い
る
前
に
、
い
く
つ
か
の
留
意
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、「
ラ
ジ
オ

塔
一
覧
」（
別
表
）
で
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
お
よ
び
一
幡
氏
の
リ
ス
ト
に
あ
る
「
移
動
用
」

ラ
ジ
オ
塔
と
「
鉄
道
主
要
駅
構
内
公
衆
用
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
」
を
除
い
た
（
２
）。
い
ず
れ
も
実
態

は
不
明
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
一
幡
氏
は
、
駅
舎
内
に
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
で
、

塔
な
ど
の
構
造
物
で
は
な
く
、「
ラ
ジ
オ
だ
け
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測

し
て
い
る
﹇
一
幡
　
二
〇
一
四
﹈。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
は
、
こ
こ
で
分
析
し
よ
う
と
す

る
建
造
物
と
し
て
の
ラ
ジ

オ
塔
と
は
性
格
や
形
態
が

異
な
る
と
考
え
、
さ
し
あ

た
り
今
回
の
分
析
対
象
か

ら
は
ぶ
い
た
。

第
二
に
、「
ラ
ジ
オ
塔

一
覧
」（
別
表
）
が
、
戦

前
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ジ
オ

塔
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。
ま
ず
、『
ラ
ジ

オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ

オ
塔
が
存
在
す
る
。
現
在

判
明
す
る
か
ぎ
り
の
『
ラ

ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ

ジ
オ
塔
を
、
表
１
に
ま
と

表1　『ラジオ年鑑』未掲載のラジオ塔一覧
所在地 ラジオ塔名称 設置年 西暦

1 名古屋市 志賀公園ラジオ塔 昭和 17 年 1942
2 名古屋市 中村公園ラジオ塔 不明
3 名古屋市 松葉公園ラジオ塔 不明
4 大阪市 中之島公園ラジオ塔 昭和 16 年 1941
5 京都市 紫野柳公園ラジオ塔 昭和 16 年 1941
6 京都市 小松原公園ラジオ塔 昭和 15 年 1940
7 京都市 萩児童公園ラジオ塔 昭和 16 年 1941
8 京都市 御射山公園ラジオ塔 不明
9 長崎県西海市 旧崎戸小学校ラジオ塔 不明

10 徳島市 別宮八幡神社ラジオ塔 不明（戦後）
11 長野県上田市 上田城跡公園ラジオ塔 昭和 30 年 1955
12 台北市（台湾） 二二八和平公園ラジオ塔 昭和 9 年 1934
13 台中市（台湾） 台中公園ラジオ塔 不明
14 屏東市（台湾） 屏東公園ラジオ塔 不明
注）［一幡 2014］［一幡 2017］より作成。
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〇
基
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
に
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
あ
る
い

は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

上
述
し
た
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
掲
載
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
の
性
格
を
ふ
ま
え
て
、『
ラ

ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）

四
月
か
ら
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
三
月
ま
で
に
設
置
（
計
画
）
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、

原
則
と
し
て
設
立
年
を
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
と
し
た
。

た
だ
し
、
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
ラ
ジ
オ
塔
（
№
232
）
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一

八
年
）
が
初
出
で
あ
る
も
の
の
、
同
ラ
ジ
オ
塔
の
銘
板
で
は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
の

建
設
と
よ
め
る
（
後
述
）。
そ
の
た
め
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
の
設
置
年
は
一
九
四

〇
年
と
し
た
。

ま
た
、
設
置
年
が
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
ラ

ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
で
は
、
熊
本
管
内
の
二
九

基
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
前
者
で
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
と
さ
れ
た
も
の
が
、
後
者
で
一
九

三
九
年
（
昭
和
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ

塔
施
設
一
覧
」
の
性
格
を
ふ
ま
え
、
す
な
わ
ち
設
置
計
画
年
と
竣
工
年
の
ズ
レ
を
考
慮
し
、

さ
し
あ
た
り
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
を
設
置
年
と
し
た
（
６
）。

そ
の
他
、
個
別
の
留
意
点
に
つ
い
て
は
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
の
備
考
欄
に
記
し

た
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
情
報
は
述
べ
て
き
た
よ
う
な
制
約
や
限
界
を
か
か
え
て
い
る
が
し

か
し
、
ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
全
体
の
傾
向
を
う
か
が
い
知
る
に
十
分
な
価
値
を
そ
な
え
て
い

る
。
以
上
の
留
意
点
を
ふ
ま
え
て
以
下
に
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
所
収
の
四
六
五
基

の
ラ
ジ
オ
塔
を
分
析
す
る
。

め
た
（
戦
後
の
も
の
を
ふ
く
む
）。
ま
た
、
一
幡
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
﹇
一
幡
　
二

〇
一
四
﹈
よ
う
に
、「
山
形
県
各
地
町
役
場
前
」（
№
98
）
は
、
山
形
県
内
に
数
カ
所
、
各
町

役
場
前
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
記
載
の
名
称
は
異
な
る
も
の
の
、
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る

可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
（
３
）。
苫
小
牧
町
役
場
前
（
№
26
）
と
苫
小
牧
町
本
町
（
№
27
）、
富

良
野
町
市
場
（
№
47
）
と
富
良
野
町
市
街
（
№
48
）
は
、
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
の
可
能
性
が
推

察
さ
れ
る
。
札
幌
市
外
円
山
公
園
（
№
8
）
と
札
幌
市
円
山
公
園
（
№
9
）
も
同
一
の
可
能

性
が
高
い
が
、
設
置
年
が
異
な
る
た
め
、
さ
し
あ
た
り
円
山
公
園
に
二
基
の
ラ
ジ
オ
塔
が
存

在
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
（
４
）。
福
岡
市
記
念
公
園
（
№
366
）、
福
岡
市
大
濠
公
園
（
№
367
）、

八
幡
市
（
現
北
九
州
市
）
宮
田
遊
園
地
（
№
369
）、
八
幡
市
豊
山
公
園
（
№
370
）
の
ラ
ジ
オ

塔
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
後
述
す
る
。

第
四
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
設
置
年
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
兵
庫
県
六
甲
山

公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
244
）
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
で
は
設
置
年
は
一
九
三
九
年
（
昭

和
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
柴
田
昭
彦
氏
の
調
査
に
よ
り
実
際
の
設
置
年
は
一
九
四
〇
年

（
昭
和
一
五
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
﹇
柴
田
　
二
〇
一
四
﹈。
ど
う
や
ら
『
ラ
ジ
オ
年

鑑
』
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
発
行
年
の
前
年
あ
る
い
は
前
々
年
度

4

4

4

4

ま
で
に
設
置
が
計
画
4

4

さ
れ

た
も
の
を
「
施
設
一
覧
」
と
し
て
掲
載
し
た
よ
う
で
あ
る
（
５
）。
そ
の
た
め
、
竣
工
が
翌
年
度

（
あ
る
い
は
翌
々
年
）
以
降
に
ず
れ
込
む
な
ど
し
た
場
合
は
、
実
際
の
設
立
年
と
は
異
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
は
、
す

で
に
設
置
・
計
画
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
に
、
新
規
に
設
置
・
計
画
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
を
追

加
し
て
い
く
形
式
で
あ
っ
た
が
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
は
、
設
置
数
の
激
増
の

た
め
か
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔

の
み
が
掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
数
、
一
一
一
基
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
一
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〇
基
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
に
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
あ
る
い

は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

上
述
し
た
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
掲
載
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
の
性
格
を
ふ
ま
え
て
、『
ラ

ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）

四
月
か
ら
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
三
月
ま
で
に
設
置
（
計
画
）
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、

原
則
と
し
て
設
立
年
を
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
と
し
た
。

た
だ
し
、
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
ラ
ジ
オ
塔
（
№
232
）
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一

八
年
）
が
初
出
で
あ
る
も
の
の
、
同
ラ
ジ
オ
塔
の
銘
板
で
は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
の

建
設
と
よ
め
る
（
後
述
）。
そ
の
た
め
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
の
設
置
年
は
一
九
四

〇
年
と
し
た
。

ま
た
、
設
置
年
が
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
ラ

ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
で
は
、
熊
本
管
内
の
二
九

基
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
前
者
で
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
と
さ
れ
た
も
の
が
、
後
者
で
一
九

三
九
年
（
昭
和
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ

塔
施
設
一
覧
」
の
性
格
を
ふ
ま
え
、
す
な
わ
ち
設
置
計
画
年
と
竣
工
年
の
ズ
レ
を
考
慮
し
、

さ
し
あ
た
り
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
を
設
置
年
と
し
た
（
６
）。

そ
の
他
、
個
別
の
留
意
点
に
つ
い
て
は
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
の
備
考
欄
に
記
し

た
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
情
報
は
述
べ
て
き
た
よ
う
な
制
約
や
限
界
を
か
か
え
て
い
る
が
し

か
し
、
ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
全
体
の
傾
向
を
う
か
が
い
知
る
に
十
分
な
価
値
を
そ
な
え
て
い

る
。
以
上
の
留
意
点
を
ふ
ま
え
て
以
下
に
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
所
収
の
四
六
五
基

の
ラ
ジ
オ
塔
を
分
析
す
る
。

め
た
（
戦
後
の
も
の
を
ふ
く
む
）。
ま
た
、
一
幡
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
﹇
一
幡
　
二

〇
一
四
﹈
よ
う
に
、「
山
形
県
各
地
町
役
場
前
」（
№
98
）
は
、
山
形
県
内
に
数
カ
所
、
各
町

役
場
前
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
記
載
の
名
称
は
異
な
る
も
の
の
、
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る

可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
（
３
）。
苫
小
牧
町
役
場
前
（
№
26
）
と
苫
小
牧
町
本
町
（
№
27
）、
富

良
野
町
市
場
（
№
47
）
と
富
良
野
町
市
街
（
№
48
）
は
、
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
の
可
能
性
が
推

察
さ
れ
る
。
札
幌
市
外
円
山
公
園
（
№
8
）
と
札
幌
市
円
山
公
園
（
№
9
）
も
同
一
の
可
能

性
が
高
い
が
、
設
置
年
が
異
な
る
た
め
、
さ
し
あ
た
り
円
山
公
園
に
二
基
の
ラ
ジ
オ
塔
が
存

在
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
（
４
）。
福
岡
市
記
念
公
園
（
№
366
）、
福
岡
市
大
濠
公
園
（
№
367
）、

八
幡
市
（
現
北
九
州
市
）
宮
田
遊
園
地
（
№
369
）、
八
幡
市
豊
山
公
園
（
№
370
）
の
ラ
ジ
オ

塔
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
後
述
す
る
。

第
四
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
設
置
年
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
兵
庫
県
六
甲
山

公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
244
）
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
で
は
設
置
年
は
一
九
三
九
年
（
昭

和
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
柴
田
昭
彦
氏
の
調
査
に
よ
り
実
際
の
設
置
年
は
一
九
四
〇
年

（
昭
和
一
五
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
﹇
柴
田
　
二
〇
一
四
﹈。
ど
う
や
ら
『
ラ
ジ
オ
年

鑑
』
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
発
行
年
の
前
年
あ
る
い
は
前
々
年
度

4

4

4

4

ま
で
に
設
置
が
計
画
4

4

さ
れ

た
も
の
を
「
施
設
一
覧
」
と
し
て
掲
載
し
た
よ
う
で
あ
る
（
５
）。
そ
の
た
め
、
竣
工
が
翌
年
度

（
あ
る
い
は
翌
々
年
）
以
降
に
ず
れ
込
む
な
ど
し
た
場
合
は
、
実
際
の
設
立
年
と
は
異
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設
一
覧
」
は
、
す

で
に
設
置
・
計
画
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
に
、
新
規
に
設
置
・
計
画
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
を
追

加
し
て
い
く
形
式
で
あ
っ
た
が
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
は
、
設
置
数
の
激
増
の

た
め
か
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
七
年
）
以
前
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔

の
み
が
掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
数
、
一
一
一
基
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
一
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史
料
１

　
　
　
新
装
成
つ
た
我
国
最
初
の
ラ
ヂ
オ
塔
（
口マ

マ

絵
参
照
）

大
阪
中
央
放
送
局
で
は
今
回
同
市
天
王
寺
公
園
音
楽
堂
跡
に
ラ
ヂ
オ
塔
と
称
す
る
高
さ

十
二
尺
、
巾
五
尺
四
方
の
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
モ
ダ
ー
ン
、
タ
イ
プ
の
建
物
を
建
設
し

た
。
外
面
の
中
央
に
ス
ヰ
ッ
チ
用
の
押
ボ
タ
ン
を
つ
け
、
内
部
に
拡
声
受
信
装
置
を
し

た
も
の
で
、
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
十
分
間
ス
ヰ
ッ
チ
が
働
き
そ
の
時
刻
の
放
送
が
流

れ
出
る
。
十
分
間
を
経
過
す
る
と
自
働マ
マ

的
に
ス
ヰ
ッ
チ
は
働
き
停
止
す
る
が
又
押
せ
ば

直
ぐ
続
き
を
聞
か
れ
る
と
い
ふ
仕
掛
け
で
あ
る
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
一
巻
一
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
）

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
人
々
は
自
由
に
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
天
王
寺
公
園

に
つ
づ
い
て
大
阪
放
送
局
は
、
奈
良
公
園
、
神
戸
市
湊
川
公
園
（
以
上
、
一
九
三
一
年
建

設
）、
京
都
市
円
山
公
園
（
一
九
三
二
年
建
設
）
に
も
ラ
ジ
オ
塔
を
設
置
し
た
。

ラ
ジ
オ
塔
は
設
置
さ
れ
る
や
い
な
や
、
た
ち
ま
ち
人
気
を
博
し
た
。
と
り
わ
け
人
々
の
関

心
を
あ
つ
め
た
の
は
、
甲
子
園
（
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
）
の
実
況
中
継
で
あ
る
。
中
継

が
開
始
さ
れ
る
や
、
炎
天
下
に
数
百
人
が
ラ
ジ
オ
塔
の
も
と
に
あ
つ
ま
り
、
熱
狂
し
た

（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
三
巻
四
号
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
）。
現
在
の
京
都
市
円
山
公
園
ラ

ジ
オ
塔
側
面
に
か
か
げ
ら
れ
た
写
真
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
そ
ば
に
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、

野
球
中
継
を
楽
し
む
人
々
を
と
ら
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ラ
ジ
オ
塔
が
全
国
各
地
に
く
ま
な
く
設
置
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
実
は
、
そ

う
で
は
な
い
。
ラ
ジ
オ
塔
の
分
布
に
は
地
域
的
な
偏
り
が
あ
る
。
表
２
は
、
都
道
府
県
別
の

ラ
ジ
オ
塔
建
設
数
を
、
年
代
別
に
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
傾
向

が
み
て
と
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
ラ
ジ
オ
塔
の
基
数
に
注
目
し
た
い
。
表
２
か
ら
、
ラ
ジ
オ
塔
の
基
数
を
上
位
か
ら

二
　
ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
歴
史
的
背
景
―
―
二
度
に
わ
た
る
建
設
ブ
ー
ム

１
　
ラ
ジ
オ
塔
の
は
じ
ま
り

本
章
で
は
、
ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
ラ
ジ
オ
塔
の
は

じ
ま
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
全
国
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
は
、
大
阪
市
天
王
寺
公

園
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
（
写
真
２
）。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）、
ラ
ジ
オ
と
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

の
知
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
大
阪
放
送
局
が
大
阪
市
に
ラ
ジ
オ
塔
を
寄
付
し
た
﹇
図
師
ほ

か
　
二
〇
一
九
﹈。
当
時
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
機
が
高
級
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
く
わ
え
て
、
ラ

ジ
オ
の
聴
取
に
も
聴
取
料
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
は
一
定
の
技
術
と

知
識
を
必
要
と
し
た
。
多
く
の
人
々
に
ラ
ジ
オ
を
手
軽
に
無
料
で
聴
い
て
も
ら
い
、
ラ
ジ
オ

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
図
ろ
う
と
し
た
﹇
栗
原
　
二
〇
一
二
﹈。

ラ
ジ
オ
受
信
技
術
を
解
説
す
る
雑
誌
と
し
て
「
日
本
ラ
ヂ
オ
協
会
」
が
一
九
二
五
年
（
大
正

一
四
）
に
創
刊
し
た
月
刊
誌
『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』﹇
宮
川
　
二
〇
一
八
﹈
は
、
天
王
寺
公
園

ラ
ジ
オ
塔
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

写真２　  天 王 寺 公 園 ラ ジ オ 塔（ 出 典：
『ラヂオ年鑑』昭和６年）
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表２　都道府県別ラジオ塔設置数の変遷
1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 総計

北海道 5 1 1 1 1 25 18 52
青森県 4 2 2 8
岩手県 1 3 1 5
宮城県 4 8 12
秋田県 1 3 1 4 9
山形県 1 4 6 11
福島県 1 9 2 4 16
茨城県 2 2
栃木県 2 2 4
群馬県 1 2 3
埼玉県 2 1 3
千葉県 2 2
東京都 1 2 3 1 7
神奈川県 1 1 2
新潟県 1 1 2
富山県 3 3
石川県 1 4 1 6
福井県 1 4 1 6
山梨県 1 1
長野県 1 3 3 7
岐阜県 1 1 3 5
静岡県 1 3 4
愛知県 1 8 9
三重県 2 4 6
滋賀県 4 2 6
京都府 1 1 7 1 1 11
大阪府 1 2 1 15 8 27
兵庫県 1 2 1 4 8 1 17
奈良県 1 5 3 1 10
和歌山県 1 3 3 1 8
鳥取県 1 2 2 1 6
島根県 1 5 3 3 12
岡山県 1 7 2 2 12
広島県 1 1 11 5 2 20
山口県 1 8 5 2 16
徳島県 1 1 2 1 5
香川県 1 2 4 2 9
愛媛県 1 6 5 1 13
高知県 1 1 1 1 4
福岡県 8 1 16 7 32
佐賀県 2 1 3
長崎県 1 1 7 4 13
熊本県 1 10 6 17
大分県 6 3 9
宮崎県 6 4 10
鹿児島県 9 6 15
沖縄県 2 2
樺太 2 1 3

総計 1 2 23 16 1 4 4 4 8 108 183 111 465

表２-1　都道府県別ラジオ塔設置数
都道府県 数

1 北海道 52
2 福岡県 32
3 大阪府 27
4 広島県 20
5 兵庫県 17
5 熊本県 17
7 福島県 16
7 山口県 16
9 鹿児島県 15

10 愛媛県 13
10 長崎県 13
12 宮城県 12
12 島根県 12
12 岡山県 12
15 山形県 11
15 京都府 11
17 奈良県 10
17 宮崎県 10
19 秋田県 9
19 愛知県 9
19 香川県 9
19 大分県 9
23 青森県 8
23 和歌山県 8
25 東京都 7
25 長野県 7
27 石川県 6
27 福井県 6
27 三重県 6
27 滋賀県 6
27 鳥取県 6
32 岩手県 5
32 岐阜県 5
32 徳島県 5
35 栃木県 4
35 静岡県 4
35 高知県 4
38 富山県 3
38 群馬県 3
38 埼玉県 3
38 佐賀県 3
38 樺太 3
43 茨城県 2
43 千葉県 2
43 神奈川県 2
43 新潟県 2
43 沖縄県 2
48 山梨県 1

合計 465
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表２　都道府県別ラジオ塔設置数の変遷
1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 総計

北海道 5 1 1 1 1 25 18 52
青森県 4 2 2 8
岩手県 1 3 1 5
宮城県 4 8 12
秋田県 1 3 1 4 9
山形県 1 4 6 11
福島県 1 9 2 4 16
茨城県 2 2
栃木県 2 2 4
群馬県 1 2 3
埼玉県 2 1 3
千葉県 2 2
東京都 1 2 3 1 7
神奈川県 1 1 2
新潟県 1 1 2
富山県 3 3
石川県 1 4 1 6
福井県 1 4 1 6
山梨県 1 1
長野県 1 3 3 7
岐阜県 1 1 3 5
静岡県 1 3 4
愛知県 1 8 9
三重県 2 4 6
滋賀県 4 2 6
京都府 1 1 7 1 1 11
大阪府 1 2 1 15 8 27
兵庫県 1 2 1 4 8 1 17
奈良県 1 5 3 1 10
和歌山県 1 3 3 1 8
鳥取県 1 2 2 1 6
島根県 1 5 3 3 12
岡山県 1 7 2 2 12
広島県 1 1 11 5 2 20
山口県 1 8 5 2 16
徳島県 1 1 2 1 5
香川県 1 2 4 2 9
愛媛県 1 6 5 1 13
高知県 1 1 1 1 4
福岡県 8 1 16 7 32
佐賀県 2 1 3
長崎県 1 1 7 4 13
熊本県 1 10 6 17
大分県 6 3 9
宮崎県 6 4 10
鹿児島県 9 6 15
沖縄県 2 2
樺太 2 1 3

総計 1 2 23 16 1 4 4 4 8 108 183 111 465

表２-1　都道府県別ラジオ塔設置数
都道府県 数

1 北海道 52
2 福岡県 32
3 大阪府 27
4 広島県 20
5 兵庫県 17
5 熊本県 17
7 福島県 16
7 山口県 16
9 鹿児島県 15

10 愛媛県 13
10 長崎県 13
12 宮城県 12
12 島根県 12
12 岡山県 12
15 山形県 11
15 京都府 11
17 奈良県 10
17 宮崎県 10
19 秋田県 9
19 愛知県 9
19 香川県 9
19 大分県 9
23 青森県 8
23 和歌山県 8
25 東京都 7
25 長野県 7
27 石川県 6
27 福井県 6
27 三重県 6
27 滋賀県 6
27 鳥取県 6
32 岩手県 5
32 岐阜県 5
32 徳島県 5
35 栃木県 4
35 静岡県 4
35 高知県 4
38 富山県 3
38 群馬県 3
38 埼玉県 3
38 佐賀県 3
38 樺太 3
43 茨城県 2
43 千葉県 2
43 神奈川県 2
43 新潟県 2
43 沖縄県 2
48 山梨県 1

合計 465
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一
覧
に
し
た
も
の
を
作
成
し
た
（
表
２
‐
１
）。
こ
れ
を
み
る
と
、
北
海
道
の
五
二
基
か
ら

山
梨
県
の
一
基
ま
で
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
上
位
に
は
、
北
海
道
に
つ
い
で
、
福
岡
県

（
三
二
基
）、
大
阪
府
（
二
七
基
）、
広
島
県
（
二
〇
基
）、
熊
本
県
（
一
七
基
）、
兵
庫
県

（
一
七
基
）
な
ど
が
な
ら
ぶ
。
北
海
道
と
福
島
県
を
除
く
と
、
上
位
一
〇
都
道
府
県
は
西
日

本
の
府
県
が
占
め
る
。

図
１
に
都
道
府
県
別
の
分
布
を
マ
ッ
プ
グ
ラ
フ
で
示
し
た
。
同
心
円
の
中
心
が
濃
い
ほ
ど

ラ
ジ
オ
塔
の
設
置
数
が
多
い
。
こ
れ
を
み
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
塔
建
設
は
西
高

東
低
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
計
画
・
許
可
は
支
部
ご

と
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
支
部
別
の
ラ
ジ
オ
塔
基
数
を
、
表
３
に
掲
げ
た
。

表
３
に
よ
る
と
、
大
阪
・
広
島
・
熊
本
の
西
日
本
の
各
支
部
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
で

全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
四
〇
年
以
降
熊
本
支
部
で
多
く
の
ラ
ジ
オ
塔

が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、
直
轄
管
内
（
東
京
支
部
）
は
、
ラ
ジ
オ

塔
建
設
に
必
ず
し
も
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
、
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
が
西
高
東
低
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ラ
ジ
オ
塔
の
最
初
が
大
阪
放
送
局
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
西
高
東
低
の
状
況
に
何
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
の
日
本
放
送
協
会
設
立
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
二
年
、
一
九

二
四
年
（
大
正
一
三
）
一
二
月
に
誕
生
し
た
社
団
法
人
大
阪
放
送
局
は
、
翌
年
放
送
を
開
始

し
、
自
主
的
に
編
成
し
た
番
組
を
活
発
に
放
送
し
て
い
た
。
日
本
放
送
協
会
が
設
立
さ
れ
る

と
大
阪
放
送
局
は
解
散
し
、
新
た
に
日
本
放
送
協
会
大
阪
中
央
放
送
局
（
大
阪
支
部
）
と

な
っ
た
が
、
大
阪
放
送
局
独
自
の
企
画
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
う
ち
だ
し
た
。
そ
の
代
表
が
、
一
九

二
七
年
（
昭
和
二
）
八
月
に
は
じ
ま
っ
た
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
甲
子
園
）
の
実

況
放
送
で
あ
る
。
全
国
初
の
ス
ポ
ー
ツ
実
況
中
継
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
﹇
以
上
、
大
阪
市

役
所
　
一
九
五
三
、
日
本
放
送
協
会
　
一
九
七
七
ほ
か
﹈。
ラ
ジ
オ
体
操
を
最
初
に
放
送
し

図１　ラジオ塔の分布
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聴
取
者
一
〇
〇
万
人
突
破
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
日
本
放
送
協
会
が
主
導
し
た
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
二
月
一
六
日
、
全
国
の
ラ
ジ
オ
聴
取
加
入
者
が
一
〇
〇
万
人
を

突
破
し
た
。
聴
取
加
入
数
の
増
加
の
背
景
に
は
、
満
州
事
変
が
あ
っ
た
。
兵
士
の
安
否
を
気

遣
う
人
々
の
戦
況
へ
の
関
心
が
た
か
ま
り
、
満
州
事
変
の
勃
発
し
た
一
九
三
一
年
度
末
に
聴

取
加
入
数
が
一
気
に
増
加
し
た
﹇
日
本
放
送
協
会
　
一
九
七
七
﹈。
そ
こ
で
日
本
放
送
協
会

た
の
も
大
阪
放
送
局
で
あ
る
﹇
黒
田
　
一
九
九

九
﹈。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
の
ラ
ジ
オ
塔

の
建
設
は
、
大
阪
放
送
局
の
気
概
を
示
す
象
徴

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
図
２
は
、
年
代
別
の
ラ
ジ
オ
塔
設
置

数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
塔

設
置
に
お
い
て
、
二
度
の
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
最
初
は
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
か
ら
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に

か
け
て
で
あ
る
（
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
）。
二

度
目
は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
を
ピ
ー

ク
と
す
る
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一

九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
に
か
け
て
で
あ
る

（
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
）。
と
り
わ
け
二
度
目
の

波
は
巨
大
で
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
記
載
の
ラ
ジ

オ
塔
総
数
四
六
五
基
の
う
ち
四
〇
二
基
、
じ
つ

に
八
六
％
以
上
が
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。二

度
の
ブ
ー
ム
の
背
景
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ

う
。２  

　
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
―
―
ラ
ジ
オ
聴
取

者
一
〇
〇
万
人
突
破
記
念

最
初
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
ブ
ー
ム
は
、
ラ
ジ
オ

表３　支部別ラジオ塔設置数
支部 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 総計

札幌 5 1 1 1 1 27 19 55
仙台 4 27 5 25 61
直轄 3 3 2 4 17 3 32
名古屋 4 24 12 40
大阪 1 2 1 5 3 2 2 44 28 6 94
広島 1 3 2 37 26 13 82
熊本 9 1 1 1 56 33 101
総計 1 2 23 16 1 4 4 4 8 108 183 111 465
注）支部は、『ラジオ年鑑』初出の時点のもの。
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聴
取
者
一
〇
〇
万
人
突
破
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
日
本
放
送
協
会
が
主
導
し
た
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
二
月
一
六
日
、
全
国
の
ラ
ジ
オ
聴
取
加
入
者
が
一
〇
〇
万
人
を

突
破
し
た
。
聴
取
加
入
数
の
増
加
の
背
景
に
は
、
満
州
事
変
が
あ
っ
た
。
兵
士
の
安
否
を
気

遣
う
人
々
の
戦
況
へ
の
関
心
が
た
か
ま
り
、
満
州
事
変
の
勃
発
し
た
一
九
三
一
年
度
末
に
聴

取
加
入
数
が
一
気
に
増
加
し
た
﹇
日
本
放
送
協
会
　
一
九
七
七
﹈。
そ
こ
で
日
本
放
送
協
会

た
の
も
大
阪
放
送
局
で
あ
る
﹇
黒
田
　
一
九
九

九
﹈。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
の
ラ
ジ
オ
塔

の
建
設
は
、
大
阪
放
送
局
の
気
概
を
示
す
象
徴

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
図
２
は
、
年
代
別
の
ラ
ジ
オ
塔
設
置

数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
塔

設
置
に
お
い
て
、
二
度
の
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
最
初
は
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
か
ら
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に

か
け
て
で
あ
る
（
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
）。
二

度
目
は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
を
ピ
ー

ク
と
す
る
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一

九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
に
か
け
て
で
あ
る

（
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
）。
と
り
わ
け
二
度
目
の

波
は
巨
大
で
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
記
載
の
ラ
ジ

オ
塔
総
数
四
六
五
基
の
う
ち
四
〇
二
基
、
じ
つ

に
八
六
％
以
上
が
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。二

度
の
ブ
ー
ム
の
背
景
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ

う
。２  

　
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
―
―
ラ
ジ
オ
聴
取

者
一
〇
〇
万
人
突
破
記
念

最
初
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
ブ
ー
ム
は
、
ラ
ジ
オ

表３　支部別ラジオ塔設置数
支部 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 総計

札幌 5 1 1 1 1 27 19 55
仙台 4 27 5 25 61
直轄 3 3 2 4 17 3 32
名古屋 4 24 12 40
大阪 1 2 1 5 3 2 2 44 28 6 94
広島 1 3 2 37 26 13 82
熊本 9 1 1 1 56 33 101
総計 1 2 23 16 1 4 4 4 8 108 183 111 465
注）支部は、『ラジオ年鑑』初出の時点のもの。
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宜
の
増
進
を
計
る
と
共
に
事
業
周
知
宣
伝
の
一
助
と
し
た
。

四
、　
　
功
労
者
の
表
彰

　
　  

事
業
功
労
者
、
会
員
其
の
他
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

五
、　
　
記
念
祝
賀
会

　
　  

東
京
其
の
他
各
支
部
所
在
地
に
於
て
事
業
に
対
す
る
功
労
者
及
関
係
者
一
同
を
招

待
し
て
、
祝
賀
会
を
催
し
た
。

而
し
て
東
京
に
於
て
は
五
月
五
日
内
閣
総
理
大
臣
を
始
め
朝
野
の
貴
顕
、
全
国
放
送
事

業
関
係
者
並
に
功
労
者
等
数
百
名
を
帝
国
ホ
テ
ル
に
招
じ
、
記
念
祝
賀
の
演
奏
会
を
催

す
と
同
時
に
記
念
番
組
の
一
と
し
て
そ
の
実
況
を
全
国
に
中
継
放
送
し
た
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
八
年
版
、
七
〇
‐
七
一
頁
）

史
料
２
に
よ
る
と
、
日
本
放
送
協
会
は
、
五
つ
の
記
念
事
業
を
計
画
し
た
。
す
な
わ
ち
、

①
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月
一
日
か
ら
一
週
間
を
「
記
念
放
送
週
間
」
と
し
、
各
局
が

「
豪
華
番
組
」
を
編
成
す
る
こ
と
、
②
聴
取
料
金
の
引
き
下
げ
や
「
放
送
事
業
発
展
の
現

況
」、「
無
線
界
の
近
状
」
な
ど
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
各
地
で
開
催
す
る
こ
と
、
③
ラ
ジ
オ

塔
の
建
設
、
④
事
業
功
労
者
の
表
彰
、
⑤
事
業
功
労
者
や
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
を
招
待
し
て
祝
賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
が
「
百
万
突
破

記
念
施
設
」
事
業
の
一
環
に
盛
り
込
ま
れ
た
背
景
に
、
大
阪
放
送
局
が
設
置
し
た
ラ
ジ
オ
塔

の
人
気
＝
成
功
（
先
述
）
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

で
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
計
画
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ふ
た
た

び
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
八
年
）
を
繙
く
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

は
、「
百
万
突
破
記
念
施
設
」
事
業
を
計
画
し
た
。『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
八
年
）
は
、「
百

万
突
破
記
念
施
設
」
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

史
料
２

　
　
　
百
万
突
破
記
念
施
設

事
業
経
営
上
の
基
礎
を
な
す
聴
取
加
入
数
は
一
般
経
済
社
会
不
況
の
波
を
超
え
、
幸
に

順
調
な
る
上
騰
傾
向
を
示
し
、
七
年
二
月
十
六
日
予
期
以
上
の
好
成
績
を
以
て
百
万
を

突
破
す
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
ラ
ヂ
オ
の
有
す
る
偉
大
な
る
機
能
の
然
ら
し

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
又
そ
の
一
半
の
功
績
は
機
能
活
動
を
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
た

事
業
関
係
者
に
帰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

従
つ
て
協
会
成
立
よ
り
百
万
突
破
に
至
る
間
の
関
係
各
官
庁
、
放
送
出
演
者
、
ラ
ヂ
オ

商
工
関
係
者
、
聴
取
者
等
各
方
面
の
絶
大
な
る
援
助
に
対
し
て
聊
か
謝
意
を
表
す
る
と

同
時
に
将
来
一
層
の
協
力
を
乞
ふ
た
め
左
の
記
念
事
業
を
行
ふ
事
と
し
た
。

一
、　
　
記
念
放
送
週
間

　
　  

七
年
五
月
一
日
よ
り
一
週
間
記
念
放
送
を
行
ひ
、
全
国
各
局
総
動
員
し
て
豪
華
番

組
を
編
成
し
た
。
此
の
放
送
に
は
特
に
従
来
放
送
さ
れ
な
か
つ
た
全
国
知
名
の

士
、
演
芸
者
等
を
多
数
マ
イ
ク
の
前
に
招
聘
し
、
同
時
に
「
子
供
の
時
間
」
に
於

て
は
各
局
聯
合
し
て
「
東
西
日
本
早
廻
り
放
送
リ
レ
ー
・
レ
ー
ス
」
を
行
つ
た
。

二
、　
　
記
念
展
覧
会

　
　  

聴
取
料
金
の
引
下
、
放
送
事
業
発
展
の
現
況
並
に
無
線
界
の
近
状
等
を
紹
介
す
る

た
め
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
其
の
他
支
部
所
在
地
及
適
当
の
都
市
に
於
て
記
念
展

覧
会
を
開
催
し
た
。

三
、　
　
ラ
ヂ
オ
塔

　
　  

大
都
市
の
公
園
其
の
他
全
国
五
十
ヶ
所
に
ラ
ヂ
オ
塔
を
建
設
し
、
公
衆
の
聴
取
便
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な
ど
「
諸
種
の
事
情
」
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
に
設
置
箇
所
は
三
六
ヶ
所
に
絞
ら
れ
た
。
こ

れ
に
既
設
四
ヶ
所
（
前
述
の
天
王
寺
公
園
、
奈
良
公
園
、
神
戸
湊
川
公
園
、
京
都
円
山
公

園
）
の
ラ
ジ
オ
塔
を
く
わ
え
て
、
合
計
四
〇
ヶ
所
の
「
全
国
主
要
な
る
公
園
、
広
場
」
な

ど
、「
常
時
多
数
人
の
蝟
集
す
る
所
」
に
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
４

に
示
し
た
の
は
、
各
支
部
に
割
り
当
て
ら
れ
た
建
設
予
定
数
と
設
置
場
所
で
あ
る
。
設
置
場

所
と
し
て
、
七
割
以
上
で
県
庁
所
在
地
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
全
国
主
要
な
る
公
園
、

広
場
」
な
ど
「
常
時
多
数
人
の
蝟
集
す
る
所
」
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
の
趣
旨
に
関
連
す

る
の
だ
ろ
う
。

表
４
に
よ
る
と
、
直
轄
・
名
古
屋
・
広
島
で
は
、
当
初
割
り
当
て
ら
れ
た
「
計
画
予
定

数
」
よ
り
設
置
箇
所
を
減
少
さ
せ
た
が
、
札
幌
・
熊
本
各
支
部
は
、「
計
画
予
定
数
」
を
超

え
て
ラ
ジ
オ
塔
を
建
設
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仙
台
支
部
の
「
仙
台
桜
ヶ
岡
公
園
」

の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
昭
和
九
年
以
降
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
記
載
が
な
く
、
そ
の
後
、『
ラ
ヂ

オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）
に
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
設
置
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
確
認

さ
れ
る
（
№
69
）。
設
置
が
計
画
さ
れ
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
事
情
で
建
設
が
延
期
さ
れ
、

「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
は
異
な
る
文
脈
で
の
ち
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、「
位
置
だ
け
確
定
」
と
あ
っ
た
門
司
市
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、

老
松
公
園
（
現
北
九
州
市
門
司
区
老
松
公
園
）
内
に
建
設
さ
れ
た
（
№

371
）。『
ラ
ジ
オ
年

鑑
』
記
載
の
設
置
年
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
で
あ
る
が
、
竣
工
は
そ
れ
以
降
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

名
古
屋
支
部
管
下
で
、「
経
費
の
都
合
に
依
り
浜
松
に
建
設
の
予
定
」
と
あ
る
ラ
ジ
オ
塔

に
つ
い
て
は
、
実
際
に
建
設
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
掲
載
の
浜

松
市
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
五
社
神
社
の
も
の
が
あ
る
（
№

173
）。と

こ
ろ
で
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
か
ら
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
か
ら
一
九
三

史
料
３

　
　
　
公
衆
用
聴
取
施
設

　
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
の
一
で
あ
る
所
の
公
共
奉
仕
用
ラ
ヂ
オ
塔
は
七
年

度
に
於
て
全
国
五
十
ヶ
所
へ
施
設
の
計
画
が
樹
て
ら
れ
、
塔
の
建
設
設
計
を
専
門
家
に

嘱
し
十
数
種
の
考
案
を
得
、
之
を
参
考
と
し
て
実
地
の
環
境
に
適
合
す
る
も
の
を
建
設

す
る
事
と
な
り
、
全
国
各
支
部
よ
り
建
設
予
定
ヶ
所
を
調
査
・
提
案
し
、
審
査
の
結

果
、
左
記
の
通
り
各
支
部
へ
割
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
実
施
に
当
つ
て

は
、
建
設
箇
所
の
関
係
上
土
地
管
理
者
側
の
希
望
、
条
件
に
依
り
、
或
は
電
源
配
線
工

事
の
難
易
等
諸
種
の
事
情
の
た
め
に
、
大
要
別
記
の
通
り
全
国
三
十
六
、
こ
れ
に
京
阪

地
方
既
設
の
も
の
四
ヶ
所
を
加
へ
、
総
計
四
十
ヶ
所
の
全
国
主
要
な
る
公
園
、
広
場
等

常
時
多
数
人
の
螺

（
蝟
）
集
す
る
所
に
建
設
さ
れ
た
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
八
年
版
、
六
六
〇
頁
）

ま
ず
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
七
年
度
（
一
九
三

二
年
度
）
に
全
国
五
〇
ヶ
所
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
が
計
画
さ
れ
た
と
あ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
の
建

設
・
設
計
は
専
門
家
に
委
嘱
さ
れ
、
十
数
パ
タ
ー
ン
が
考
案
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
日
本
放

送
協
会
は
、
全
国
各
支
部
（
直
轄
・
大
阪
・
名
古
屋
・
広
島
・
熊
本
・
仙
台
・
札
幌
各
支

部
）
に
、
建
設
予
定
箇
所
を
調
査
、
提
案
さ
せ
た
。
調
査
結
果
を
う
け
て
日
本
放
送
協
会

は
、
各
支
部
に
「
建
設
予
定
数
」
を
割
り
当
て
た
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
専
門
家
が
考
案
し
た
ラ
ジ
オ
塔
の
設
計
図
を
参
考
4

4

に4

、「
実
地
の
環
境
に
適
合
す
る
も
の
を
建
設
す
る
事
」
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
、
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
地
域
的
な
特
性
も

生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
第
三
章
に
ゆ
ず
る
。

そ
の
後
、
①
建
設
場
所
の
土
地
管
理
者
側
の
希
望
や
条
件
、
②
電
源
配
線
工
事
の
難
易
度
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な
ど
「
諸
種
の
事
情
」
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
に
設
置
箇
所
は
三
六
ヶ
所
に
絞
ら
れ
た
。
こ

れ
に
既
設
四
ヶ
所
（
前
述
の
天
王
寺
公
園
、
奈
良
公
園
、
神
戸
湊
川
公
園
、
京
都
円
山
公

園
）
の
ラ
ジ
オ
塔
を
く
わ
え
て
、
合
計
四
〇
ヶ
所
の
「
全
国
主
要
な
る
公
園
、
広
場
」
な

ど
、「
常
時
多
数
人
の
蝟
集
す
る
所
」
に
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
４

に
示
し
た
の
は
、
各
支
部
に
割
り
当
て
ら
れ
た
建
設
予
定
数
と
設
置
場
所
で
あ
る
。
設
置
場

所
と
し
て
、
七
割
以
上
で
県
庁
所
在
地
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
全
国
主
要
な
る
公
園
、

広
場
」
な
ど
「
常
時
多
数
人
の
蝟
集
す
る
所
」
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
の
趣
旨
に
関
連
す

る
の
だ
ろ
う
。

表
４
に
よ
る
と
、
直
轄
・
名
古
屋
・
広
島
で
は
、
当
初
割
り
当
て
ら
れ
た
「
計
画
予
定

数
」
よ
り
設
置
箇
所
を
減
少
さ
せ
た
が
、
札
幌
・
熊
本
各
支
部
は
、「
計
画
予
定
数
」
を
超

え
て
ラ
ジ
オ
塔
を
建
設
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仙
台
支
部
の
「
仙
台
桜
ヶ
岡
公
園
」

の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
昭
和
九
年
以
降
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
記
載
が
な
く
、
そ
の
後
、『
ラ
ヂ

オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）
に
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
設
置
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
確
認

さ
れ
る
（
№
69
）。
設
置
が
計
画
さ
れ
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
事
情
で
建
設
が
延
期
さ
れ
、

「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
は
異
な
る
文
脈
で
の
ち
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、「
位
置
だ
け
確
定
」
と
あ
っ
た
門
司
市
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、

老
松
公
園
（
現
北
九
州
市
門
司
区
老
松
公
園
）
内
に
建
設
さ
れ
た
（
№

371
）。『
ラ
ジ
オ
年

鑑
』
記
載
の
設
置
年
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
で
あ
る
が
、
竣
工
は
そ
れ
以
降
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

名
古
屋
支
部
管
下
で
、「
経
費
の
都
合
に
依
り
浜
松
に
建
設
の
予
定
」
と
あ
る
ラ
ジ
オ
塔

に
つ
い
て
は
、
実
際
に
建
設
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
掲
載
の
浜

松
市
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
五
社
神
社
の
も
の
が
あ
る
（
№

173
）。と

こ
ろ
で
、「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
か
ら
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
か
ら
一
九
三

史
料
３

　
　
　
公
衆
用
聴
取
施
設

　
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
の
一
で
あ
る
所
の
公
共
奉
仕
用
ラ
ヂ
オ
塔
は
七
年

度
に
於
て
全
国
五
十
ヶ
所
へ
施
設
の
計
画
が
樹
て
ら
れ
、
塔
の
建
設
設
計
を
専
門
家
に

嘱
し
十
数
種
の
考
案
を
得
、
之
を
参
考
と
し
て
実
地
の
環
境
に
適
合
す
る
も
の
を
建
設

す
る
事
と
な
り
、
全
国
各
支
部
よ
り
建
設
予
定
ヶ
所
を
調
査
・
提
案
し
、
審
査
の
結

果
、
左
記
の
通
り
各
支
部
へ
割
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
実
施
に
当
つ
て

は
、
建
設
箇
所
の
関
係
上
土
地
管
理
者
側
の
希
望
、
条
件
に
依
り
、
或
は
電
源
配
線
工

事
の
難
易
等
諸
種
の
事
情
の
た
め
に
、
大
要
別
記
の
通
り
全
国
三
十
六
、
こ
れ
に
京
阪

地
方
既
設
の
も
の
四
ヶ
所
を
加
へ
、
総
計
四
十
ヶ
所
の
全
国
主
要
な
る
公
園
、
広
場
等

常
時
多
数
人
の
螺
（
蝟
）
集
す
る
所
に
建
設
さ
れ
た
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
八
年
版
、
六
六
〇
頁
）

ま
ず
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
七
年
度
（
一
九
三

二
年
度
）
に
全
国
五
〇
ヶ
所
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
が
計
画
さ
れ
た
と
あ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
の
建

設
・
設
計
は
専
門
家
に
委
嘱
さ
れ
、
十
数
パ
タ
ー
ン
が
考
案
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
日
本
放

送
協
会
は
、
全
国
各
支
部
（
直
轄
・
大
阪
・
名
古
屋
・
広
島
・
熊
本
・
仙
台
・
札
幌
各
支

部
）
に
、
建
設
予
定
箇
所
を
調
査
、
提
案
さ
せ
た
。
調
査
結
果
を
う
け
て
日
本
放
送
協
会

は
、
各
支
部
に
「
建
設
予
定
数
」
を
割
り
当
て
た
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
専
門
家
が
考
案
し
た
ラ
ジ
オ
塔
の
設
計
図
を
参
考

4

4

に4

、「
実
地
の
環
境
に
適
合
す
る
も
の
を
建
設
す
る
事
」
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
、
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
地
域
的
な
特
性
も

生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
第
三
章
に
ゆ
ず
る
。

そ
の
後
、
①
建
設
場
所
の
土
地
管
理
者
側
の
希
望
や
条
件
、
②
電
源
配
線
工
事
の
難
易
度
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表４　「聴取加入数百万突破記念施設」として計画されたラジオ塔一覧
支部名 計画予定数 実施箇所数 建設箇所 備考

1

直轄
13

（移動用１を含
む）

固定　6
移動用１

東京隅田公園

移動用は随時必要に応じ各所へ
臨時移動設置せむとするもの

2 横浜野毛山公園
3 新潟白山公園
4 長野城山公園
5 静岡清水公園
6 前橋市
7

大阪 8

(4)

天王寺公園

本計画前既に建設されてゐたも
の

8 京都円山公園
9 奈良公園

10 神戸湊川公園
11

4

大阪住吉公園
12 徳島公園
13 和歌山公園
14 堺大浜公園
15

名古屋 8 4

名古屋鶴舞公園

上記の外、経費の都合に依り浜
松に建設の予定

16 金沢兼六公園
17 岐阜公園
18 福井佐佳枝神社境内
19

広島 6 4

呉二河公園

広島以下三ヶ所は建設中
20 広島市内公園
21 松江市内公園
22 高知市内公園
23

熊本 6 7

熊本花畑公園

位置だけ確定

24 福岡記念公園
25 福岡東公園
26 小倉勝山遊園地
27 八幡宮田遊園地
28 若松蛭子神社境内
29 門司市
30

仙台 5 5

仙台桜ヶ岡公園
31 福島中央公園
32 盛岡物産館前
33 山形雁島公園
34 秋田千秋公園
35

札幌 5 5 ＊

札幌大通逍遥地
36 函館東川小公園
37 小樽公園
38 旭川常磐公園 冬季休止
39 亀田郡大沼公園 冬季休止
40 函館駅前

注）『ラヂオ年鑑』（昭和 8 年、660-661 頁）より作成。
　　＊は、6 ｶ。
　支部名は、『ラヂオ年鑑』（昭和 8、９年）では、それぞれ関東・関西・東海・中国・九州・東北・北海道の表記で
あったが、昭和 10 年以降の『ラジオ年鑑』の表記に統一した。
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ラジオ塔についての覚書

と
し
た
い
。

３  

　
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
―
―
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
一

六
）

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
で
確
認
で
き
る
限
り
の
ラ
ジ
オ
塔
数
四
六
五
基
の
う
ち
、
四
〇
二
基
が

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
建
設
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

表
５
に
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
以
降
（
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
以
降
）
に
建
設
さ
れ

た
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
、
現
在
判
明
す
る
限
り
で
、
建
設
の
契
機
、
設
置
主
体
を
ま
と
め

た
。
こ
こ
か
ら
、
七
つ
ほ
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
析
出
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
　  

個
人
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
香
川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
遊
園
地
）

②
　  

自
治
体
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
京
都
市
船
岡
山
公
園
、
岡
山
県
津
山
市
鶴
山
公

園
、
愛
媛
県
松
山
市
城
山
公
園
、
兵
庫
県
明
石
市
中
崎
遊
園
地
、
同
尼
崎
市
庄
下

川
畔
公
園
）

③
　  

自
治
体
以
外
の
団
体
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
福
岡
県
戸
畑
市
八
幡
神
社
境
内
、
山

口
県
下
関
市
赤
間
宮
境
内
、
東
京
市
品
川
聖
蹟
公
園
）

④
　  

放
送
協
会
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
大
阪
市
大
手
前
公
園
、
埼
玉
県
浦
和
市
調
宮
公

園
）

⑤
　  

土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工
の
記
念
と
し
て
設
置
（
岡
山
市
大
藤
公
園
、
岡
山
市
上

伊
福
津
倉
町
上
伊
福
西
公
園
、
愛
知
県
名
古
屋
市
志
賀
公
園
）

⑥
　  

皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
設
置
（
大
阪
府
香
里
成
田
山
公
園
、
京
都
市

小
松
原
公
園
、
同
萩
児
童
公
園
）

⑦
　  

⑤
⑥
の
組
み
合
わ
せ
（
大
阪
府
布
施
市
小
坂
公
園
）

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
う
え
で
、
設
置
年
代
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
昭
和
一
〇
年
代
前

四
年
（
昭
和
九
）
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
数
を
抽
出
す
る
と
、
四
〇
基
と
な
る
。
表
４
に

ふ
く
ま
れ
な
い
が
、
し
か
し
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
、
札
幌
市
中
島
公
園

（
№
6
）、
鳥
取
市
久
松
公
園
（
№

268
）、
福
岡
市
大
濠
公
園
（
№

367
）、
八
幡
市
豊
山
公
園

（
№

370
）
の
ラ
ジ
オ
塔
が
あ
る
。
札
幌
市
中
島
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
鳥
取
市
久
松
公
園
ラ
ジ
オ

塔
は
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
は
別
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

福
岡
市
大
濠
公
園
と
八
幡
市
豊
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
は
少
々
厄
介
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
大
濠
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
初
出
は
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
で
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
建
設
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
豊
山
公
園
ラ

ジ
オ
塔
の
初
出
は
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
で
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
建
設

の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

実
は
、
大
濠
公
園
お
よ
び
豊
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
建
設
の
二
つ
の
ラ
ジ
オ
塔
の
記
載
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
福
岡
市
記
念
公
園
ラ

ジ
オ
塔
（
№

366
）
と
八
幡
市
宮
田
遊
園
地
ラ
ジ
オ
塔
（
№

369
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
聴

取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
し
て
計
画
・
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
だ
が
、『
ラ
ヂ
オ

年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
以
降
は
記
載
が
消
え
る
。

福
岡
市
記
念
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
大
濠
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
施
設
年
（
一
九
三
二
年
）、
設

計
概
要
（「
高
一
九
・
八
尺
、
下
部
ニ
前
幅
同
一
九
・
八
尺
ノ
腰
掛
ア
リ
、
軍
艦
マ
ス
ト

型
」）
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。「
記
念
公
園
」
と
「
大
濠
公
園
」
が
同
じ
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
し
か
し
、
一
幡
公
平
氏
は
福
岡
市
記
念
公
園
は
現
在
の
福
岡
市
博
多
区
の
中
島

公
園
と
推
測
し
て
い
る
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。
だ
と
す
る
と
福
岡
市
中
央
区
の
大
濠
公
園

と
は
別
の
公
園
で
あ
る
。

八
幡
市
豊
山
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
宮
田
遊
園
地
ラ
ジ
オ
塔
も
、
施
設
年
（
一
九
三
二
年
）、

設
計
概
要
（「
高
一
〇
尺
、
底
部
四
・
五
尺
平
方
、
木
造
燈
籠
型
」）
と
も
に
同
じ
で
あ
る
（
７
）。

い
ず
れ
も
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
可
能
性
を
も
つ
が
、
事
実
関
係
の
解
明
は
今
後
の
課
題
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と
し
た
い
。

３  

　
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
―
―
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
一

六
）

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
で
確
認
で
き
る
限
り
の
ラ
ジ
オ
塔
数
四
六
五
基
の
う
ち
、
四
〇
二
基
が

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
か
ら
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
建
設
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

表
５
に
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
以
降
（
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
以
降
）
に
建
設
さ
れ

た
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
、
現
在
判
明
す
る
限
り
で
、
建
設
の
契
機
、
設
置
主
体
を
ま
と
め

た
。
こ
こ
か
ら
、
七
つ
ほ
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
析
出
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
　  

個
人
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
香
川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
遊
園
地
）

②
　  

自
治
体
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
京
都
市
船
岡
山
公
園
、
岡
山
県
津
山
市
鶴
山
公

園
、
愛
媛
県
松
山
市
城
山
公
園
、
兵
庫
県
明
石
市
中
崎
遊
園
地
、
同
尼
崎
市
庄
下

川
畔
公
園
）

③
　  

自
治
体
以
外
の
団
体
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
福
岡
県
戸
畑
市
八
幡
神
社
境
内
、
山

口
県
下
関
市
赤
間
宮
境
内
、
東
京
市
品
川
聖
蹟
公
園
）

④
　  

放
送
協
会
の
寄
付
に
よ
る
設
置
（
大
阪
市
大
手
前
公
園
、
埼
玉
県
浦
和
市
調
宮
公

園
）

⑤
　  

土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工
の
記
念
と
し
て
設
置
（
岡
山
市
大
藤
公
園
、
岡
山
市
上

伊
福
津
倉
町
上
伊
福
西
公
園
、
愛
知
県
名
古
屋
市
志
賀
公
園
）

⑥
　  

皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
設
置
（
大
阪
府
香
里
成
田
山
公
園
、
京
都
市

小
松
原
公
園
、
同
萩
児
童
公
園
）

⑦
　  
⑤
⑥
の
組
み
合
わ
せ
（
大
阪
府
布
施
市
小
坂
公
園
）

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
う
え
で
、
設
置
年
代
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
昭
和
一
〇
年
代
前

四
年
（
昭
和
九
）
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
数
を
抽
出
す
る
と
、
四
〇
基
と
な
る
。
表
４
に

ふ
く
ま
れ
な
い
が
、
し
か
し
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
、
札
幌
市
中
島
公
園

（
№
6
）、
鳥
取
市
久
松
公
園
（
№

268
）、
福
岡
市
大
濠
公
園
（
№

367
）、
八
幡
市
豊
山
公
園

（
№

370
）
の
ラ
ジ
オ
塔
が
あ
る
。
札
幌
市
中
島
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
鳥
取
市
久
松
公
園
ラ
ジ
オ

塔
は
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
は
別
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

福
岡
市
大
濠
公
園
と
八
幡
市
豊
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
は
少
々
厄
介
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
大
濠
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
初
出
は
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
で
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
建
設
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
豊
山
公
園
ラ

ジ
オ
塔
の
初
出
は
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
で
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
建
設

の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

実
は
、
大
濠
公
園
お
よ
び
豊
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
）
建
設
の
二
つ
の
ラ
ジ
オ
塔
の
記
載
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
福
岡
市
記
念
公
園
ラ

ジ
オ
塔
（
№

366
）
と
八
幡
市
宮
田
遊
園
地
ラ
ジ
オ
塔
（
№

369
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
聴

取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
し
て
計
画
・
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
だ
が
、『
ラ
ヂ
オ

年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
以
降
は
記
載
が
消
え
る
。

福
岡
市
記
念
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
大
濠
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
施
設
年
（
一
九
三
二
年
）、
設

計
概
要
（「
高
一
九
・
八
尺
、
下
部
ニ
前
幅
同
一
九
・
八
尺
ノ
腰
掛
ア
リ
、
軍
艦
マ
ス
ト

型
」）
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。「
記
念
公
園
」
と
「
大
濠
公
園
」
が
同
じ
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
し
か
し
、
一
幡
公
平
氏
は
福
岡
市
記
念
公
園
は
現
在
の
福
岡
市
博
多
区
の
中
島

公
園
と
推
測
し
て
い
る
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。
だ
と
す
る
と
福
岡
市
中
央
区
の
大
濠
公
園

と
は
別
の
公
園
で
あ
る
。

八
幡
市
豊
山
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
宮
田
遊
園
地
ラ
ジ
オ
塔
も
、
施
設
年
（
一
九
三
二
年
）、

設
計
概
要
（「
高
一
〇
尺
、
底
部
四
・
五
尺
平
方
、
木
造
燈
籠
型
」）
と
も
に
同
じ
で
あ
る
（
７
）。

い
ず
れ
も
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
可
能
性
を
も
つ
が
、
事
実
関
係
の
解
明
は
今
後
の
課
題
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表
5　

第
一

次
建

設
ブ

ー
ム

以
降

の
ラ

ジ
オ

塔
建

設
の

契
機

に
つ

い
て

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

名
称

「
ラ

ジ
オ

塔
一

覧
」

の
№

設
置

年
西

暦
現

在
の

所
在

地
設

置
主

体
銘

板
備

考
参

考
資

料

1
香

川
県

三
豊

郡
仁

尾
町

遊
園

地
№

339
昭

和
10

1935
香

川
県

三
豊

市
塩

田
忠

左
衛

門
昭

和
32

年
（

1957）
3

月
の

流
下

式
塩

田
の

竣
工

記
念

碑
と

し
て

再
利

用
（

銘
板

、［
一

幡
2017］）

*

2
京

都
市

船
岡

山
公

園
№

196
昭

和
10

1935
京

都
府

京
都

市
京

都
市

建
設

、
受

信
機

の
み

貸
付

*
3

津
山

市
鶴

山
公

園
№

286
昭

和
10

1935
岡

山
県

津
山

市
津

山
市

建
設

、
受

信
機

の
み

貸
付

*
4

戸
畑

市
八

幡
神

社
境

内
№

373
昭

和
10

1935
福

岡
県

北
九

州
市

（
旧

戸
畑

市
）

戸
畑

市
八

幡
神

社
社

務
所

建
設

、
受

信
機

寄
贈

*

5
松

山
市

城
山

公
園

№
348

昭
和

11
1936

愛
媛

県
松

山
市

松
山

市
建

設
、

受
信

機
の

み
提

供
*

6
下

関
市

赤
間

宮
境

内
№

318
昭

和
11

1936
山

口
県

下
関

市
関

門
講

演
会

建
設

、
受

信
機

寄
贈

*
7

明
石

市
中

崎
遊

園
地

№
235

昭
和

12
1937

兵
庫

県
明

石
市

明
石

市
建

設
（

明
石

市
役

所
勧

業
課

職
員

興
治

一
男

）、
受

信
機

寄
贈

*、［
柴

田
2013］

8
尼

崎
市

庄
下

川
畔

公
園

№
234

昭
和

12
1937

兵
庫

県
尼

崎
市

尼
崎

市
が

塔
本

体
を

設
置

、
受

信
機

は
大

阪
放

送
局

が
寄

贈
*、［

吉
井

2008］

9
東

京
市

品
川

聖
蹟

公
園

№
135

昭
和

13
1938

東
京

都
品

川
区

日
の

丸
奉

仕
団

銘
板

「
寄

贈
　

日
の

丸
奉

仕
団

」
1938

年
公

園
開

園
**

10
大

阪
市

大
手

前
公

園
№

209
昭

和
13

1938
大

阪
府

大
阪

市
大

阪
中

央
放

送
局

大
阪

府
公

文
書

館
所

蔵
「

寄
附

関
係

書
類

綴
」

11
岡

山
市

大
藤

公
園

№
287

昭
和

14
1939

岡
山

県
岡

山
市

1939
年

竣
工

の
区

画
整

理
の

竣
工

記
念

碑
と

と
も

に
建

設
**

12
浦

和
市

調
宮

公
園

№
126

昭
和

15
1940

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

日
本

放
送

協
会

銘
板

「
寄

贈
　

社
団

法
人

日
本

放
送

協
会

」
**

13
神

戸
市

再
度

山
公

園
№

242
昭

和
15

1940
兵

庫
県

神
戸

市
隣

に
国

旗
掲

揚
台

あ
り

**
14

名
古

屋
市

道
徳

公
園

№
176

昭
和

15
1940

愛
知

県
名

古
屋

市
横

に
国

旗
掲

揚
台

あ
り

**
15

大
阪

府
香

里
成

田
山

公
園

№
232

昭
和

15
1940

大
阪

府
寝

屋
川

市
嶋

村
保

穂
、

智
恵

子
銘

板
「

紀
元

二
千

六
百

年
記

念
」

「
昭

和
拾

五
年

拾
壱

月
拾

日
」「

大
阪

府
北

河
内

郡
友

呂
岐

村
平

池
　

嶋
村

保
穂

　
同

智
恵

子
」

島
村

保
穂

は
、「

大
阪

教
育

治
療

院
」

建
設

者
。

**

16〔
小

松
原

公
園

ラ
ジ

オ
塔

〕
昭

和
15

1940
京

都
府

京
都

市
銘

板
「

紀
元

二
千

六
百

年
記

念
建

設
　

心
身

錬
成

」
**

17〔
萩

児
童

公
園

ラ
ジ

オ
塔

〕
昭

和
16

1941
京

都
府

京
都

市
銘

板
「

紀
元

二
千

六
百

一
年

建
之

」
「

世
話

人
　

平
□

数
馬

、
天

野
佐

七
　

寄
付

者
　

齋
藤

進
、

関
真

逸
、

岡
本

邦
二

郎
、

塚
本

信
一

、
伊

藤
弘

」

***

18〔
紫

野
柳

公
園

ラ
ジ

オ
塔

〕
昭

和
16

1941
京

都
府

京
都

市
兼

国
旗

掲
揚

台
**

19〔
中

之
島

公
園

ラ
ジ

オ
塔

〕
昭

和
16

1941
大

阪
府

大
阪

市
兼

国
旗

掲
揚

台
**

20
岡

山
市

上
伊

福
津

倉
町

上
伊

福
西

公
園

№
296

昭
和

16
1941

岡
山

県
岡

山
市

「
昭

和
初

期
の

区
画

整
理

で
誕

生
し

た
公

園
」

に
設

置
（［

一
幡

2014］）、
近

く
に

区
画

整
理

の
竣

工
記

念
碑

が
あ

る

**

21
布

施
市

小
坂

公
園

№
221

昭
和

16
1941

大
阪

府
東

大
阪

市
小

阪
第

一
土

地
区

画
整

理
組

合
銘

板
「

竣
工

記
念

」、「
皇

紀
二

千
六

百
一

年
」

現
大

和
公

園
［

図
師

ほ
か

2019］
［

図
師

ほ
か

2019］

22〔
志

賀
公

園
ラ

ジ
オ

塔
〕

昭
和

17
1942

愛
知

県
名

古
屋

市
西

志
賀

土
地

区
画

整
理

組
合

銘
板

「
贈

　
西

志
賀

土
地

区
画

整
理

組
合

」
**

注
）〔

〕
内

は
、［

一
幡

2014］［
一

幡
2017］

記
載

の
名

称
。

*
は

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』、
**

は
［

一
幡

2017］、
***

は
［

一
幡

2014］。
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ラジオ塔についての覚書

る
郊
外
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
﹇
石
田
　
一
九
八
六
﹈。

と
こ
ろ
で
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
は
神
武
天
皇
即
位
か
ら
二
六
〇
〇
年
に
あ
た
る

と
し
て
、
そ
れ
を
祝
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
全
国
で
実
施
さ
れ
た
。
各
地
の
公
園
や

神
社
の
境
内
な
ど
に
は
、
二
六
〇
〇
年
記
念
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
国
旗
掲
揚
台
と
一
体
の
記

念
碑
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
ラ
ジ
オ
塔
と
一
体
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
碑
も
建
設
さ
れ

た
。大

阪
府
寝
屋
川
市
の
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
ラ
ジ
オ
塔
（
№
232
）
は
、
ラ
ジ
オ
塔
正
面

の
銘
板
に
「
奉
納
　
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
」
と
あ
る
。
塔
側
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
昭
和
拾

五
年
拾
壱
月
拾
日
」、「
大
阪
府
北
河
内
郡
友
呂
岐
村
平
池
　
嶋
村
保
穂
　
同
智
恵
子
」
の
銘

板
が
あ
り
、
こ
の
ラ
ジ
オ
塔
が
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一

五
）
一
一
月
一
〇
日
、
北
河
内
郡
友
呂
岐
村
（
現
寝
屋
川
市
）
の
島
村
保
穂
・
智
恵
子
夫
妻

の
寄
付
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
島
村
保
穂
は
、
大
正
時
代
に
私
立
大

阪
教
育
治
療
院
（
島
村
塾
）
と
い
う
児
童
福
祉
施
設
を
設
立
し
た
障
害
児
教
育
の
専
門
家
で

あ
る
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
、
戸
崎
　
一
九
九
二
﹈。

お
な
じ
く
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
京
都
市
小
松
原
公
園
ラ
ジ
オ
塔
正
面
の
銘

板
に
は
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
建
設
　
心
身
錬
成
」
と
あ
る
。
一
九
四
一
年
（
昭
和
一

六
）
建
設
の
京
都
市
萩
児
童
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
銘
板
に
は
、
ラ
ジ
オ
塔
建
設
の
世
話
人
二

名
・
寄
付
者
五
名
の
名
前
と
と
も
に
「
紀
元
二
千
六
百
一
年
建
之
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
（
い
ず
れ
も

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
）。

表
５
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
「
50
年
の
あ
ゆ
み
」』﹇
金
沢
放

送
局
開
局
50
周
年
記
念
事
務
局
　
一
九
八
一
﹈
に
よ
る
と
、
石
川
県
鳳
至
郡
輪
島
町
役
場
前

（
№
147
）、
同
能
美
郡
小
松
町
芦
城
公
園
（
№
148
）、
同
江
沼
郡
山
中
町
総
湯
前
（
№
149
）、
同

石
川
郡
松
任
町
蕪
城
公
園
（
お
か
り
や
公
園
、
№
150
）
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年

半
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
は
、
①
、
②
、
③
、
④
の
い
ず
れ
か
の
パ
タ
ー
ン
で
建
設
さ
れ
た
。
多

く
の
場
合
、
個
人
や
自
治
体
、
各
団
体
が
ラ
ジ
オ
塔
建
設
を
計
画
し
、
ラ
ジ
オ
塔
本
体
を
設

置
、
受
信
機
を
各
放
送
局
が
貸
し
付
け
る
、
あ
る
い
は
寄
贈
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
建
設

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
市
に
よ
る
熱
心
な
誘
致
活
動
が
あ
っ
た
﹇
神

戸
新
聞
明
石
総
局
　
一
九
七
九
、
柴
田
　
二
〇
一
三
﹈。

異
な
る
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
以
降
で

あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
岡
山
市
大
藤
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
287
）
で
あ
る
。
一
幡
公

平
氏
に
よ
れ
ば
、
大
藤
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
移
転
し
て
、
現
在
は
同
市
桑
田
公
園
内
に
あ
る
。

桑
田
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
区
画
整
理
の
竣
工
記
念
碑
と
合
体
し
た
不
思
議
な
塔
」
で
あ
る
。

区
画
整
理
に
よ
っ
て
大
藤
公
園
と
桑
田
公
園
が
で
き
た
。
ラ
ジ
オ
塔
は
区
画
整
理
事
業
の
完

成
を
記
念
し
て
大
藤
公
園
に
建
設
さ
れ
た
が
、
現
在
大
藤
公
園
は
駐
車
場
と
な
り
、
ラ
ジ
オ

塔
は
桑
田
公
園
に
移
設
さ
れ
た
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。

お
な
じ
く
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
で
き
た
上
伊
福
西

公
園
（
岡
山
市
）
に
も
ラ
ジ
オ
塔
が
現
存
す
る
。
上
伊
福
西
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
296
）
は
、

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
に
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
六
年
度
中
に
少
な
く

と
も
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
と
区
画
整
理
事
業
と
の
関

連
を
示
す
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
公
園
の
設
置
経
緯
や
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
年
代
か
ら
考

え
て
、
無
関
係
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

愛
知
県
名
古
屋
市
の
志
賀
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
の
建
設
で
、

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
。
背
面
下
部
の
銘
板
に
「
贈
　
西
志
賀
土
地

区
画
整
理
組
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
工

記
念
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
以
降
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
工
記
念
碑

と
し
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
は
、
戦
前
に
お
け
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ラジオ塔についての覚書

る
郊
外
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
﹇
石
田
　
一
九
八
六
﹈。

と
こ
ろ
で
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
は
神
武
天
皇
即
位
か
ら
二
六
〇
〇
年
に
あ
た
る

と
し
て
、
そ
れ
を
祝
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
全
国
で
実
施
さ
れ
た
。
各
地
の
公
園
や

神
社
の
境
内
な
ど
に
は
、
二
六
〇
〇
年
記
念
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
国
旗
掲
揚
台
と
一
体
の
記

念
碑
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
ラ
ジ
オ
塔
と
一
体
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
碑
も
建
設
さ
れ

た
。大

阪
府
寝
屋
川
市
の
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
ラ
ジ
オ
塔
（
№
232
）
は
、
ラ
ジ
オ
塔
正
面

の
銘
板
に
「
奉
納
　
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
」
と
あ
る
。
塔
側
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
昭
和
拾

五
年
拾
壱
月
拾
日
」、「
大
阪
府
北
河
内
郡
友
呂
岐
村
平
池
　
嶋
村
保
穂
　
同
智
恵
子
」
の
銘

板
が
あ
り
、
こ
の
ラ
ジ
オ
塔
が
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一

五
）
一
一
月
一
〇
日
、
北
河
内
郡
友
呂
岐
村
（
現
寝
屋
川
市
）
の
島
村
保
穂
・
智
恵
子
夫
妻

の
寄
付
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
島
村
保
穂
は
、
大
正
時
代
に
私
立
大

阪
教
育
治
療
院
（
島
村
塾
）
と
い
う
児
童
福
祉
施
設
を
設
立
し
た
障
害
児
教
育
の
専
門
家
で

あ
る
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
、
戸
崎
　
一
九
九
二
﹈。

お
な
じ
く
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
建
設
の
京
都
市
小
松
原
公
園
ラ
ジ
オ
塔
正
面
の
銘

板
に
は
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
建
設
　
心
身
錬
成
」
と
あ
る
。
一
九
四
一
年
（
昭
和
一

六
）
建
設
の
京
都
市
萩
児
童
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
銘
板
に
は
、
ラ
ジ
オ
塔
建
設
の
世
話
人
二

名
・
寄
付
者
五
名
の
名
前
と
と
も
に
「
紀
元
二
千
六
百
一
年
建
之
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
（
い
ず
れ
も

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
）。

表
５
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
「
50
年
の
あ
ゆ
み
」』﹇
金
沢
放

送
局
開
局
50
周
年
記
念
事
務
局
　
一
九
八
一
﹈
に
よ
る
と
、
石
川
県
鳳
至
郡
輪
島
町
役
場
前

（
№
147
）、
同
能
美
郡
小
松
町
芦
城
公
園
（
№
148
）、
同
江
沼
郡
山
中
町
総
湯
前
（
№
149
）、
同

石
川
郡
松
任
町
蕪
城
公
園
（
お
か
り
や
公
園
、
№
150
）
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年

半
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
は
、
①
、
②
、
③
、
④
の
い
ず
れ
か
の
パ
タ
ー
ン
で
建
設
さ
れ
た
。
多

く
の
場
合
、
個
人
や
自
治
体
、
各
団
体
が
ラ
ジ
オ
塔
建
設
を
計
画
し
、
ラ
ジ
オ
塔
本
体
を
設

置
、
受
信
機
を
各
放
送
局
が
貸
し
付
け
る
、
あ
る
い
は
寄
贈
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
建
設

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
市
に
よ
る
熱
心
な
誘
致
活
動
が
あ
っ
た
﹇
神

戸
新
聞
明
石
総
局
　
一
九
七
九
、
柴
田
　
二
〇
一
三
﹈。

異
な
る
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
以
降
で

あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
岡
山
市
大
藤
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
287
）
で
あ
る
。
一
幡
公

平
氏
に
よ
れ
ば
、
大
藤
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
移
転
し
て
、
現
在
は
同
市
桑
田
公
園
内
に
あ
る
。

桑
田
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
区
画
整
理
の
竣
工
記
念
碑
と
合
体
し
た
不
思
議
な
塔
」
で
あ
る
。

区
画
整
理
に
よ
っ
て
大
藤
公
園
と
桑
田
公
園
が
で
き
た
。
ラ
ジ
オ
塔
は
区
画
整
理
事
業
の
完

成
を
記
念
し
て
大
藤
公
園
に
建
設
さ
れ
た
が
、
現
在
大
藤
公
園
は
駐
車
場
と
な
り
、
ラ
ジ
オ

塔
は
桑
田
公
園
に
移
設
さ
れ
た
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。

お
な
じ
く
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
で
き
た
上
伊
福
西

公
園
（
岡
山
市
）
に
も
ラ
ジ
オ
塔
が
現
存
す
る
。
上
伊
福
西
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
296
）
は
、

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
八
年
）
に
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
六
年
度
中
に
少
な
く

と
も
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ジ
オ
塔
と
区
画
整
理
事
業
と
の
関

連
を
示
す
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
公
園
の
設
置
経
緯
や
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
年
代
か
ら
考

え
て
、
無
関
係
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

愛
知
県
名
古
屋
市
の
志
賀
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
の
建
設
で
、

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
。
背
面
下
部
の
銘
板
に
「
贈
　
西
志
賀
土
地

区
画
整
理
組
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
工

記
念
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
以
降
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
工
記
念
碑

と
し
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
は
、
戦
前
に
お
け
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物
産
陳
列
所
前
、
派
出
所
前
な
ど
な
ん
ら

か
の
公
共
施
設
前
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ジ
オ

塔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
次
建
設

ブ
ー
ム
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ

た
、
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
に
特
徴
的
な
傾

向
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
山
形
県
で

は
、
各
町
役
場
前
に
ラ
ジ
オ
塔
が
設
置

（
計
画
）
さ
れ
た
（
№
98
）。
小
学
校
（
国

民
学
校
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
未
掲
載
で
建
設
年
不
明
な

が
ら
、
御
射
山
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
京
都

市
）
は
、
も
と
も
と
日
彰
小
学
校
の
校
庭

に
あ
っ
た
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。
公
共
施

設
に
付
属
し
て
設
置
・
計
画
さ
れ
た
ラ
ジ

オ
塔
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
人
々
に
娯
楽

や
教
養
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ラ

ジ
オ
放
送
を
つ
う
じ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と

し
て
の
役
割
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

佐
藤
紘
司
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
時
局
に
対
応

す
る
た
め
全
国
市
区
役
所
や
警
察
署
、
通

信
官
署
な
ど
を
拡
充
す
る
ほ
か
三
〇
〇
ヶ

所
に
ラ
ジ
オ
塔
を
設
け
る
こ
と
が
計
画
さ

れ
た
。
し
か
し
、
戦
時
下
の
資
材
不
足
な

を
祝
し
て
設
置
さ
れ
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
以
降
の
ラ
ジ
オ
塔
建
設
第
二
次

ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工
の
記
念
碑
と
し
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ

る
場
合
と
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
と
き
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
連
す
る
記
念
碑
と
皇
紀
二
六
〇

〇
年
記
念
事
業
が
あ
わ
さ
っ
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
布
施
市
小
坂
公

園
ラ
ジ
オ
塔
（
№
221
、
現
東
大
阪
市
大
和
公
園
）
が
そ
れ
で
あ
る
（
８
）（
写
真
３
）。

な
お
、
表
５
か
ら
は
、
上
述
し
た
七
パ
タ
ー
ン
以
外
に
、
国
旗
掲
揚
台
を
併
設
す
る
ラ
ジ

オ
塔
（
東
京
市
品
川
聖
蹟
公
園
、
愛
知
県
名
古
屋
市
道
徳
公
園
、
兵
庫
県
神
戸
市
諏
訪
山
公

園
、
京
都
市
紫
野
柳
公
園
、
大
阪
市
中
之
島
公
園
）
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
ラ
ジ
オ
塔
建
設
ブ
ー
ム
が
軍
国
主
義
と
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

表
６
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
年
代
ご
と
に
分
類
し
て
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
期
間
を
通

じ
て
多
い
の
は
公
園
・
広
場
な
ど
で
、

次
に
寺
社
境
内
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

ラ
ジ
オ
の
普
及
を
め
ざ
し
て
「
全
国

主
要
な
る
公
園
、
広
場
」
な
ど
「
常

時
多
数
人
の
蝟
集
す
る
所
」（
史
料

３
）
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
、
ラ
ジ

オ
塔
の
本
来
の
趣
旨
と
関
連
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、

役
場
前
、
公
会
堂
前
、
郵
便
局
前
、

表６　ラジオ塔の設置場所
1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 合計

公園・広場 1 2 20 14 1 3 3 4 8 78 81 42 257
寺社境内 1 2 1 1 17 39 19 80
駅前（渡船場などを含む） 1 5 9 11 26
公会堂前 1 6 4 11
役場前 4 19 17 40
郵便局前 1 2 3
練兵場 1 1
その他公共施設前（物産
館前、市場、商工会議所
前、派出所前など） 1 1 5 6 13
学校（国民学校） 1 3 4
その他（所在地のみ） 1 22 7 30
合計 1 2 23 16 1 4 4 4 8 108 183 111 465

写真３　  東大阪市大和公園ラジオ塔（撮影：人見佐
知子）
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て
い
な
か
っ
た
り
、
出
典
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
り
と
不
備
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
章

は
、
佐
藤
氏
の
論
考
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
に
も
と
づ
い
て
ラ

ジ
オ
塔
の
形
態
を
再
検
討
す
る
。

こ
こ
で
検
討
す
る
の
は
、
お
も
に
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
以
前
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ

オ
塔
で
あ
る
。『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
以
前
に
は
、
形
態
と
材
質
、
高
さ
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
る
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
を
整
理
し
、
表
７
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

① 

神
燈
型

② 

凸
型

③ 

角
燈
籠
型

④ 

燈
籠
型

⑤ 

洋
型

⑥ 

春
日
燈
籠
型

⑦ 

ボ
ン
ボ
リ
型

⑧ 

古
代
燈
籠
型

⑨ 

箱
型

⑩ 

ミ
ゼ
ッ
ト
型

⑪ 

軍
艦
マ
ス
ト
型

⑫ 

木
造
燈
籠
型

⑬ 

石
燈
籠
型

一
見
し
て
、
燈
籠
型
と
名
の
つ
く
型
が
多
く
、
佐
藤
氏
は
そ
れ
ら
を
燈
籠
型
の
派
生
型
と

し
て
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
氏
が
軍
艦
マ
ス
ト
型
の
例
と
し
て
掲
げ
て
い
る
ラ
ジ
オ

塔
の
写
真
は
、
札
幌
市
中
島
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
写
真
４
）
で
あ
る
が
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は

そ
れ
を
凸
型
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
②
凸
型
と
⑪
軍
艦
マ
ス
ト
型

ど
の
影
響
か
ら
、
建
設
予
定
数
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一

七
）
以
降
、
ラ
ジ
オ
塔
で
は
な
い
「
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
」
を
強
化
す
る
方
針
に
移
行
し
て
い

く
。
と
く
に
、
地
方
の
農
村
や
漁
村
に
十
分
に
施
設
す
る
た
め
、
各
町
村
役
場
（
三
一
五

〇
ヶ
所
）、
警
察
官
署
（
一
九
三
五
ヶ
所
）
に
た
い
し
て
、
日
本
放
送
協
会
は
交
流
式
受
信

機
の
購
入
を
斡
旋
し
た
。
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
に
は
、「
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
」
設
置

の
た
め
の
施
設
費
の
一
部
を
助
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
設
数
は
二
一
九
九
ヶ
所
を
数
え
た

と
い
う
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。

「
放
送
用
私
設
無
線
電
話
規
則
」
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
制
定
以
降
、
そ
の
第

一
一
条
に
よ
り
、
感
化
院
（
少
年
教
護
院
）・
矯
正
院
、
廃
兵
院
（
傷
兵
院
）・
養
老
院
・
孤

児
院
・
病
院
な
ど
の
救
護
施
設
、
盲
学
校
、
刑
務
所
な
ど
を
対
象
に
、
収
容
者
の
「
慰
安
」

や
「
教
養
」「
教
育
」
の
た
め
聴
取
料
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
一
九
三
七
年

（
昭
和
一
二
）
以
降
、
そ
の
対
象
を
「
ラ
ヂ
オ
体
操
ノ
会
」
や
市
区
役
所
、
町
村
役
場
、
警

察
署
な
ど
の
公
共
施
設
へ
も
一
挙
に
拡
大
し
た
（『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
一
六
年
、
二
八
一

〜
二
八
三
頁
）。
国
策
の
推
進
の
た
め
、
ラ
ジ
オ
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
各
家
庭
に
も
ラ
ジ
オ
は
普
及
し
て
い
く
。
受
信
機
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
金
属
回
収
の
対

象
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
「
街
頭
ラ
ジ
オ
」
と
し
て
の
ラ

ジ
オ
塔
は
急
速
に
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
　
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
つ
い
て

１
　『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
よ
る
分
類

こ
こ
で
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
（
意
匠
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
佐
藤
紘
司
氏
が
分
類
を
試
み
て
い
る
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。
佐
藤
氏

作
成
の
「【
表
２
】
ラ
ヂ
オ
塔
の
意
匠
一
覧
」
に
は
該
当
す
る
ラ
ジ
オ
塔
の
写
真
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
が
ど
こ
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
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て
い
な
か
っ
た
り
、
出
典
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
り
と
不
備
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
章

は
、
佐
藤
氏
の
論
考
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
に
も
と
づ
い
て
ラ

ジ
オ
塔
の
形
態
を
再
検
討
す
る
。

こ
こ
で
検
討
す
る
の
は
、
お
も
に
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
以
前
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ

オ
塔
で
あ
る
。『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
三
年
）
以
前
に
は
、
形
態
と
材
質
、
高
さ
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
る
。『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
の
記
載
を
整
理
し
、
表
７
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

① 

神
燈
型

② 

凸
型

③ 

角
燈
籠
型

④ 

燈
籠
型

⑤ 

洋
型

⑥ 

春
日
燈
籠
型

⑦ 

ボ
ン
ボ
リ
型

⑧ 

古
代
燈
籠
型

⑨ 

箱
型

⑩ 

ミ
ゼ
ッ
ト
型

⑪ 

軍
艦
マ
ス
ト
型

⑫ 

木
造
燈
籠
型

⑬ 

石
燈
籠
型

一
見
し
て
、
燈
籠
型
と
名
の
つ
く
型
が
多
く
、
佐
藤
氏
は
そ
れ
ら
を
燈
籠
型
の
派
生
型
と

し
て
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
氏
が
軍
艦
マ
ス
ト
型
の
例
と
し
て
掲
げ
て
い
る
ラ
ジ
オ

塔
の
写
真
は
、
札
幌
市
中
島
公
園
ラ
ジ
オ
塔
（
写
真
４
）
で
あ
る
が
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は

そ
れ
を
凸
型
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
②
凸
型
と
⑪
軍
艦
マ
ス
ト
型

ど
の
影
響
か
ら
、
建
設
予
定
数
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一

七
）
以
降
、
ラ
ジ
オ
塔
で
は
な
い
「
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
」
を
強
化
す
る
方
針
に
移
行
し
て
い

く
。
と
く
に
、
地
方
の
農
村
や
漁
村
に
十
分
に
施
設
す
る
た
め
、
各
町
村
役
場
（
三
一
五

〇
ヶ
所
）、
警
察
官
署
（
一
九
三
五
ヶ
所
）
に
た
い
し
て
、
日
本
放
送
協
会
は
交
流
式
受
信

機
の
購
入
を
斡
旋
し
た
。
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
に
は
、「
ラ
ジ
オ
聴
取
施
設
」
設
置

の
た
め
の
施
設
費
の
一
部
を
助
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
設
数
は
二
一
九
九
ヶ
所
を
数
え
た

と
い
う
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。

「
放
送
用
私
設
無
線
電
話
規
則
」
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
制
定
以
降
、
そ
の
第

一
一
条
に
よ
り
、
感
化
院
（
少
年
教
護
院
）・
矯
正
院
、
廃
兵
院
（
傷
兵
院
）・
養
老
院
・
孤

児
院
・
病
院
な
ど
の
救
護
施
設
、
盲
学
校
、
刑
務
所
な
ど
を
対
象
に
、
収
容
者
の
「
慰
安
」

や
「
教
養
」「
教
育
」
の
た
め
聴
取
料
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
一
九
三
七
年

（
昭
和
一
二
）
以
降
、
そ
の
対
象
を
「
ラ
ヂ
オ
体
操
ノ
会
」
や
市
区
役
所
、
町
村
役
場
、
警

察
署
な
ど
の
公
共
施
設
へ
も
一
挙
に
拡
大
し
た
（『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
一
六
年
、
二
八
一

〜
二
八
三
頁
）。
国
策
の
推
進
の
た
め
、
ラ
ジ
オ
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
各
家
庭
に
も
ラ
ジ
オ
は
普
及
し
て
い
く
。
受
信
機
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
金
属
回
収
の
対

象
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
「
街
頭
ラ
ジ
オ
」
と
し
て
の
ラ

ジ
オ
塔
は
急
速
に
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
　
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
つ
い
て

１
　『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
よ
る
分
類

こ
こ
で
は
、
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
（
意
匠
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
佐
藤
紘
司
氏
が
分
類
を
試
み
て
い
る
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。
佐
藤
氏

作
成
の
「【
表
２
】
ラ
ヂ
オ
塔
の
意
匠
一
覧
」
に
は
該
当
す
る
ラ
ジ
オ
塔
の
写
真
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
が
ど
こ
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
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表
7　

ラ
ジ

オ
塔

の
意

匠

都
道

府
県

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

名
称

現
在

の
市

町
村

名
現

在
の

立
地

設
置

年
西

暦
支

部
形

態
材

質
高

さ
（

ｍ
）

1
北

海
道

札
幌

市
大

通
逍

遥
地

（
札

幌
市

大
通

西
三

）
札

幌
市

中
央

区
大

通
西

3
丁

目
昭

和
7

年
1932

札
幌

神
燈

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.6

2
北

海
道

小
樽

市
小

樽
公

園
小

樽
市

小
樽

公
園

昭
和

7
年

1932
札

幌
神

燈
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
3

北
海

道
旭

川
市

常
磐

公
園

旭
川

市
常

磐
公

園
昭

和
7

年
1932

札
幌

神
燈

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.6

4
北

海
道

函
館

市
函

館
駅

前
函

館
市

JR
函

館
駅

昭
和

7
年

1932
札

幌
神

燈
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
5

北
海

道
亀

田
郡

七
飯

村
大

沼
公

園
亀

田
郡

七
飯

町
大

沼
公

園
昭

和
7

年
1932

札
幌

神
燈

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.6

6
北

海
道

札
幌

市
中

島
公

園
札

幌
市

中
央

区
中

島
公

園
昭

和
8

年
1933

札
幌

凸
型

（
→

軍
艦

マ
ス

ト
型

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

レ
ン

ガ
作

り
4.2

7
北

海
道

札
幌

市
外

円
山

公
園

（
円

山
公

園
）

札
幌

市
中

央
区

円
山

公
園

昭
和

11
年

1936
札

幌
神

燈
型

木
柱

3.6
8

北
海

道
函

館
市

函
館

公
園

函
館

市
函

館
公

園
昭

和
13

年
1938

札
幌

神
燈

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.6

9
岩

手
県

盛
岡

市
物

産
館

前
盛

岡
市

昭
和

7
年

1932
仙

台
角

燈
籠

型
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
2.8

10
秋

田
県

秋
田

市
千

秋
公

園
秋

田
市

千
秋

公
園

昭
和

7
年

1932
仙

台
角

燈
籠

型
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
2.8

11
山

形
県

山
形

市
雁

島
公

園
山

形
市

山
形

市
役

所
庁

舎
の

西
付

近
昭

和
7

年
1932

仙
台

角
燈

籠
型

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

2.8

12
福

島
県

福
島

市
中

央
公

園
福

島
市

福
島

市
中

央
駐

車
場

昭
和

7
年

1932
仙

台
角

燈
籠

型
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
2.8

13
群

馬
県

前
橋

市
前

橋
公

園
前

橋
市

前
橋

市
中

央
児

童
遊

園
る

な
ぱ

あ
く

昭
和

8
年

1933
直

轄
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

4.7

14
東

京
都

東
京

市
隅

田
公

園
墨

田
区

隅
田

公
園

昭
和

7
年

1932
直

轄
洋

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
5

15
東

京
都

東
京

市
愛

宕
公

園
港

区
愛

宕
神

社
昭

和
12

年
1937

直
轄

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3

16
東

京
都

東
京

市
佐

久
間

公
園

千
代

田
区

佐
久

間
公

園
昭

和
12

年
1937

直
轄

洋
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
17

神
奈

川
県

横
浜

市
野

毛
山

公
園

横
浜

市
西

区
野

毛
山

公
園

昭
和

7
年

1932
直

轄
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

4.7
18

新
潟

県
新

潟
市

白
山

公
園

新
潟

市
中

央
区

白
山

公
園

昭
和

7
年

1932
直

轄
燈

籠
型

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
19

長
野

県
長

野
市

城
山

公
園

長
野

市
城

山
公

園
昭

和
8

年
1933

直
轄

洋
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

4.7
20

静
岡

県
静

岡
市

清
水

公
園

静
岡

市
葵

区
清

水
山

公
園

昭
和

8
年

1933
直

轄
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

5

21
石

川
県

金
沢

市
兼

六
公

園
金

沢
市

兼
六

園
昭

和
8

年
1933

名
古

屋
春

日
燈

籠
型

基
礎

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
木

製
、

屋
根

銅
葺

22
福

井
県

福
井

市
佐

佳
枝

神
社

福
井

市
佐

佳
枝

廼
社

昭
和

8
年

1933
名

古
屋

春
日

燈
籠

型
基

礎
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

上
部

木
製

2.5
23

岐
阜

県
岐

阜
市

岐
阜

公
園

岐
阜

市
岐

阜
公

園
昭

和
8

年
1933

名
古

屋
ボ

ン
ボ

リ
型

（
→

神
燈

型
）

木
造

3.6
24

愛
知

県
名

古
屋

市
鶴

舞
公

園
名

古
屋

市
昭

和
区

鶴
舞

公
園

昭
和

8
年

1933
名

古
屋

古
代

燈
籠

型
（

→
燈

籠
型

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.9

25
京

都
府

京
都

市
円

山
公

園
京

都
市

東
山

区
円

山
公

園
昭

和
7

年
1932

大
阪

角
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
上

部
花

崗
岩

3.5

26
京

都
府

京
都

市
船

岡
山

公
園

（
京

都
市

船
岡

公
園

）
京

都
市

北
区

船
岡

山
公

園
昭

和
10

年
1935

大
阪

箱
型

鉄
筋

3

27
大

阪
府

大
阪

市
天

王
寺

公
園

大
阪

市
天

王
寺

区
天

王
寺

公
園

昭
和

5
年

1930
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

粟
石

作
り

3.7
28

大
阪

府
大

阪
市

住
吉

公
園

大
阪

市
住

之
江

区
住

吉
公

園
昭

和
8

年
1933

大
阪

角
燈

籠
型

人
造

研
出

磨
、

上
部

紫
雲

石
3.5

29
大

阪
府

堺
市

大
浜

公
園

堺
市

堺
区

大
浜

公
園

昭
和

8
年

1933
大

阪
箱

型
鉄

筋
、

粟
石

作
り

2.9
30

兵
庫

県
神

戸
市

湊
川

公
園

神
戸

市
兵

庫
区

湊
川

公
園

昭
和

6
年

1931
大

阪
ミ

ゼ
ッ

ト
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

4.5
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31
兵

庫
県

尼
崎

市
庄

下
川

畔
公

園
尼

崎
市

尼
崎

城
址

公
園

、
市

立
尼

崎
中

央
図

書
館

付
近

昭
和

12
年

1937
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.9

32
兵

庫
県

明
石

市
中

崎
遊

園
地

明
石

市
中

崎
遊

園
地

昭
和

12
年

1937
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.9

33
奈

良
県

奈
良

市
奈

良
公

園
奈

良
市

奈
良

公
園

猿
沢

池
の

畔
昭

和
6

年
1931

大
阪

春
日

燈
籠

型
木

製
3.7

34
和

歌
山

県
和

歌
山

市
和

歌
山

公
園

和
歌

山
市

和
歌

山
城

公
園

昭
和

8
年

1933
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

粟
石

目
潰

砂
利

作
り

3.5

35
岡

山
県

津
山

市
鶴

山
公

園
津

山
市

鶴
山

公
園

昭
和

10
年

1935
大

阪
角

燈
籠

型
木

骨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

外
部

リ
シ

ン
塗

ク
リ

ー
ム

色
2.4

36
徳

島
県

徳
島

市
徳

島
公

園
徳

島
市

徳
島

中
央

公
園

昭
和

8
年

1933
大

阪
箱

型
（

→
燈

籠
型

）
鉄

筋
、

粟
石

作
り

2.9
37

香
川

県
香

川
県

三
豊

郡
仁

尾
町

遊
園

地
三

豊
市

塩
釜

神
社

昭
和

10
年

1935
大

阪
角

燈
籠

型
38

鳥
取

県
鳥

取
市

久
松

公
園

鳥
取

市
久

松
公

園
昭

和
8

年
1933

大
阪

箱
型

鉄
筋

、
粟

石
作

り
2.9

39
島

根
県

松
江

市
城

山
公

園
松

江
市

松
江

城
山

公
園

昭
和

8
年

1933
広

島
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
40

広
島

県
呉

市
二

河
公

園
呉

市
二

河
公

園
昭

和
7

年
1932

広
島

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3

41
広

島
県

広
島

市
招

魂
社

外
苑

広
島

市
中

区
広

島
市

青
少

年
セ

ン
タ

ー
昭

和
8

年
1933

広
島

燈
籠

型
4.4

42
山

口
県

下
関

市
赤

間
宮

境
内

下
関

市
赤

間
神

宮
昭

和
11

年
1936

広
島

燈
籠

型
花

崗
石

3.3
43

愛
媛

県
松

山
市

城
山

公
園

松
山

市
城

山
公

園
昭

和
11

年
1936

広
島

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
4.5

44
高

知
県

高
知

市
城

山
公

園
高

知
市

高
知

公
園

昭
和

8
年

1933
広

島
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
45

福
岡

県
福

岡
市

記
念

公
園

福
岡

市
博

多
区

中
島

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
軍

艦
マ

ス
ト

型
5.9

46
福

岡
県

福
岡

市
東

公
園

福
岡

市
博

多
区

東
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

石
4.5

47
福

岡
県

福
岡

市
大

濠
公

園
福

岡
市

中
央

区
大

濠
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

軍
艦

マ
ス

ト
型

5.9

48
福

岡
県

小
倉

市
勝

山
遊

覧
地

（
小

倉
市

勝
山

遊
園

地
）

北
九

州
市

小
倉

北
区

勝
山

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
箱

型
木

造
3

49
福

岡
県

八
幡

市
宮

田
遊

園
地

北
九

州
市

八
幡

東
区

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
50

福
岡

県
八

幡
市

豊
山

公
園

北
九

州
市

八
幡

東
区

豊
山

神
社

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
51

福
岡

県
門

司
市

老
松

公
園

北
九

州
市

門
司

区
老

松
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

燈
籠

型
木

造
3

52
福

岡
県

若
松

市
蛭

子
神

社
境

内
北

九
州

市
若

松
区

若
松

恵
比

須
神

社
?

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
53

福
岡

県
戸

畑
市

八
幡

神
社

境
内

北
九

州
市

戸
畑

区
飛

幡
八

幡
宮

昭
和

10
年

1935
熊

本
燈

籠
型

54
長

崎
県

長
崎

市
諏

訪
公

園
長

崎
市

長
崎

公
園

昭
和

11
年

1936
熊

本
春

日
燈

籠
型

（
→

神
燈

型
）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
55

熊
本

県
熊

本
市

花
畑

公
園

熊
本

市
中

央
区

花
畑

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
石

4.5

注
）

支
部

は
、

設
置

年
時

点
の

も
の

。
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31
兵

庫
県

尼
崎

市
庄

下
川

畔
公

園
尼

崎
市

尼
崎

城
址

公
園

、
市

立
尼

崎
中

央
図

書
館

付
近

昭
和

12
年

1937
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.9

32
兵

庫
県

明
石

市
中

崎
遊

園
地

明
石

市
中

崎
遊

園
地

昭
和

12
年

1937
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3.9

33
奈

良
県

奈
良

市
奈

良
公

園
奈

良
市

奈
良

公
園

猿
沢

池
の

畔
昭

和
6

年
1931

大
阪

春
日

燈
籠

型
木

製
3.7

34
和

歌
山

県
和

歌
山

市
和

歌
山

公
園

和
歌

山
市

和
歌

山
城

公
園

昭
和

8
年

1933
大

阪
角

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

粟
石

目
潰

砂
利

作
り

3.5

35
岡

山
県

津
山

市
鶴

山
公

園
津

山
市

鶴
山

公
園

昭
和

10
年

1935
大

阪
角

燈
籠

型
木

骨
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

外
部

リ
シ

ン
塗

ク
リ

ー
ム

色
2.4

36
徳

島
県

徳
島

市
徳

島
公

園
徳

島
市

徳
島

中
央

公
園

昭
和

8
年

1933
大

阪
箱

型
（

→
燈

籠
型

）
鉄

筋
、

粟
石

作
り

2.9
37

香
川

県
香

川
県

三
豊

郡
仁

尾
町

遊
園

地
三

豊
市

塩
釜

神
社

昭
和

10
年

1935
大

阪
角

燈
籠

型
38

鳥
取

県
鳥

取
市

久
松

公
園

鳥
取

市
久

松
公

園
昭

和
8

年
1933

大
阪

箱
型

鉄
筋

、
粟

石
作

り
2.9

39
島

根
県

松
江

市
城

山
公

園
松

江
市

松
江

城
山

公
園

昭
和

8
年

1933
広

島
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
40

広
島

県
呉

市
二

河
公

園
呉

市
二

河
公

園
昭

和
7

年
1932

広
島

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
3

41
広

島
県

広
島

市
招

魂
社

外
苑

広
島

市
中

区
広

島
市

青
少

年
セ

ン
タ

ー
昭

和
8

年
1933

広
島

燈
籠

型
4.4

42
山

口
県

下
関

市
赤

間
宮

境
内

下
関

市
赤

間
神

宮
昭

和
11

年
1936

広
島

燈
籠

型
花

崗
石

3.3
43

愛
媛

県
松

山
市

城
山

公
園

松
山

市
城

山
公

園
昭

和
11

年
1936

広
島

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
4.5

44
高

知
県

高
知

市
城

山
公

園
高

知
市

高
知

公
園

昭
和

8
年

1933
広

島
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
45

福
岡

県
福

岡
市

記
念

公
園

福
岡

市
博

多
区

中
島

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
軍

艦
マ

ス
ト

型
5.9

46
福

岡
県

福
岡

市
東

公
園

福
岡

市
博

多
区

東
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

燈
籠

型
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

石
4.5

47
福

岡
県

福
岡

市
大

濠
公

園
福

岡
市

中
央

区
大

濠
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

軍
艦

マ
ス

ト
型

5.9

48
福

岡
県

小
倉

市
勝

山
遊

覧
地

（
小

倉
市

勝
山

遊
園

地
）

北
九

州
市

小
倉

北
区

勝
山

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
箱

型
木

造
3

49
福

岡
県

八
幡

市
宮

田
遊

園
地

北
九

州
市

八
幡

東
区

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
50

福
岡

県
八

幡
市

豊
山

公
園

北
九

州
市

八
幡

東
区

豊
山

神
社

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
51

福
岡

県
門

司
市

老
松

公
園

北
九

州
市

門
司

区
老

松
公

園
昭

和
7

年
1932

熊
本

燈
籠

型
木

造
3

52
福

岡
県

若
松

市
蛭

子
神

社
境

内
北

九
州

市
若

松
区

若
松

恵
比

須
神

社
?

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

木
造

3
53

福
岡

県
戸

畑
市

八
幡

神
社

境
内

北
九

州
市

戸
畑

区
飛

幡
八

幡
宮

昭
和

10
年

1935
熊

本
燈

籠
型

54
長

崎
県

長
崎

市
諏

訪
公

園
長

崎
市

長
崎

公
園

昭
和

11
年

1936
熊

本
春

日
燈

籠
型

（
→

神
燈

型
）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3.6
55

熊
本

県
熊

本
市

花
畑

公
園

熊
本

市
中

央
区

花
畑

公
園

昭
和

7
年

1932
熊

本
燈

籠
型

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
石

4.5

注
）

支
部

は
、

設
置

年
時

点
の

も
の

。
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は
同
型
の
も
の
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
佐
藤
氏
は
、
⑦
ボ
ン
ボ
リ
型
（
写
真
５
）
を

①
神
燈
型
（
写
真
６
）
の
派
生
型
と
し
て
い
る
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
六
つ
に
整
理
が
可
能
で
あ
る
。

① 
  

燈
籠
型
（
角
燈
籠
型
、
春
日
燈
籠
型
、
古
代
燈
籠
型
、
木
造
燈
籠
型
、
石
燈
籠

型
）

② 

神
燈
型
（
ボ
ン
ボ
リ
型
）

③ 

軍
艦
マ
ス
ト
型
（
凸
型
）

④ 

洋
型

⑤ 

箱
型

⑥ 

ミ
ゼ
ッ
ト
型

佐
藤
氏
が
「【
表
２
】
ラ
ヂ
オ
塔
の
意
匠
一
覧
」
に
「
洋
型
」
と
し
て
掲
載
す
る
写
真
は
、

出
典
は
不
明
で
あ
る
が
「JO

AK

」
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
が
確
認
で
き
る
の
で
、
東
京
市
隅
田

公
園
、
同
佐
久
間
公
園
、
長
野
市
城
山

公
園
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
別
に
、

隅
田
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
写
真
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
、
洋

型
は
軍
艦
マ
ス
ト
型
（
あ
る
い
は
凸
型
）

に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
判
断
し

か
ね
た
た
め
、
③
軍
艦
マ
ス
ト
型
と
は

別
に
④
洋
型
を
お
い
た
。

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
記
載
の
形
態
は
、
い

く
つ
か
修
正
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
点

が
あ
る
。
長
崎
市
諏
訪
公
園
（
現
長
崎

公
園
）
ラ
ジ
オ
塔
（
現
存
）
は
、『
ラ
ジ

写真７　金沢市兼六園ラジオ塔（撮影：人見佐知子）

写真４　  「軍艦マスト型」の札幌
市中島公園ラジオ塔（出
典：『ラヂオ年鑑』昭和9
年）

写真５　  「ボンボリ型」の岐阜公園
ラジオ塔（出典：『ラヂオ
の日本』16巻5号、1933
年5月）

写真６　  「神燈型」の札幌市大通逍
遥地ラジオ塔（出典：『ラ
ヂ オ の 日 本 』17巻2号、
1933年8月）
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と
こ
ろ
で
、
燈
籠
型
に
総
称
さ
れ

る
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
名
は
じ
つ
に
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
実
際
の
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
が

多
様
で
あ
っ
た
こ
と
に
く
わ
え
て
、

形
態
名
は
各
支
部
に
よ
っ
て
独
自
に

判
断
さ
れ
、
一
定
の
呼
称
が
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
石
燈
籠
型
」「
木
造
燈
籠
型
」
の
よ

う
に
、
材
質
に
よ
る
分
類
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
は
熊
本
支
部
で
あ
る
。

た
だ
し
、
石
燈
籠
型
の
材
質
は
「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
あ
る
た
め
、
他
支
部
の
燈
籠
型
と
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
は
、
名
古
屋
鶴
舞
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
を
「
あ
く
び
型
燈
籠
」（
一
六
巻

六
号
、
一
九
三
三
年
六
月
）
あ
る
い
は
「
古
代
型
燈
籠
形
」（
一
七
巻
三
号
、
一
九
三
三
年

九
月
）
と
よ
ん
で
い
る
（
写
真
９
）。
お
な
じ
く
『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
は
、
金
沢
兼
六
園
の

ラ
ジ
オ
塔
を
「
古
代
燈
籠
型
」（
一
七
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
七
月
）
あ
る
い
は
「
春
日
燈

籠
形
」（
一
七
巻
三
号
、
一
九
三
三
年
九
月
）
と
よ
ん
で
い
る
。

仙
台
支
部
は
「
角
燈
籠
型
」
の
同
一
モ
デ
ル
で
建
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
写
真
10
）。

仙
台
支
部
が
採
用
し
た
「
ラ
ジ
オ
塔
設
計
図
」
は
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
八
年
）
に
掲

載
が
あ
る
（
図
３
）。
天
王
寺
公
園
や
京
都
市
円
山
公
園
、
尼
崎
市
庄
下
川
畔
公
園
ラ
ジ
オ

塔
（
写
真
11
）
な
ど
も
「
角
燈
籠
型
」
と
さ
れ
る
。
寸
胴
の
竿
の
上
部
に
笠
や
火
袋
に
相

当
す
る
部
分
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
笠
が
無
い
と
「
箱
型
」
と
な
る

オ
年
鑑
』
の
記
載
で
は
春
日
燈
籠
型
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
春
日
燈
籠
型
と
さ
れ
る
金
沢
市
兼

六
園
（
写
真
７
）
や
奈
良
公
園
（
写
真
８
）
の
ラ
ジ
オ
塔
を
、
一
幡
公
平
氏
撮
影
の
諏
訪
公

園
ラ
ジ
オ
塔
の
写
真
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈
で
照
合
す
る
と
、
諏
訪
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
春
日

燈
籠
型
で
は
な
く
神
燈
型
が
適
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
徳
島
市
徳
島
公
園
（
現
徳
島

中
央
公
園
）
ラ
ジ
オ
塔
は
箱
型
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈
で
現
存

の
ラ
ジ
オ
塔
を
確
認
す
る
と
燈
籠
型
で
あ
ろ
う
（
箱
型
と
燈
籠
型
の
区
別
は
後
述
）。

上
記
を
ふ
ま
え
て
表
８
に
、
形
態
別
の
ラ
ジ
オ
塔

基
数
を
か
か
げ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
燈
籠
型
が
圧

倒
的
に
多
く
、
全
体
の
六
割
を
超
え
て
い
る
。
神
燈

型
が
そ
れ
に
つ
づ
く
。
ミ
ゼ
ッ
ト
型
と
分
類
さ
れ
る

の
は
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
湊
川
公
園
ラ
ジ
オ
塔
だ
け

で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
佐
藤
氏
が
ミ
ゼ
ッ
ト
型
の
例

と
し
て
掲
載
し
て
い
る
写
真
が
、
湊
川
公
園
の
ラ
ジ

オ
塔
だ
ろ
う
﹇
佐
藤
　
二
〇
一
二
﹈。
写
真
の
出
典
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

写真８　  奈 良 公 園 ラ ジ オ 塔（ 出
典：『ラヂオ年鑑』昭和7
年）

写真９　  鶴舞公園ラジオ塔（出典：『ラヂオの日本』
16巻5号、1933年5月）

表8　形態別ラジオ塔基数
形態 基数 割合

燈籠型 35 63.6%
神燈型 9 16.4%
箱型 4 7.3%
軍艦マスト型 3 5.5%
洋型 3 5.5%
ミゼット型 1 1.8%
総計 55 100.0%
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と
こ
ろ
で
、
燈
籠
型
に
総
称
さ
れ

る
ラ
ジ
オ
塔
の
形
態
名
は
じ
つ
に
バ

ラ
エ
テ
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と
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で
い
る
。
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理
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ラ
ジ
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塔
の
形
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が
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っ
た
こ
と
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く
わ
え
て
、

形
態
名
は
各
支
部
に
よ
っ
て
独
自
に

判
断
さ
れ
、
一
定
の
呼
称
が
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
石
燈
籠
型
」「
木
造
燈
籠
型
」
の
よ

う
に
、
材
質
に
よ
る
分
類
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
は
熊
本
支
部
で
あ
る
。

た
だ
し
、
石
燈
籠
型
の
材
質
は
「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
あ
る
た
め
、
他
支
部
の
燈
籠
型
と
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
は
、
名
古
屋
鶴
舞
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
を
「
あ
く
び
型
燈
籠
」（
一
六
巻

六
号
、
一
九
三
三
年
六
月
）
あ
る
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は
「
古
代
型
燈
籠
形
」（
一
七
巻
三
号
、
一
九
三
三
年

九
月
）
と
よ
ん
で
い
る
（
写
真
９
）。
お
な
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く
『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
は
、
金
沢
兼
六
園
の

ラ
ジ
オ
塔
を
「
古
代
燈
籠
型
」（
一
七
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
七
月
）
あ
る
い
は
「
春
日
燈

籠
形
」（
一
七
巻
三
号
、
一
九
三
三
年
九
月
）
と
よ
ん
で
い
る
。
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台
支
部
は
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角
燈
籠
型
」
の
同
一
モ
デ
ル
で
建
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
写
真
10
）。

仙
台
支
部
が
採
用
し
た
「
ラ
ジ
オ
塔
設
計
図
」
は
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
八
年
）
に
掲

載
が
あ
る
（
図
３
）。
天
王
寺
公
園
や
京
都
市
円
山
公
園
、
尼
崎
市
庄
下
川
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公
園
ラ
ジ
オ

塔
（
写
真
11
）
な
ど
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燈
籠
型
」
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れ
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。
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す
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。
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燈
籠
型
と
さ
れ
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燈
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８
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﹈
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燈
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燈
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﹈
で
現
存

の
ラ
ジ
オ
塔
を
確
認
す
る
と
燈
籠
型
で
あ
ろ
う
（
箱
型
と
燈
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（
写
真
12
）。「
燈
籠
型
」
と
さ
れ
る
前
橋
市
前
橋
公
園
（
現
る
な
ぱ
あ
く
）
や
横
浜
市
野
毛

山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
（
い
ず
れ
も
現
存
）
は
、
竿
に
相
当
す
る
部
分
の
裾
広
が
り
の
デ
ザ

イ
ン
に
大
き
な
違
い
が
見
う
け
ら
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、「
角
燈
籠
型
」
と
記
載
さ
れ
た
香

川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
遊
園
地
ラ
ジ
オ
塔
（
写
真
13
）
は
、「
燈
籠
型
」
が
適
当
で
あ
る
よ
う

写真11　  尼崎市庄下川畔公園ラジオ塔。庄下遊園地
を写した写真にラジオ塔が写り込んでいた

（出典：尼崎市広報課写真スクラップブッ
ク「昔の写真（昭和・不明分）2」、尼崎市
立地域研究史料館所蔵）

写真10　  「角燈籠型」の秋田市千
秋公園ラジオ塔（出典：

『秋田魁新報』1932年11
月14日）

写真12　  「箱型」の船岡山公園ラ
ジ オ 塔（ 撮 影： 佐 々 木
華）

写真13　  香川県三豊郡仁尾町遊園
地（現三豊市塩釜神社）
ラジオ塔（出典：『ラヂ
オ年鑑』昭和11年）

図３　  仙台支部その他が採用したラ
ジオ塔設計図
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宮
ラ
ジ
オ
塔
は
、
花
崗
石
で
つ
く
ら
れ
た
（
材
質
に
つ
い
て
は
後
述
）。
岡
山
県
津
山
市
が

建
設
し
た
鶴
山
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
木
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
角
燈
籠

型
で
あ
る
が
、
リ
シ
ン
塗
装
を
施
し
た
ク
リ
ー
ム
色
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
放

送
局
が
建
設
し
た
先
行
す
る
ラ
ジ
オ
塔
と
の
差
異
化
が
意
識
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

名
古
屋
支
部
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
春
日
燈
籠
型
、
古
代
燈
籠
型
、
ボ
ン
ボ
リ
型
な
ど
歴
史
や

伝
統
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
兼
六
園
や
鶴
舞
公
園
と
い
っ
た
立
地

に
あ
っ
た
。『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』（
一
七
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
七
月
）
は
、
兼
六
園
ラ
ジ
オ

塔
の
完
成
に
寄
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

史
料
４

　
　
　
金
沢
の
ラ
ヂ
オ
塔
完
成

聴
取
者
百
万
突
破
記
念
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
た
北
陸
の
ラ
ヂ
オ
塔
は
、
天
下
の
名
園

た
る
兼
六
園
を
好
適
地
と
し
て
設
置
さ
る
ゝ
事
と
な
つ
て
居
た
が
、
同
所
が
史
蹟
名
称マ
マ

と
し
て
の
指
定
地
で
あ
り
、
周
囲
と
の
調
和
を
保
ち
風
致
を
害
せ
ざ
る
様
、
ラ
ヂ
オ
塔

の
構
造
や
其
設
置
地
点
に
就マ
マ

き
懇
談
を
重
ね
た
末
、
五
月
早
々
工
を
起
し
同
十
五
日
完

成
し
て
同
日
か
ら
受
信
公
開
の
運
び
と
な
つ
た
。
外
形
は
写
真
の
通
り
古
代
燈
籠
型
木

造
で
高
さ
十
二
尺
、
屋
根
の
径
六
尺
余
あ
り
、
基
礎
は
御
影
石
を
用
ひ
た
。
緑
滴
る
若

葉
の
蔭
に
其
ク
ラ
シ
カ
ル
な
落
着
い
た
姿
を
見
せ
て
名
園
に
一
異
彩
を
加
へ
、
静
か
な

快
い
ラ
ヂ
オ
の
音
は
訪
客
の
足
を
停
め
、
し
ば
し
空
か
ら
の
訪
れ
を
楽
ま
し
め
る
に
充

分
で
あ
ら
う
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
七
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
七
月
）

兼
六
園
が
史
蹟
名
勝
と
し
て
名
高
い
こ
と
か
ら
、
周
囲
と
の
調
和
を
保
ち
「
風
致
」
を
害

さ
な
い
よ
う
、
ラ
ジ
オ
塔
の
デ
ザ
イ
ン
や
兼
六
園
の
ど
こ
に
設
置
す
る
か
に
つ
い
て
懇
談
が

に
思
わ
れ
る
。

２
　
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
と
そ
の
地
域
的
特
徴

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）、「
聴
取
加
入
数
百
万

突
破
記
念
施
設
」
と
し
て
全
国
に
ラ
ジ
オ
塔
を
建

設
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
と
き
、
塔
の
設
計
は

専
門
家
に
委
嘱
さ
れ
た
（
史
料
３
）。
設
計
案
と

し
て
十
数
種
が
考
案
さ
れ
た
と
い
う
。
各
支
部

は
、
日
本
放
送
協
会
が
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
案
の

う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
環
境
に
適
合
す
る
」
も

の
を
選
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に

は
各
支
部
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
地

域
的
な
特
徴
が
う
か
が
え
る
。
表
９
は
、
支
部
ご

と
の
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
（
形
態
）
に
つ
い
て
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

燈
籠
型
は
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
、
燈
籠
型
あ
る
い
は
角
燈
籠
型
と
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
仙
台
支
部
は
「
角
燈
籠
型
」
の
同

一
モ
デ
ル
が
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
出
図

３
）。
広
島
支
部
は
、
い
ず
れ
も
燈
籠
型
で
あ
る

が
、
ラ
ジ
オ
塔
に
よ
っ
て
高
さ
は
異
な
る
た
め
、

同
一
モ
デ
ル
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
半

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
が
、「
関
門

講マ

マ演
会
」
が
建
設
し
た
と
い
う
下
関
市
の
赤
間
神

表9　形態別・支部別ラジオ塔基数
札幌 仙台 直轄 名古屋 大阪 広島 熊本 総計

燈籠型 4 5 3 10 6 7 35
神燈型 7 1 1 9
箱型 3 1 4
軍艦マスト型 1 2 3
洋型 3 3
ミゼット型 1 1

総計 8 4 8 4 14 6 11 55
注）支部は、設置年時点のもの。
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料
３
）。
設
計
案
と

し
て
十
数
種
が
考
案
さ
れ
た
と
い
う
。
各
支
部

は
、
日
本
放
送
協
会
が
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
案
の

う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
環
境
に
適
合
す
る
」
も

の
を
選
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に

は
各
支
部
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
地

域
的
な
特
徴
が
う
か
が
え
る
。
表
９
は
、
支
部
ご

と
の
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
（
形
態
）
に
つ
い
て
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

燈
籠
型
は
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
、
燈
籠
型
あ
る
い
は
角
燈
籠
型
と
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
仙
台
支
部
は
「
角
燈
籠
型
」
の
同

一
モ
デ
ル
が
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
出
図

３
）。
広
島
支
部
は
、
い
ず
れ
も
燈
籠
型
で
あ
る

が
、
ラ
ジ
オ
塔
に
よ
っ
て
高
さ
は
異
な
る
た
め
、

同
一
モ
デ
ル
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
半

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
が
、「
関
門

講マ

マ演
会
」
が
建
設
し
た
と
い
う
下
関
市
の
赤
間
神

表9　形態別・支部別ラジオ塔基数
札幌 仙台 直轄 名古屋 大阪 広島 熊本 総計

燈籠型 4 5 3 10 6 7 35
神燈型 7 1 1 9
箱型 3 1 4
軍艦マスト型 1 2 3
洋型 3 3
ミゼット型 1 1

総計 8 4 8 4 14 6 11 55
注）支部は、設置年時点のもの。
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段
、
検
波
は
Ｕ
Ｙ
二
二
四
、
ア
ノ
ー
ド
検
波
、
低
周
波
一
段
目
に
ペ
ン
ト
ー
ド
Ｆ
Ｕ
Ｙ

二
四
七
Ｂ
、
終
段
は
Ｕ
Ｘ
二
四
五
プ
ツ
シ
ユ
プ
ル
増
幅
に
て
出
力
約
四
ワ
ツ
ト
。

別
に
レ
コ
ー
ド
演
奏
の
場
合
の
ピ
ツ
ク
ア
ツ
プ
。
音
声
増
幅
の
場
合
の
マ
イ
ク
ロ
フ
オ

ン
用
増
幅
装
置
と
し
て
Ｕ
Ｙ
二
二
四
一
ケ
を
使
用
し
任
意
切
換
し
得
ら
る
。
マ
イ
ク
ロ

フ
オ
ン
の
励
磁
電
流
は
増
幅
器
の
整
流
電
流
よ
り
求
め
、
別
に
電
池
を
要
せ
ざ
る
様
考

案
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
二
重
放
送
実
施
の
暁
に
は
ス
ヰ
ツ
チ
に
て
簡
単
に
第
一
放
送

と
第
二
放
送
と
を
切
り
換
へ
し
得
る
事
。
音
声
に
歪
み
の
な
い
様
蓄
電
器
容
量
や
抵
抗

の
選
択
に
意
が
注
が
れ
て
ゐ
る
。

尚
塔
に
は
掛
燈
籠
を
付
け
、
こ
れ
が
灯
は
パ
イ
ロ
ツ
ト
、
ラ
ン
プ
を
兼
ね
て
ゐ
る
。

 

（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
六
巻
六
号
、
一
九
三
三
年
六
月
）

名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
胡
蝶
ヶ
池
畔
の
「
新
芽
濃
き
柳
、
桜
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
地
点
に
設

置
」（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
六
巻
五
号
、
一
九
三
三
年
五
月
（
９
））
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
は
「
優
雅

な
ス
タ
イ
ル
」
で
、「
ス
マ
ー
ト
な
そ
の
容
姿
、
滴
る
様
な
明
朗
色
」、
ラ
ジ
オ
塔
か
ら
「
洩

れ
出
る
音
色
の
妙
へ
な
さ
」
は
、
公
園
を
行
き
交
う
人
々
の
心
を
奪
っ
て
や
ま
な
い
と
い

う
。
こ
こ
で
も
、
ラ
ジ
オ
塔
と
周
囲
の
環
境
と
の
調
和
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。「
ミ
ス
、

ラ
ヂ
オ
塔
！
」
と
、
ラ
ジ
オ
塔
が
女
性
に
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
高
さ
約

三
・
三
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
重
量
約
二
八
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
、「
堂
々
た
る
」
姿
で
あ
っ
た
。
塔
に
は
、
掛
燈
籠
が
と
り
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
パ
イ

ロ
ッ
ト
・
ラ
ン
プ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
写
真
を
み
る
と
、
た
し
か
に
竿
の
部

分
に
掛
燈
籠
ら
し
い
も
の
が
確
認
で
き
る
（
前
出
写
真
９
）。

神
燈
型
は
、
札
幌
支
部
を
中
心
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施

設
」
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
は
、
す
べ
て
神
燈
型
で
あ
る
。
凸
型
（
軍
艦
マ
ス
ト

型
）
の
中
島
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
同
時
期
に
建
設

重
ね
ら
れ
た
と
い
う
。「
古
代
燈
籠
型
」
と
さ
れ
た
「
ク
ラ
シ
カ
ル
な
落
着
い
た
姿
」
は
、

先
行
し
て
同
じ
く
名
勝
と
し
て
名
高
い
奈
良
公
園
に
設
置
さ
れ
た
「
春
日
燈
籠
型
」
の
ラ
ジ

オ
塔
を
十
分
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
の
古
代
燈
籠
型
と
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
意
匠
を
雪
見
石
燈
籠
に

型
取
」
っ
た
も
の
で
（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
一
六
巻
五
号
、
一
九
三
三
年
五
月
）、
そ
の
格
好

か
ら
「
あ
く
び
型
燈
籠
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
（
前
出
写
真
９
）。『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』（
一

六
巻
六
号
、
一
九
三
三
年
六
月
）
に
、
鶴
舞
公
園
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報

告
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く
。

史
料
５

　
　
　
Ｃ
Ｋ
名
古
屋
の
ラ
ヂ
オ
塔
を
解
剖
す
れ
ば

前
号
で
も
一
寸
紹
介
し
た
名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
胡
蝶
ヶ
池
畔
の
ラ
ヂ
オ
塔
は
、
去
る
三

月
末
工
事
万
端
完
了
し
優
雅
な
ス
タ
イ
ル
を
花
の
春
の
装
ひ
ふ
さ
わ
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し

た
。
ス
マ
ー
ト
な
そ
の
容
姿
、
滴
る
様
な
明
朗
色
、
洩
れ
出
る
音
色
の
妙
へ
な
さ
は
行

く
人
の
心
を
惜
し
み
な
く
奪
つ
て
止
ま
な
い
。
ミ
ス
、
ラ
ヂ
オ
塔
！
　
そ
の
正
体
は
ど

ん
な
も
の
？
　
塔
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
あ
く
び
型
燈
籠
を
象
つ
た
も
の
で
全
長
一

丈
一
尺
、
天
蓋
の
最
大
直
径
四
尺
五
寸
、
全
部
重
量
七
百
五
十
貫
と
云
ふ
堂
々
た
る
も

の
。

天
蓋
の
中
に
拡
声
器
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
製
、
Ａ
Ｃ
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
ス
ピマ

マカ
ー
）
を
装
備
し
て
音

が
四
方
へ
一
様
に
伝
播
す
る
様
反
対
装
置
を
ほ
ど
こ
し
、
音
質
を
損
は
ぬ
た
め
緩
衝
装

置
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

受
信
機
、
増
幅
器
は
附
近
の
茶
屋
に
設
置
し
、
共
に
交
流
電
源
を
使
用
し
こ
の
操
作
は

茶
屋
で
行
ふ
。

受
信
機
増
幅
の
配
線
図
は
別
図
に
示
す
通
り
〔
図
略
〕
高
周
波
増
幅
に
Ｕ
Ｙ
二
二
四
二
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園
、
和
歌
山
市
和
歌
山
公
園
）
を
く
わ
え
る
と
、
七
割
以
上
の
ラ
ジ
オ
塔
の
材
質
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
の
『
セ
メ
ン
ト
界
彙
報
』
は
、
ラ
ジ
オ
塔
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

制
作
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
用
途
の
広
が
り
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。史

料
６

ラ
ヂ
オ
の
普
及
と
相
俟
つ
て
斯
様
な
面
白
い
試
も
行
な
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
一
は
京
都
の
円
山
公
園
に
あ
る
も
の
、
他
は
天
王
寺
公
園
に
あ
る
も
の
で
共
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
途
の
一
断
面
を
見
せ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

 

（『
セ
メ
ン
ト
界
彙
報
』
二
九
一
号
、
一
九
三
二
年
九
月
）

一
九
三
〇
年
代
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
し
て
知
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
築
物

が
多
く
作
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ラ
ジ
オ
塔
に
、
一
九
三
〇
年
代
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
の
は
興
味
深
い
。『
日
刊

さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
が
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
リ
ス
ト
に
は
な
く

（
前
述
）、
そ
の
独
自
性
が
凸
型
と
い
う
形
態
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

洋
型
と
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
塔
は
、
直
轄
管
内
が
中
心
で
あ
る
。
箱
型
は
、
西
日
本
の
大
阪
・

熊
本
各
支
部
が
採
用
し
て
い
る
。
ミ
ゼ
ッ
ト
型
は
、
前
述
の
と
お
り
、
大
阪
支
部
（
神
戸
市

湊
川
公
園
ラ
ジ
オ
塔
）
の
み
の
独
自
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

熊
本
支
部
管
下
で
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
軍
艦
マ
ス
ト
型
、
燈
籠
型
、

箱
型
、
神
燈
型
と
、
他
の
支
部
に
比
較
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
。
名
古
屋
支
部
の

ラ
ジ
オ
塔
と
同
様
に
、
ラ
ジ
オ
塔
が
設
置
さ
れ
る
場
所
に
た
い
す
る
配
慮
の
結
果
か
も
し
れ

な
い
。

３
　
ラ
ジ
オ
塔
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

さ
い
ご
に
、
ラ
ジ
オ
塔
の
材
質
に
つ
い

て
も
多
少
の
分
析
を
く
わ
え
て
お
き
た

い
。
表
10
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ラ
ジ

オ
塔
の
材
質
は
、
い
ず
れ
の
形
態
で
あ
っ

て
も
大
半
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ

る
。
木
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
岡
山
県
津
山

市
鶴
山
公
園
）、
単
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
新
潟
市
白
山
公

園
）、
基
礎
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使

用
し
、
屋
根
な
ど
上
部
が
木
造
で
あ
る
も

の
（
い
ず
れ
も
名
古
屋
支
部
の
ラ
ジ
オ
塔

が
採
用
）、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
粟
石

作
り
の
組
み
合
わ
せ
（
大
阪
市
天
王
寺
公

表10　支部別ラジオ塔の材質
鉄筋コンク
リート＊ 木製 花崗石 人造研出磨、

上部紫雲石 不明 総計

札幌 7 1 8
仙台 4 4
直轄 8 8
名古屋 3 1 4
大阪 11 1 1 1 14
広島 4 1 1 6
熊本 3 5 3 11

総計 40 8 1 1 5 55
＊　  鉄筋コンクリートとレンガ、粟石、花崗岩などとの組み合

わせをふくむ。

写真14　  再建前の住吉公園ラジオ
塔（出典：［吉井2008］）
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園
、
和
歌
山
市
和
歌
山
公
園
）
を
く
わ
え
る
と
、
七
割
以
上
の
ラ
ジ
オ
塔
の
材
質
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
の
『
セ
メ
ン
ト
界
彙
報
』
は
、
ラ
ジ
オ
塔
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

制
作
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
用
途
の
広
が
り
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。史

料
６

ラ
ヂ
オ
の
普
及
と
相
俟
つ
て
斯
様
な
面
白
い
試
も
行
な
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
一
は
京
都
の
円
山
公
園
に
あ
る
も
の
、
他
は
天
王
寺
公
園
に
あ
る
も
の
で
共
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
途
の
一
断
面
を
見
せ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

 

（『
セ
メ
ン
ト
界
彙
報
』
二
九
一
号
、
一
九
三
二
年
九
月
）

一
九
三
〇
年
代
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
し
て
知
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
築
物

が
多
く
作
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ラ
ジ
オ
塔
に
、
一
九
三
〇
年
代
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
の
は
興
味
深
い
。『
日
刊

さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
が
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
リ
ス
ト
に
は
な
く

（
前
述
）、
そ
の
独
自
性
が
凸
型
と
い
う
形
態
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

洋
型
と
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
塔
は
、
直
轄
管
内
が
中
心
で
あ
る
。
箱
型
は
、
西
日
本
の
大
阪
・

熊
本
各
支
部
が
採
用
し
て
い
る
。
ミ
ゼ
ッ
ト
型
は
、
前
述
の
と
お
り
、
大
阪
支
部
（
神
戸
市

湊
川
公
園
ラ
ジ
オ
塔
）
の
み
の
独
自
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

熊
本
支
部
管
下
で
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
軍
艦
マ
ス
ト
型
、
燈
籠
型
、

箱
型
、
神
燈
型
と
、
他
の
支
部
に
比
較
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
。
名
古
屋
支
部
の

ラ
ジ
オ
塔
と
同
様
に
、
ラ
ジ
オ
塔
が
設
置
さ
れ
る
場
所
に
た
い
す
る
配
慮
の
結
果
か
も
し
れ

な
い
。

３
　
ラ
ジ
オ
塔
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

さ
い
ご
に
、
ラ
ジ
オ
塔
の
材
質
に
つ
い

て
も
多
少
の
分
析
を
く
わ
え
て
お
き
た

い
。
表
10
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ラ
ジ

オ
塔
の
材
質
は
、
い
ず
れ
の
形
態
で
あ
っ

て
も
大
半
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ

る
。
木
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
岡
山
県
津
山

市
鶴
山
公
園
）、
単
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
新
潟
市
白
山
公

園
）、
基
礎
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使

用
し
、
屋
根
な
ど
上
部
が
木
造
で
あ
る
も

の
（
い
ず
れ
も
名
古
屋
支
部
の
ラ
ジ
オ
塔

が
採
用
）、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
粟
石

作
り
の
組
み
合
わ
せ
（
大
阪
市
天
王
寺
公

表10　支部別ラジオ塔の材質
鉄筋コンク
リート＊ 木製 花崗石 人造研出磨、

上部紫雲石 不明 総計

札幌 7 1 8
仙台 4 4
直轄 8 8
名古屋 3 1 4
大阪 11 1 1 1 14
広島 4 1 1 6
熊本 3 5 3 11

総計 40 8 1 1 5 55
＊　  鉄筋コンクリートとレンガ、粟石、花崗岩などとの組み合

わせをふくむ。

写真14　  再建前の住吉公園ラジオ
塔（出典：［吉井2008］）
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ラ
ジ
オ
塔
は
、「
簡
素
で
実
用
的
」
な
も
の
が
多
い
と
い
う
。
お
お
む
ね
同
意
す
る
が
、
厳

密
に
い
う
と
、「
簡
素
で
実
用
的
」
な
ラ
ジ
オ
塔
が
多
く
登
場
す
る
の
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
開
始
前
後
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
存
す
る
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
や
明
石
市
中

崎
遊
園
地
の
ラ
ジ
オ
塔
な
ど
、
一
九
三
五
年
以
降
の
建
設
で
あ
っ
て
も
重
厚
で
華
美
な
印
象

の
ラ
ジ
オ
塔
は
少
な
く
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
ラ
ジ
オ
塔
が
「
簡
素
で
実
用
的
」
な
も
の
と

な
っ
て
い
く
の
は
前
述
し
た
ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
目
的
や
設
置
主
体
の
変
化
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く
一
般
の
人
々
に
ラ
ジ
オ
を
聴
取
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
や
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
な
ど
の
記
念

碑
的
な
意
味
合
い
で
も
な
く
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
前
後
に
国
策
に
よ
っ
て
ラ
ジ
オ
塔

の
建
設
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
に
も
影
響
を
与
え
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
大
阪
放
送
局
が
大
阪
市
に
寄
付
し
て
天
王
寺
公
園
に
設
置
し

た
ラ
ジ
オ
塔
は
、
た
ち
ま
ち
人
々
の
熱
狂
を
あ
つ
め
た
。
大
阪
放
送
局
は
、
奈
良
、
神
戸
、

京
都
に
も
ラ
ジ
オ
塔
を
建
設
し
た
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
二
月
、
全
国
の
ラ
ジ
オ
聴
取

加
入
数
が
一
〇
〇
万
人
を
突
破
す
る
と
、
日
本
放
送
協
会
は
「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念

施
設
」
を
計
画
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、「
全
国
主
要
な
る
公
園
、
広
場
」
に
ラ
ジ
オ
塔
を

建
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
約
四
〇
基
の
ラ
ジ
オ
塔
が

建
設
さ
れ
た
（
第
一
次
建
設
ブ
ー
ム
）。

ラ
ジ
オ
塔
が
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
性
を
そ
な
え
て
い
る
の
は
、
ラ
ジ
オ
塔
を
設
置
し
た

各
支
部
が
周
囲
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
て
、
最
適
な
デ
ザ
イ
ン
を
選
択
し
た
か
ら
で
あ

る
。
多
く
は
燈
籠
型
の
派
生
型
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
を
意
識
し
た
燈
籠
型
、
神
燈
型
に
た
い

し
て
、
軍
艦
マ
ス
ト
型
、
洋
型
、
ミ
ゼ
ッ
ト
型
と
い
っ
た
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
も
あ
っ
た
。
コ

ラ
ヂ
オ
新
聞
）
10
（

』（
一
九
三
〇
年
六
月
六
日
）
は
、
天
王
寺
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
を
「
ス
ッ
キ
リ

し
た
モ
ダ
ン
タ
イ
プ
の
建
物
」
と
そ
の
特
徴
を
形
容
し
て
い
る
。

木
造
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
燈
籠
型
、
神
燈
型
、
箱
型
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
木
製
は
熊
本
支

部
に
お
い
て
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
建
材
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
山
口
県
下
関

市
の
赤
間
神
宮
境
内
に
設
立
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
。
関
門
講
演
会
が
建
設
し
た
と
い
う

ラ
ジ
オ
塔
は
、
花
崗
石
を
建
材
に
使
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
京
都
市
円
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔

で
も
、
上
部
に
花
崗
岩
が
使
用
さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
大
阪
市
住
吉
公
園
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
は
、
人
造
石

（「
人
造
研
出
磨
」
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
）
で
作
ら
れ
、
上
部
に
「
紫
雲
石
」
が
使
わ
れ
た

と
い
う
。
現
在
、
住
吉
公
園
に
あ
る
の
は
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
に
再
建
さ
れ
た
ラ
ジ
オ

塔
で
あ
る
が
、
も
と
の
ラ
ジ
オ
塔
（
写
真
14
）
と
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
形
態
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
粟
石
作
り
」
と
書
か
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
が
五
基
あ
る
。「
粟
石
」
は
、
石
材
で
あ
ろ

う
か
。
全
国
初
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
天
王
寺
公
園
ラ
ジ
オ
塔
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
粟

石
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
和
歌
山
市
和
歌
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
「
粟
石
目
潰
砂
利
」
を
組
み
合
わ
せ
た
。
大
阪
府
堺
市
大
浜
公
園
と
徳
島
市
徳

島
公
園
、
鳥
取
市
久
松
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
鉄
筋
粟
石
作
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
す
べ

て
大
阪
支
部
管
内
の
も
の
で
、
天
王
寺
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
に
な
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

ラ
ジ
オ
塔
の
意
匠
が
も
つ
特
徴
に
つ
い
て
一
幡
公
平
氏
は
、
前
期
と
後
期
に
分
類
で
き
る

と
い
う
﹇
一
幡
　
二
〇
一
七
﹈。
す
な
わ
ち
、「
聴
取
加
入
数
百
万
突
破
記
念
施
設
」
と
し
て

建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
（
と
そ
の
前
後
の
も
の
）
と
、
昭
和
一
〇
年
代
（
一
九
三
五
年
以

降
）
の
ラ
ジ
オ
塔
で
あ
る
。
前
期
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、「
塔
本
体
が
太
く
重
厚
な
印
象
の
も
の

が
多
」
く
、「
装
飾
が
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
て
華
美
な
印
象
を
受
け
る
」。
一
方
、
後
期
の
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ら
に
ひ
も
と
く
た
め
に
は
、
個
別
の
ラ
ジ
オ
塔
に
そ
く
し
て
実
証
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
）
11
（

。
本
稿
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は
、
昭
和
一
六
年
版
ま
で
は
「
ラ
ヂ
オ
」、
昭
和
一
七
年
版
以
降
は

「
ラ
ジ
オ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
史
料
の
引
用
を
の
ぞ
き
原
則
と

し
て
、「
ラ
ジ
オ
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
２
）『
報
告
書
』
で
は
、「
富
山
放
送
局
移
動
式
」
を
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
に
掲
載
し
て
い

た
が
、
今
回
の
一
覧
か
ら
は
除
い
た
。

（
３
）『
報
告
書
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
で
は
、
北
海
道
の
「
深
川
町
」
と
「
深
川
町

森
元
町
」
ラ
ジ
オ
塔
を
別
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
し
た
が
、
設
置
年
な
ど
か
ら
同

一
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
た
。

（
４
）『
報
告
書
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
で
は
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
と
み
な
し
て
い
た

が
、
本
文
中
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
別
の
ラ
ジ
オ
塔
と
判
断
し
た
。

（
５
）『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は
、
時
期
に
よ
っ
て
事
業
報
告
の
取
り
扱
い
期
間
が
異
な
る
。
昭
和

七
年
版
、
昭
和
八
年
版
は
、
前
々
年
の
一
〇
月
か
ら
前
年
の
九
月
ま
で
を
取
り
扱

う
。
昭
和
九
年
版
か
ら
昭
和
一
三
年
版
は
、
前
年
分
の
事
業
報
告
書
で
あ
る
。
昭
和

一
五
年
版
以
降
は
、
前
々
年
度
（
昭
和
一
五
年
版
の
場
合
、
昭
和
一
三
年
四
月
か
ら

昭
和
一
四
年
三
月
）
の
事
業
報
告
を
掲
載
し
た
。

（
６
）『
報
告
書
』
で
は
、
こ
れ
ら
は
設
置
年
を
す
べ
て
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
と
し
て

い
た
が
、
本
文
中
に
述
べ
た
理
由
か
ら
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
修
正
し
た
。

（
７
）
た
だ
し
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）
は
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
建
設

と
し
て
「
八
幟
市
豊
山
公
園
」
ラ
ジ
オ
塔
を
掲
載
し
て
い
る
。「
八
幟
市
」
は
、
八

幡
市
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
設
置
年
も
誤
植
の
可
能
性
が
あ
る
。

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ラ
ジ
オ
塔
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
こ
と
も

興
味
深
い
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
、
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
が
お
と
ず
れ
た
。
日
本
放
送
協
会
以
外

に
自
治
体
や
個
人
が
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
を
計
画
し
、
日
本
放
送
協
会
が
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
貸

与
、
寄
付
す
る
か
た
ち
で
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
ご
ろ
か
ら
、

区
画
整
理
事
業
の
竣
工
記
念
碑
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
が
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
四
〇

年
（
昭
和
一
五
）
に
な
る
と
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ラ

ジ
オ
塔
も
み
ら
れ
た
。
と
き
に
は
、
両
者
が
あ
わ
さ
っ
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
設
置
主
体
が
多
様
化
し
た
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ
塔
の
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
性
も
ひ
ろ

が
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
既
設
ラ
ジ
オ
塔
と
の
差
異
化
を
意
識
し
た
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
性

を
高
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
の
う
ち
、
役
場
や
公
会
堂
、
物
産
陳
列
所
、
小
学
校

な
ど
公
共
施
設
に
関
連
す
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
国
旗
掲
揚
台
と
一

体
の
ラ
ジ
オ
塔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
当
該
期
の
ラ
ジ
オ
塔
の
建

設
が
、
戦
時
体
制
の
強
化
と
い
う
国
策
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ

る
。
一
九
四
〇
年
代
に
、「
簡
素
で
実
用
的
」
な
ラ
ジ
オ
塔
が
多
く
な
る
の
は
、
こ
う
し
た

ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
目
的
や
設
置
主
体
の
変
化
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。ラ

ジ
オ
塔
の
建
設
数
が
ピ
ー
ク
を
む
か
え
た
の
は
、
各
家
庭
に
も
ラ
ジ
オ
が
急
速
に
普
及

し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
受
信
機
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
金
属
回
収
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
い
ま
っ
て
、
ラ
ジ
オ
塔
は
そ
の
歴
史
的
役
割
を
急
速
に
終
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
稿
が
お
も
に
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設

一
覧
」
か
ら
作
成
し
た
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
限
界
を
も
つ
。
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
を
さ
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ら
に
ひ
も
と
く
た
め
に
は
、
個
別
の
ラ
ジ
オ
塔
に
そ
く
し
て
実
証
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
）
11
（

。
本
稿
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は
、
昭
和
一
六
年
版
ま
で
は
「
ラ
ヂ
オ
」、
昭
和
一
七
年
版
以
降
は

「
ラ
ジ
オ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
史
料
の
引
用
を
の
ぞ
き
原
則
と

し
て
、「
ラ
ジ
オ
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
２
）『
報
告
書
』
で
は
、「
富
山
放
送
局
移
動
式
」
を
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
に
掲
載
し
て
い

た
が
、
今
回
の
一
覧
か
ら
は
除
い
た
。

（
３
）『
報
告
書
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
で
は
、
北
海
道
の
「
深
川
町
」
と
「
深
川
町

森
元
町
」
ラ
ジ
オ
塔
を
別
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
て
掲
載
し
た
が
、
設
置
年
な
ど
か
ら
同

一
の
ラ
ジ
オ
塔
と
し
た
。

（
４
）『
報
告
書
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」
で
は
同
一
の
ラ
ジ
オ
塔
と
み
な
し
て
い
た

が
、
本
文
中
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
別
の
ラ
ジ
オ
塔
と
判
断
し
た
。

（
５
）『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
は
、
時
期
に
よ
っ
て
事
業
報
告
の
取
り
扱
い
期
間
が
異
な
る
。
昭
和

七
年
版
、
昭
和
八
年
版
は
、
前
々
年
の
一
〇
月
か
ら
前
年
の
九
月
ま
で
を
取
り
扱

う
。
昭
和
九
年
版
か
ら
昭
和
一
三
年
版
は
、
前
年
分
の
事
業
報
告
書
で
あ
る
。
昭
和

一
五
年
版
以
降
は
、
前
々
年
度
（
昭
和
一
五
年
版
の
場
合
、
昭
和
一
三
年
四
月
か
ら

昭
和
一
四
年
三
月
）
の
事
業
報
告
を
掲
載
し
た
。

（
６
）『
報
告
書
』
で
は
、
こ
れ
ら
は
設
置
年
を
す
べ
て
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
と
し
て

い
た
が
、
本
文
中
に
述
べ
た
理
由
か
ら
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
修
正
し
た
。

（
７
）
た
だ
し
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』（
昭
和
一
六
年
）
は
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
建
設

と
し
て
「
八
幟
市
豊
山
公
園
」
ラ
ジ
オ
塔
を
掲
載
し
て
い
る
。「
八
幟
市
」
は
、
八

幡
市
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
設
置
年
も
誤
植
の
可
能
性
が
あ
る
。

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ラ
ジ
オ
塔
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
こ
と
も

興
味
深
い
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
、
第
二
次
建
設
ブ
ー
ム
が
お
と
ず
れ
た
。
日
本
放
送
協
会
以
外

に
自
治
体
や
個
人
が
ラ
ジ
オ
塔
の
建
設
を
計
画
し
、
日
本
放
送
協
会
が
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
貸

与
、
寄
付
す
る
か
た
ち
で
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
ご
ろ
か
ら
、

区
画
整
理
事
業
の
竣
工
記
念
碑
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
が
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
四
〇

年
（
昭
和
一
五
）
に
な
る
と
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ラ

ジ
オ
塔
も
み
ら
れ
た
。
と
き
に
は
、
両
者
が
あ
わ
さ
っ
て
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
設
置
主
体
が
多
様
化
し
た
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ
塔
の
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
性
も
ひ
ろ

が
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
既
設
ラ
ジ
オ
塔
と
の
差
異
化
を
意
識
し
た
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
性

を
高
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
塔
の
う
ち
、
役
場
や
公
会
堂
、
物
産
陳
列
所
、
小
学
校

な
ど
公
共
施
設
に
関
連
す
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
国
旗
掲
揚
台
と
一

体
の
ラ
ジ
オ
塔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
当
該
期
の
ラ
ジ
オ
塔
の
建

設
が
、
戦
時
体
制
の
強
化
と
い
う
国
策
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ

る
。
一
九
四
〇
年
代
に
、「
簡
素
で
実
用
的
」
な
ラ
ジ
オ
塔
が
多
く
な
る
の
は
、
こ
う
し
た

ラ
ジ
オ
塔
設
置
の
目
的
や
設
置
主
体
の
変
化
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。ラ

ジ
オ
塔
の
建
設
数
が
ピ
ー
ク
を
む
か
え
た
の
は
、
各
家
庭
に
も
ラ
ジ
オ
が
急
速
に
普
及

し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
受
信
機
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
金
属
回
収
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
い
ま
っ
て
、
ラ
ジ
オ
塔
は
そ
の
歴
史
的
役
割
を
急
速
に
終
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
稿
が
お
も
に
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
所
収
の
「
ラ
ジ
オ
塔
施
設

一
覧
」
か
ら
作
成
し
た
「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
ラ
ジ
オ
塔
一
覧
」（
別
表
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
限
界
を
も
つ
。
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
を
さ
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こ
ち
らJO

BK

』（
日
本
放
送
協
会
大
阪
放
送
局
、
一
九
九
五
年
）

大
阪
市
役
所
編
『
昭
和
大
阪
市
史
　
文
化
篇
』（
大
阪
市
役
所
、
一
九
五
三
年
）

岡
村
雅
之
「
京
阪
ラ
ジ
オ
塔
ツ
ア
ー
―
―
歴
史
の
証
言
者
の
声
を
聴
く
」（『
イ
グ
ザ
ミ
ナ
』

二
八
七
号
、
二
〇
一
一
年
）

金
沢
放
送
局
開
局
50
周
年
記
念
事
務
局
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
「
50
年
の
あ
ゆ
み
」』（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
金
沢
放
送
局
、
一
九
八
一
年
）

栗
原
俊
雄
『
20
世
紀
遺
跡
　
帝
国
の
記
憶
を
歩
く
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

黒
田
勇
『
ラ
ジ
オ
体
操
の
誕
生
』（
青
弓
社
、
一
九
九
九
年
）

神
戸
新
聞
明
石
総
局
編
『
あ
か
し
昔
が
た
り
　
聞
き
書
き
』（
も
く
せ
い
文
庫
、
一
九
七
九

年
）

佐
藤
紘
司
「『
ラ
ヂ
オ
塔
』
に
つ
い
て
の
考
察
」（
放
送
博
物
館
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
だ
よ

り
』
五
八
号
、
二
〇
一
二
年
）

柴
田
昭
彦
「
ラ
ジ
オ
塔
遺
構
に
つ
い
て
」（
神
戸
史
学
会
『
歴
史
と
神
戸
』
五
二
巻
一
号
、

二
〇
一
三
年
）

柴
田
昭
彦
「
六
甲
山
の
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て
」（
神
戸
史
学
会
『
歴
史
と
神
戸
』
五
三
巻
三

号
、
二
〇
一
四
年
）

図
師
宣
忠
・
人
見
佐
知
子
・
藤
井
弘
章
編
『
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
と
現
在
（﹇
報
告
書
﹈
東
大

阪
市
内
に
お
け
る
近
現
代
の
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
）』（
近
畿
大
学
文
芸

学
部
文
化
・
歴
史
学
科
・
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）

図
師
宣
忠
「
文
化
資
源
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
塔
」（
図
師
宣
忠
・
人
見
佐
知
子
・
藤
井
弘
章
編

『
ラ
ジ
オ
塔
の
歴
史
と
現
在
（﹇
報
告
書
﹈
東
大
阪
市
内
に
お
け
る
近
現
代
の
歴
史
文
化
遺

産
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
）』
近
畿
大
学
文
芸
学
部
文
化
・
歴
史
学
科
・
東
大
阪
市
教
育

委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）

戸
崎
敬
子
「
大
阪
市
立
児
童
相
談
所
と
付
設
『
学
園
』
の
成
立
と
展
開
」（『
特
殊
教
育
学
研

（
８
）
布
施
市
小
坂
公
園
ラ
ジ
オ
塔
を
、
現
東
大
阪
市
大
和
公
園
ラ
ジ
オ
塔
と
判
断
し
た
理

由
や
同
ラ
ジ
オ
塔
設
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
、『
報
告
書
』
を
も
と
に
し
た
別
稿
を

準
備
中
で
あ
る
。

（
９
）
ち
な
み
に
同
記
事
は
、「
ラ
ヂ
オ
塔
受
難
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
鶴
舞
公
園
ラ
ジ
オ

塔
が
被
っ
た
「
受
難
」
を
報
じ
て
い
る
。「
受
難
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
地
域
の

「
悪
習
慣
」
で
、
新
し
い
石
燈
な
ど
が
完
成
し
た
と
き
に
、
最
初
に
そ
の
一
片
を
剥

ぎ
と
っ
た
も
の
は
お
金
が
た
ま
る
と
い
う
迷
信
か
ら
、
何
者
か
に
よ
っ
て
ラ
ジ
オ
塔

の
笠
の
部
分
の
一
部
が
剥
が
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
し
て
目
立
た
な
い

の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
状
況
を
確
認
に
き
た
名
古
屋
放
送

局
員
を
「
吃
驚
」
さ
せ
た
と
い
う
。

（
10
）
ラ
ジ
オ
番
組
の
紹
介
を
主
体
と
し
た
日
刊
紙
﹇
日
本
放
送
協
会
　
一
九
七
七
、
宮
川

二
〇
一
四
﹈。

（
11
）
個
人
ブ
ロ
グ
「
元
島
根
県
民
の
お
部
屋
」
は
、『
松
陽
新
報
』
の
記
事
か
ら
、
松
江
市

城
山
公
園
ラ
ジ
オ
塔
が
、『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
に
記
さ
れ
た
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）

で
は
な
く
、
翌
年
五
月
の
建
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（「
松
江
放
送
局

の
ラ
ジ
オ
塔
そ
の
２
」
二
〇
一
六
年
一
月
二
四
日
記
事
、http://okigoka.blog.

fc2.com
/blog-entry-337.htm

l

、
二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
最
終
閲
覧
）。

参
考
文
献

石
田
頼
房
「
日
本
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
制
度
史
概
説1870

〜1980

」（『
総
合
都
市

研
究
』
二
八
号
、
一
九
八
六
年
）

一
幡
公
平
『
ラ
ヂ
オ
塔
大
百
科2011-2014

』（
タ
カ
ノ
メ
特
殊
部
隊
、
二
〇
一
四
年
）

一
幡
公
平
『
ラ
ヂ
オ
塔
大
百
科2017

』（
タ
カ
ノ
メ
特
殊
部
隊
、
二
〇
一
七
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
七
十
年
史
編
集
委
員
会
企
画
・
編
集
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
七
十
年
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金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
）、
宮
下
和
幸
氏
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史

料
館
）、
島
根
県
立
図
書
館
に
は
と
く
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
調
査
を
す
す
め
る
に
あ
た

り
、「
ラ
ジ
オ
塔
愛
好
家
」
の
個
人
ブ
ロ
グ
に
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
追  

記
）
脱
稿
後
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
イ
リ
ー
ポ
ー
タ
ル
Z
」
に
一
幡
公
平
氏
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し
た
特
集
「
近
所
に
あ
る
か
も
？
戦
前
の
街
頭
ラ
ジ
オ
の
痕
跡

『
ラ
ジ
オ
塔
』」（
岡
本
智
博
氏
執
筆
）
が
掲
載
さ
れ
た
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
日
付
記

事
、https://dailyportalz.jp/kiji/traces-of-radio-tow

er

、
二
〇
一
九
年
一
二
月
四

日
最
終
確
認
）。
そ
こ
で
は
、
埼
玉
県
川
越
市
初
雁
公
園
野
球
場
ラ
ジ
オ
塔
（
No. 

127
）、

香
川
県
大
川
郡
長
尾
町
（
現
さ
ぬ
き
市
）
長
尾
寺
境
内
ラ
ジ
オ
塔
（
No. 

347
）
の
所
在
が

新
た
に
判
明
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

究
』
三
〇
巻
一
号
、
一
九
九
二
年
）

日
本
放
送
協
会
編
『
放
送
五
十
年
史
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）

日
本
放
送
協
会
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
開
局
80
年
―
―
大
正
・
昭
和
か
ら
平
成
へ

（1925

年
〜2005

年
）』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
Ｂ
Ｋ
開
局
80
周
年
記
念
誌
編
集
委
員

会
、
二
〇
〇
五
年
）

宮
川
大
介
「
放
送
史
料
探
訪
　『
日
刊
ラ
ヂ
オ
新
聞
』―
―
ラ
ジ
オ
草
創
期
の
専
門
紙
」（『
放

送
研
究
と
調
査
』
六
四
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）

宮
川
大
介
「
放
送
史
料
探
訪
　『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
―
―
受
信
技
術
の
啓
蒙
雑
誌
」（『
放
送

研
究
と
調
査
』
六
八
巻
七
号
、
二
〇
一
八
年
）

吉
井
正
彦
「
史
人
の
道
草
つ
づ
り
書
き
　『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
知
り
ま
せ
ん
か
」（
神
戸
史
学
会

『
歴
史
と
神
戸
』
四
七
巻
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）

吉
井
正
彦
「
忘
れ
ら
れ
た
『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
探
し
歩
く
」（
戸
倉
信
吉
『
放
送
と
は
何
か
？
　

3 SCREEN
S era

』
サ
テ
マ
ガ
・
ビ
ー
・
ア
イ
、
二
〇
〇
九
年
）

吉
井
正
彦
「『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
訪
ね
歩
く
」（『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
三
五
巻
五
号
、
二
〇
一
一

年
）

吉
井
正
彦
「『
ラ
ヂ
オ
塔
』
が
神
戸
・
諏
訪
山
と
豊
中
に
も
残
っ
て
い
た
」（
神
戸
史
学
会

『
歴
史
と
神
戸
』
五
一
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
）

（
付  

記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
に
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
う
け
、
近
畿
大
学

文
芸
学
部
文
化
・
歴
史
学
科
の
「
文
化
探
索
実
習
」「
文
化
活
用
・
発
信
実
習
」「
民
俗

学
特
論
」
な
ど
の
授
業
を
つ
う
じ
て
お
こ
な
っ
た
「
東
大
阪
市
内
に
お
け
る
近
現
代
の

歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
生
を
は
じ
め
、

仲
林
篤
史
氏
（
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
）、
𠮷
𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷



𠮷
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷

𠮷
𠮷

市
立
地
域
研
究
史
料
館
）、
北
嶋
奈
緒
子
氏
（
大
阪
市
公
文
書
館
）、
塩
川
隆
文
氏
（
元
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金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
）、
宮
下
和
幸
氏
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史

料
館
）、
島
根
県
立
図
書
館
に
は
と
く
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
調
査
を
す
す
め
る
に
あ
た

り
、「
ラ
ジ
オ
塔
愛
好
家
」
の
個
人
ブ
ロ
グ
に
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
追  

記
）
脱
稿
後
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
イ
リ
ー
ポ
ー
タ
ル
Z
」
に
一
幡
公
平
氏
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し
た
特
集
「
近
所
に
あ
る
か
も
？
戦
前
の
街
頭
ラ
ジ
オ
の
痕
跡

『
ラ
ジ
オ
塔
』」（
岡
本
智
博
氏
執
筆
）
が
掲
載
さ
れ
た
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
日
付
記

事
、https://dailyportalz.jp/kiji/traces-of-radio-tow

er

、
二
〇
一
九
年
一
二
月
四

日
最
終
確
認
）。
そ
こ
で
は
、
埼
玉
県
川
越
市
初
雁
公
園
野
球
場
ラ
ジ
オ
塔
（
No. 

127
）、

香
川
県
大
川
郡
長
尾
町
（
現
さ
ぬ
き
市
）
長
尾
寺
境
内
ラ
ジ
オ
塔
（
No. 

347
）
の
所
在
が

新
た
に
判
明
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

究
』
三
〇
巻
一
号
、
一
九
九
二
年
）

日
本
放
送
協
会
編
『
放
送
五
十
年
史
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）

日
本
放
送
協
会
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
開
局
80
年
―
―
大
正
・
昭
和
か
ら
平
成
へ

（1925
年
〜2005

年
）』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
Ｂ
Ｋ
開
局
80
周
年
記
念
誌
編
集
委
員

会
、
二
〇
〇
五
年
）

宮
川
大
介
「
放
送
史
料
探
訪
　『
日
刊
ラ
ヂ
オ
新
聞
』―
―
ラ
ジ
オ
草
創
期
の
専
門
紙
」（『
放

送
研
究
と
調
査
』
六
四
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）

宮
川
大
介
「
放
送
史
料
探
訪
　『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』
―
―
受
信
技
術
の
啓
蒙
雑
誌
」（『
放
送

研
究
と
調
査
』
六
八
巻
七
号
、
二
〇
一
八
年
）

吉
井
正
彦
「
史
人
の
道
草
つ
づ
り
書
き
　『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
知
り
ま
せ
ん
か
」（
神
戸
史
学
会

『
歴
史
と
神
戸
』
四
七
巻
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）

吉
井
正
彦
「
忘
れ
ら
れ
た
『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
探
し
歩
く
」（
戸
倉
信
吉
『
放
送
と
は
何
か
？
　

3 SCREEN
S era

』
サ
テ
マ
ガ
・
ビ
ー
・
ア
イ
、
二
〇
〇
九
年
）

吉
井
正
彦
「『
ラ
ヂ
オ
塔
』
を
訪
ね
歩
く
」（『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
三
五
巻
五
号
、
二
〇
一
一

年
）

吉
井
正
彦
「『
ラ
ヂ
オ
塔
』
が
神
戸
・
諏
訪
山
と
豊
中
に
も
残
っ
て
い
た
」（
神
戸
史
学
会

『
歴
史
と
神
戸
』
五
一
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
）

（
付  

記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
に
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
う
け
、
近
畿
大
学

文
芸
学
部
文
化
・
歴
史
学
科
の
「
文
化
探
索
実
習
」「
文
化
活
用
・
発
信
実
習
」「
民
俗

学
特
論
」
な
ど
の
授
業
を
つ
う
じ
て
お
こ
な
っ
た
「
東
大
阪
市
内
に
お
け
る
近
現
代
の

歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
生
を
は
じ
め
、

仲
林
篤
史
氏
（
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
）、
𠮷
𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷



𠮷
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷

𠮷
𠮷

市
立
地
域
研
究
史
料
館
）、
北
嶋
奈
緒
子
氏
（
大
阪
市
公
文
書
館
）、
塩
川
隆
文
氏
（
元
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表
　

ラ
ジ

オ
塔

一
覧

都
道

府
県

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

名
称

現
在

の
市

町
村

名
現

在
の

立
地

（
空

欄
は

不
明

）
現

地
確

認
に

よ
る

有
無

（
空

欄
は

未
確

認
）

設
置

年
設

置
年

（
西

暦
） 『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
設

計
概

要
支

部
（

放
送

局
） 『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

1
北

海
道

札
幌

市
大

通
逍

遥
地

札
幌

市
中

央
区

大
通

西
3

丁
目

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

8-17
17

は
「

札
幌

市
大

通
西

三
」。

2
北

海
道

小
樽

市
小

樽
公

園
小

樽
市

小
樽

公
園

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

8-17

3
北

海
道

旭
川

市
常

磐
公

園
旭

川
市

常
磐

公
園

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

8-17

4
北

海
道

函
館

市
函

館
駅

前
函

館
市

JR
函

館
駅

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

8-17
16, 17

の
設

置
年

は
昭

和
15

年
。

5
北

海
道

亀
田

郡
七

飯
村

大
沼

公
園

亀
田

郡
七

飯
町

大
沼

公
園

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

8-17
16, 17

の
設

置
年

は
昭

和
15

年
。

6
北

海
道

札
幌

市
中

島
公

園
札

幌
市

中
央

区
中

島
公

園
昭

和
8

年
1933

高
14

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
煉

瓦
作

り
、

塔
上

4
尺

の
旗

棹
を

立
て

凸
型

札
幌

9-17

7
北

海
道

函
館

市
東

川
小

公
園

函
館

市
昭

和
9

年
1934

札
幌

8-10

10
に

「
塔

焼
失

」
と

あ
り

。
［

一
幡

2017］
に

記
載

な
し

。

8
北

海
道

札
幌

市
外

円
山

公
園

札
幌

市
中

央
区

円
山

公
園

昭
和

11
年

1936
高

12
尺

、
木

柱
、

神
燈

型
札

幌
13-17

17
は

「
札

幌
市

円
山

公
園

」。
№

9
と

同
じ

ヵ
。

9
北

海
道

札
幌

市
円

山
公

園
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
№

8
と

同
じ

ヵ
。

10
北

海
道

函
館

市
公

園
広

場
函

館
市

函
館

公
園

昭
和

13
年

1938
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
神

燈
型

札
幌

15-17

11
北

海
道

小
樽

市
小

樽
公

園
小

樽
市

小
樽

公
園

昭
和

15
年

1940
札

幌
17

12
北

海
道

旭
川

市
六

条
十

丁
目

旭
川

市
6

条
通

10
丁

目
昭

和
15

年
1940

札
幌

17
13

北
海

道
旭

川
市

市
集

会
場

広
場

旭
川

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16

14
北

海
道

函
館

市
新

川
町

共
愛

館
前

函
館

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
17

は
「

函
館

市
新

川
町

共
愛

会
館

前
」。

15
北

海
道

釧
路

市
大

川
町

釧
路

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

17

16
北

海
道

釧
路

市
幣

舞
橋

詰
植

込
地

釧
路

市
幣

舞
橋

付
近

？
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
17

は
「

釧
路

市
幣

舞
町

」。
17

北
海

道
釧

路
市

市
役

所
前

広
場

釧
路

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
18

北
海

道
帯

広
市

帯
広

駅
前

帯
広

市
JR

帯
広

駅
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17

19
北

海
道

江
別

町
江

別
神

社
境

内
江

別
市

江
別

神
社

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

17
は

「
江

別
町

神
社

境
内

」。

20
北

海
道

岩
見

沢
町

岩
見

沢
駅

前
岩

見
沢

市
JR

岩
見

沢
駅

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

17
は

「
岩

見
沢

町
駅

構
内

」。

21
北

海
道

深
川

町
森

元
町

深
川

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
16

は
「

深
川

町
」

の
み

。
22

北
海

道
名

寄
町

駅
前

名
寄

市
JR

名
寄

駅
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
23

北
海

道
江

差
町

中
歌

町
檜

山
郡

江
差

町
昭

和
15

年
1940

札
幌

17

24
北

海
道

瀬
棚

町
金

津
町

久
遠

郡
せ

た
な

町
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
17

の
「

瀬
柵

町
」

は
誤

植
。

25
北

海
道

森
町

青
葉

ヶ
丘

公
園

逍
遥

地
茅

部
郡

森
町

青
葉

ヶ
丘

公
園

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

17
は

「
森

町
青

葉
ヶ

丘
公

園
」。
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26
北

海
道

苫
小

牧
町

役
場

前
苫

小
牧

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16
№

2
7

と
同

じ
ヵ

。

27
北

海
道

苫
小

牧
町

本
町

苫
小

牧
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
17

№
2

6
と

同
じ

ヵ
。

28
北

海
道

幌
別

郡
幌

別
村

登
別

温
泉

登
別

市
登

別
温

泉
昭

和
15

年
1940

札
幌

17
29

北
海

道
浦

河
町

役
場

前
浦

河
郡

浦
河

町
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17

30
北

海
道

厚
岸

町
松

葉
町

厚
岸

郡
厚

岸
町

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

16
は

「
厚

岸
町

」
の

み
。

31
北

海
道

根
室

町
公

会
堂

構
内

根
室

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
17

は
「

根
室

町
公

会
堂

前
」。

32
北

海
道

野
付

牛
町

高
台

逍
遥

地
北

見
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

33
北

海
道

網
走

町
南

一
東

一
網

走
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

16
は

「
網

走
町

」
の

み
。

34
北

海
道

留
萌

町
南

大
通

留
萌

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
35

北
海

道
稚

内
町

神
社

前
稚

内
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
17

36
北

海
道

札
幌

市
大

通
逍

遥
地

西
九

丁
目

札
幌

市
中

央
区

大
通

西
9

丁
目

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

37
北

海
道

札
幌

市
山

鼻
小

公
園

札
幌

市
中

央
区

山
鼻

公
園

？
昭

和
16

年
1941

札
幌

18

38
北

海
道

小
樽

市
相

生
町

郷
社

水
天

宮
境

内
小

樽
市

水
天

宮
昭

和
16

年
1941

札
幌

17, 18

39
北

海
道

小
樽

市
南

浜
町

埠
頭

小
樽

市
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
40

北
海

道
函

館
市

新
川

町
第

三
号

公
園

函
館

市
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
41

北
海

道
函

館
市

五
稜

廓
史

蹟
館

前
函

館
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

42
北

海
道

函
館

市
湯

倉
神

社
境

内
函

館
市

湯
倉

神
社

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

43
北

海
道

帯
広

市
依

田
勉

三
銅

像
前

帯
広

市
中

島
公

園
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
44

北
海

道
深

川
町

駅
前

深
川

市
JR

深
川

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

18

45
北

海
道

室
蘭

市
室

蘭
駅

前
室

蘭
市

室
蘭

駅
旧

駅
舎

昭
和

16
年

1941
札

幌
16-18

16
の

設
置

年
は

昭
和

15
年

。

46
北

海
道

室
蘭

市
輪

西
町

輪
西

駅
前

室
蘭

市
JR

輪
西

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

16-18

17, 18
は

「
室

蘭
市

輪
西

駅
前

」。
16

の
設

置
年

は
昭

和
15

年
。

47
北

海
道

富
良

野
町

市
場

富
良

野
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
17

№
4

8
と

同
じ

ヵ
。

48
北

海
道

富
良

野
町

市
街

富
良

野
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

№
4

7
と

同
じ

ヵ
。

49
北

海
道

余
市

町
登

川
橋

際
逍

遥
地

余
市

郡
余

市
町

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

50
北

海
道

八
雲

町
駅

前
二

海
郡

八
雲

町
JR

八
雲

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
51

北
海

道
虻

田
町

洞
爺

湖
温

泉
虻

田
郡

洞
爺

湖
町

洞
爺

湖
温

泉
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
52

北
海

道
弟

子
屈

村
川

上
郡

弟
子

屈
町

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

53
樺

太
豊

原
市

西
一

南
三

ｻﾊﾘﾝ州
ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽ

ｸ
昭

和
15

年
1940

札
幌

17

54
樺

太
樺

太
豊

原
市

景
徳

寺
境

内
ｻﾊﾘﾝ州

ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽ
ｸ

昭
和

15
年

1940
札

幌
16

55
樺

太
樺

太
真

岡
町

公
園

ｻﾊﾘﾝ州
ﾎﾙﾑｽｸ

昭
和

16
年

1941
札

幌
17, 18

18
は

「
樺

太
真

岡
町

小
公

園
」。

56
青

森
県

青
森

市
合

浦
公

園
青

森
市

合
浦

公
園

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
57

青
森

県
青

森
市

聖
徳

公
園

青
森

市
聖

徳
公

園
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

58
青

森
県

弘
前

市
鷹

揚
城

公
園

弘
前

市
弘

前
城

跡
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17
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26

北
海

道
苫

小
牧

町
役

場
前

苫
小

牧
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
16

№
2

7
と

同
じ

ヵ
。

27
北

海
道

苫
小

牧
町

本
町

苫
小

牧
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
17

№
2

6
と

同
じ

ヵ
。

28
北

海
道

幌
別

郡
幌

別
村

登
別

温
泉

登
別

市
登

別
温

泉
昭

和
15

年
1940

札
幌

17
29

北
海

道
浦

河
町

役
場

前
浦

河
郡

浦
河

町
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17

30
北

海
道

厚
岸

町
松

葉
町

厚
岸

郡
厚

岸
町

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

16
は

「
厚

岸
町

」
の

み
。

31
北

海
道

根
室

町
公

会
堂

構
内

根
室

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
17

は
「

根
室

町
公

会
堂

前
」。

32
北

海
道

野
付

牛
町

高
台

逍
遥

地
北

見
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

33
北

海
道

網
走

町
南

一
東

一
網

走
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
16, 17

16
は

「
網

走
町

」
の

み
。

34
北

海
道

留
萌

町
南

大
通

留
萌

市
昭

和
15

年
1940

札
幌

16, 17
35

北
海

道
稚

内
町

神
社

前
稚

内
市

昭
和

15
年

1940
札

幌
17

36
北

海
道

札
幌

市
大

通
逍

遥
地

西
九

丁
目

札
幌

市
中

央
区

大
通

西
9

丁
目

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

37
北

海
道

札
幌

市
山

鼻
小

公
園

札
幌

市
中

央
区

山
鼻

公
園

？
昭

和
16

年
1941

札
幌

18

38
北

海
道

小
樽

市
相

生
町

郷
社

水
天

宮
境

内
小

樽
市

水
天

宮
昭

和
16

年
1941

札
幌

17, 18

39
北

海
道

小
樽

市
南

浜
町

埠
頭

小
樽

市
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
40

北
海

道
函

館
市

新
川

町
第

三
号

公
園

函
館

市
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
41

北
海

道
函

館
市

五
稜

廓
史

蹟
館

前
函

館
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

42
北

海
道

函
館

市
湯

倉
神

社
境

内
函

館
市

湯
倉

神
社

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

43
北

海
道

帯
広

市
依

田
勉

三
銅

像
前

帯
広

市
中

島
公

園
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
44

北
海

道
深

川
町

駅
前

深
川

市
JR

深
川

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

18

45
北

海
道

室
蘭

市
室

蘭
駅

前
室

蘭
市

室
蘭

駅
旧

駅
舎

昭
和

16
年

1941
札

幌
16-18

16
の

設
置

年
は

昭
和

15
年

。

46
北

海
道

室
蘭

市
輪

西
町

輪
西

駅
前

室
蘭

市
JR

輪
西

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

16-18

17, 18
は

「
室

蘭
市

輪
西

駅
前

」。
16

の
設

置
年

は
昭

和
15

年
。

47
北

海
道

富
良

野
町

市
場

富
良

野
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
17

№
4

8
と

同
じ

ヵ
。

48
北

海
道

富
良

野
町

市
街

富
良

野
市

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

№
4

7
と

同
じ

ヵ
。

49
北

海
道

余
市

町
登

川
橋

際
逍

遥
地

余
市

郡
余

市
町

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

50
北

海
道

八
雲

町
駅

前
二

海
郡

八
雲

町
JR

八
雲

駅
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
51

北
海

道
虻

田
町

洞
爺

湖
温

泉
虻

田
郡

洞
爺

湖
町

洞
爺

湖
温

泉
昭

和
16

年
1941

札
幌

18
52

北
海

道
弟

子
屈

村
川

上
郡

弟
子

屈
町

昭
和

16
年

1941
札

幌
18

53
樺

太
豊

原
市

西
一

南
三

ｻﾊﾘﾝ州
ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽ

ｸ
昭

和
15

年
1940

札
幌

17

54
樺

太
樺

太
豊

原
市

景
徳

寺
境

内
ｻﾊﾘﾝ州

ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽ
ｸ

昭
和

15
年

1940
札

幌
16

55
樺

太
樺

太
真

岡
町

公
園

ｻﾊﾘﾝ州
ﾎﾙﾑｽｸ

昭
和

16
年

1941
札

幌
17, 18

18
は

「
樺

太
真

岡
町

小
公

園
」。

56
青

森
県

青
森

市
合

浦
公

園
青

森
市

合
浦

公
園

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
57

青
森

県
青

森
市

聖
徳

公
園

青
森

市
聖

徳
公

園
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

58
青

森
県

弘
前

市
鷹

揚
城

公
園

弘
前

市
弘

前
城

跡
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

59
青

森
県

八
戸

市
三

八
城

公
園

八
戸

市
三

八
城

公
園

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

60
青

森
県

青
森

県
致

遠
小

学
校

前
弘

前
市

弘
前

市
致

遠
小

学
校

昭
和

15
年

1940
仙

台
17

61
青

森
県

青
森

県
中

川
村

役
場

前
五

所
川

原
市

昭
和

15
年

1940
仙

台
17

62
青

森
県

青
森

県
浅

瀬
石

小
学

校
前

黒
石

市
黒

岩
市

立
浅

瀬
石

小
学

校
×

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。
18

は
「

青
森

県
浅

瀬
石

国
民

学
校

庭
」。

63
青

森
県

青
森

県
大

畑
町

役
場

前
む

つ
市

大
畑

町
本

町
付

近
昭

和
16

年
1941

仙
台

17, 18
17

の
設

立
年

は
昭

和
15

年
。

64
岩

手
県

盛
岡

市
物

産
館

前
盛

岡
市

昭
和

7
年

1932
高

9.3
尺

、
基

礎
混

凝
土

作
り

、
角

燈
籠

型
仙

台
8-17

65
岩

手
県

盛
岡

市
岩

手
公

園
盛

岡
市

岩
手

城
跡

公
園

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

66
岩

手
県

宮
古

市
役

場
前

宮
古

市
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

16
は

「
岩

手
県

宮
古

町
役

場
前

」。
昭

和
16

年
宮

古
市

成
立

。
67

岩
手

県
岩

手
県

一
ノ

関
町

役
場

前
一

関
市

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

68
岩

手
県

釜
石

市
役

所
前

釜
石

市
昭

和
16

年
1941

仙
台

18

69
宮

城
県

仙
台

市
桜

ケ
岡

公
園

仙
台

市
青

葉
区

西
公

園
昭

和
14

年
1939

仙
台

8, 16, 17

初
出

は
8（「

仙
台

桜
ケ

岡
公

園
」）

だ
が

，
以

降
に

記
載

は
み

ら
れ

ず
。

16，
17

に
再

出
。

70
宮

城
県

仙
台

市
霊

屋
下

仙
台

市
青

葉
区

霊
屋

下
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

71
宮

城
県

宮
城

県
白

石
町

益
岡

公
園

白
石

市
益

岡
公

園
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
17

の
「

盛
岡

公
園

」
は

誤
植

。
72

宮
城

県
宮

城
県

岩
沼

町
竹

駒
神

社
境

内
岩

沼
市

竹
駒

神
社

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

73
宮

城
県

宮
城

県
松

島
海

岸
公

園
広

場
宮

城
郡

松
島

町
昭

和
16

年
1941

仙
台

18
74

宮
城

県
宮

城
県

若
柳

町
神

社
境

内
栗

原
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

75
宮

城
県

宮
城

県
築

館
町

役
場

前
栗

原
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

76
宮

城
県

宮
城

県
佐

沼
町

役
場

脇
登

米
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

77
宮

城
県

宮
城

県
古

川
町

十
日

町
角

大
崎

市
昭

和
16

年
1941

仙
台

18

78
宮

城
県

宮
城

電
鉄

石
巻

駅
前

石
巻

市
JR

仙
石

線
石

巻
駅

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

79
宮

城
県

宮
城

県
角

田
町

役
場

前
角

田
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

80
宮

城
県

宮
城

県
丸

森
町

郵
便

局
前

伊
具

郡
丸

森
町

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

81
秋

田
県

秋
田

市
千

秋
公

園
秋

田
市

千
秋

公
園

×
昭

和
7

年
1932

高
9.3

尺
、

基
礎

混
凝

土
作

り
、

角
燈

籠
型

仙
台

8-17

82
秋

田
県

秋
田

県
土

崎
港

町
土

崎
公

園
秋

田
市

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

83
秋

田
県

秋
田

県
能

代
港

町
能

代
公

園
能

代
市

能
代

公
園

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

17
は

「
秋

田
県

能
代

市
能

代
公

園
」。

昭
和

15
年

能
代

市
成

立
。

84
秋

田
県

秋
田

県
大

館
郵

便
局

前
大

館
市

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

85
秋

田
県

秋
田

県
鷹

巣
町

公
会

堂
北

秋
田

市
昭

和
15

年
1940

仙
台

17
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86
秋

田
県

秋
田

県
稲

庭
町

小
学

校
内

湯
沢

市
湯

沢
市

立
稲

庭
小

学
校

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

18
は

「
秋

田
県

稲
庭

国
民

学
校

内
」。

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

87
秋

田
県

秋
田

県
矢

島
町

役
場

前
由

利
本

荘
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

88
秋

田
県

秋
田

県
船

川
郵

便
局

前
男

鹿
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
は

「
秋

田
県

船
川

町
郵

便
局

前
」。

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

89
秋

田
県

秋
田

県
花

輪
町

公
会

堂
鹿

角
市

花
輪

図
書

館
×

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

90
山

形
県

山
形

市
雁

島
公

園
山

形
市

山
形

市
役

所
庁

舎
の

西
付

近
昭

和
7

年
1932

高
9.3

尺
、

基
礎

混
凝

土
作

り
、

角
燈

籠
型

仙
台

8-17

91
山

形
県

米
沢

市
上

杉
神

社
境

内
米

沢
市

上
杉

神
社

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

92
山

形
県

鶴
岡

市
中

央
公

園
鶴

岡
市

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

93
山

形
県

酒
田

市
日

和
山

公
園

酒
田

市
日

和
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

94
山

形
県

山
形

県
上

ノ
山

町
駅

前
通

り
上

山
市

JR
か

み
の

や
ま

温
泉

駅
前

通
り

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

95
山

形
県

山
形

市
護

国
神

社
境

内
山

形
市

山
形

県
護

国
神

社
昭

和
16

年
1941

仙
台

16-18
16, 17

の
設

立
年

は
昭

和
14

年
。

96
山

形
県

山
形

市
第

二
公

園
山

形
市

第
二

公
園

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

97
山

形
県

米
沢

市
物

産
陳

列
所

前
米

沢
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

98
山

形
県

山
形

県
各

地
町

役
場

前
昭

和
16

年
1941

仙
台

18
99

山
形

県
山

形
県

新
庄

町
招

魂
社

境
内

新
庄

市
新

庄
護

国
神

社
昭

和
16

年
1941

仙
台

18
100

山
形

県
山

形
県

長
井

町
松

ヶ
池

公
園

長
井

市
松

ヶ
池

公
園

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

101
福

島
県

福
島

市
中

央
公

園
福

島
市

福
島

市
中

央
駐

車
場

昭
和

7
年

1932
高

9.3
尺

、
基

礎
混

凝
土

作
り

、
角

燈
籠

型
仙

台
8-17

102
福

島
県

福
島

市
紅

葉
山

公
園

福
島

市
紅

葉
山

公
園

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

103
福

島
県

若
松

市
物

産
陳

列
所

前
会

津
若

松
市

会
津

若
松

市
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

104
福

島
県

郡
山

市
安

積
国

造
神

社
境

内
郡

山
市

安
積

国
造

神
社

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

105
福

島
県

平
市

城
山

公
園

い
わ

き
市

磐
城

平
城

？
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
106

福
島

県
福

島
県

白
河

町
駅

前
通

白
河

市
JR

白
河

駅
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

107
福

島
県

福
島

県
二

本
松

町
二

本
松

神
社

境
内

二
本

松
市

二
本

松
神

社
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

108
福

島
県

福
島

県
原

町
三

島
神

社
境

内
南

相
馬

市
原

町
区

三
島

神
社

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
109

福
島

県
福

島
県

須
賀

川
町

妙
林

寺
境

内
須

賀
川

市
妙

林
寺

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

110
福

島
県

福
島

県
高

田
町

高
田

公
園

（
予

定
地

）
大

沼
郡

会
津

美
里

町
昭

和
14

年
1939

仙
台

16

111
福

島
県

福
島

県
中

村
町

馬
渡

公
園

相
馬

市
馬

陵
公

園
？

昭
和

15
年

1940
仙

台
17

「
馬

渡
公

園
」

は
馬

陵
公

園
の

誤
植

ヵ
。

112
福

島
県

福
島

県
石

川
町

神
社

脇
石

川
郡

石
川

町
石

都
々

古
和

気
神

社
？

昭
和

15
年

1940
仙

台
17



 ― 213 ― 

ラジオ塔についての覚書

86
秋

田
県

秋
田

県
稲

庭
町

小
学

校
内

湯
沢

市
湯

沢
市

立
稲

庭
小

学
校

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

18
は

「
秋

田
県

稲
庭

国
民

学
校

内
」。

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

87
秋

田
県

秋
田

県
矢

島
町

役
場

前
由

利
本

荘
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

88
秋

田
県

秋
田

県
船

川
郵

便
局

前
男

鹿
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
は

「
秋

田
県

船
川

町
郵

便
局

前
」。

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

89
秋

田
県

秋
田

県
花

輪
町

公
会

堂
鹿

角
市

花
輪

図
書

館
×

昭
和

16
年

1941
仙

台
17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

15
年

。

90
山

形
県

山
形

市
雁

島
公

園
山

形
市

山
形

市
役

所
庁

舎
の

西
付

近
昭

和
7

年
1932

高
9.3

尺
、

基
礎

混
凝

土
作

り
、

角
燈

籠
型

仙
台

8-17

91
山

形
県

米
沢

市
上

杉
神

社
境

内
米

沢
市

上
杉

神
社

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

92
山

形
県

鶴
岡

市
中

央
公

園
鶴

岡
市

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

93
山

形
県

酒
田

市
日

和
山

公
園

酒
田

市
日

和
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

94
山

形
県

山
形

県
上

ノ
山

町
駅

前
通

り
上

山
市

JR
か

み
の

や
ま

温
泉

駅
前

通
り

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

95
山

形
県

山
形

市
護

国
神

社
境

内
山

形
市

山
形

県
護

国
神

社
昭

和
16

年
1941

仙
台

16-18
16, 17

の
設

立
年

は
昭

和
14

年
。

96
山

形
県

山
形

市
第

二
公

園
山

形
市

第
二

公
園

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

97
山

形
県

米
沢

市
物

産
陳

列
所

前
米

沢
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

98
山

形
県

山
形

県
各

地
町

役
場

前
昭

和
16

年
1941

仙
台

18
99

山
形

県
山

形
県

新
庄

町
招

魂
社

境
内

新
庄

市
新

庄
護

国
神

社
昭

和
16

年
1941

仙
台

18
100

山
形

県
山

形
県

長
井

町
松

ヶ
池

公
園

長
井

市
松

ヶ
池

公
園

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

101
福

島
県

福
島

市
中

央
公

園
福

島
市

福
島

市
中

央
駐

車
場

昭
和

7
年

1932
高

9.3
尺

、
基

礎
混

凝
土

作
り

、
角

燈
籠

型
仙

台
8-17

102
福

島
県

福
島

市
紅

葉
山

公
園

福
島

市
紅

葉
山

公
園

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

103
福

島
県

若
松

市
物

産
陳

列
所

前
会

津
若

松
市

会
津

若
松

市
生

涯
学

習
総

合
セ

ン
タ

ー
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

104
福

島
県

郡
山

市
安

積
国

造
神

社
境

内
郡

山
市

安
積

国
造

神
社

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

105
福

島
県

平
市

城
山

公
園

い
わ

き
市

磐
城

平
城

？
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
106

福
島

県
福

島
県

白
河

町
駅

前
通

白
河

市
JR

白
河

駅
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17

107
福

島
県

福
島

県
二

本
松

町
二

本
松

神
社

境
内

二
本

松
市

二
本

松
神

社
×

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

108
福

島
県

福
島

県
原

町
三

島
神

社
境

内
南

相
馬

市
原

町
区

三
島

神
社

×
昭

和
14

年
1939

仙
台

16, 17
109

福
島

県
福

島
県

須
賀

川
町

妙
林

寺
境

内
須

賀
川

市
妙

林
寺

昭
和

14
年

1939
仙

台
16, 17

110
福

島
県

福
島

県
高

田
町

高
田

公
園

（
予

定
地

）
大

沼
郡

会
津

美
里

町
昭

和
14

年
1939

仙
台

16

111
福

島
県

福
島

県
中

村
町

馬
渡

公
園

相
馬

市
馬

陵
公

園
？

昭
和

15
年

1940
仙

台
17

「
馬

渡
公

園
」

は
馬

陵
公

園
の

誤
植

ヵ
。

112
福

島
県

福
島

県
石

川
町

神
社

脇
石

川
郡

石
川

町
石

都
々

古
和

気
神

社
？

昭
和

15
年

1940
仙

台
17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

113
福

島
県

福
島

県
小

名
浜

町
々

営
魚

市
場

外
側

い
わ

き
市

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

114
福

島
県

福
島

県
三

春
町

役
場

前
田

村
郡

三
春

町
昭

和
16

年
1941

仙
台

17, 18

17
の

設
立

年
は

昭
和

1
5

年
。

18
は

「
福

島
県

三
春

町
役

場
広

場
」。

115
福

島
県

福
島

県
石

川
国

民
学

校
前

石
川

郡
石

川
町

昭
和

16
年

1941
仙

台
18

116
福

島
県

福
島

県
本

宮
町

摩
利

支
天

境
内

本
宮

市
昭

和
16

年
1941

仙
台

18

117
茨

城
県

水
戸

市
大

悲
山

保
和

苑
桂

岸
寺

水
戸

市
二

十
三

夜
尊

桂
岸

寺
×

昭
和

15
年

1940
直

轄
16, 17

118
茨

城
県

日
立

市
弁

天
池

公
園

日
立

市
べ

ん
て

ん
い

け
児

童
公

園
昭

和
15

年
1940

直
轄

17

119
栃

木
県

宇
都

宮
市

二
荒

神
社

宇
都

宮
市

宇
都

宮
二

荒
山

神
社

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17

120
栃

木
県

栃
木

市
第

二
公

園
栃

木
市

第
二

公
園

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

17
121

栃
木

県
栃

木
県

佐
野

町
役

場
前

広
場

佐
野

市
昭

和
16

年
1941

直
轄

18
122

栃
木

県
足

利
市

足
利

公
園

足
利

市
足

利
公

園
×

昭
和

16
年

1941
直

轄
18

123
群

馬
県

前
橋

市
前

橋
公

園
前

橋
市

前
橋

市
中

央
児

童
遊

園
る

な
ぱ

あ
く

〇
昭

和
8

年
1933

高
15.6

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

燈
籠

型
直

轄
8-17

8
は

「
前

橋
市

」
の

み
。

124
群

馬
県

高
崎

市
高

崎
公

園
高

崎
市

高
崎

公
園

昭
和

15
年

1940
直

轄
16, 17

125
群

馬
県

桐
生

市
桐

生
ヶ

岡
公

園
桐

生
市

桐
生

が
岡

公
園

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

17

126
埼

玉
県

浦
和

市
調

宮
公

園
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
調

公
園

〇
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

の
表

記
「

調
官

公
園

」
は

誤
植

。
127

埼
玉

県
川

越
市

グ
ラ

ウ
ン

ド
川

越
市

昭
和

15
年

1940
直

轄
17

128
埼

玉
県

埼
玉

県
松

山
町

々
営

運
動

場
東

松
山

市
昭

和
16

年
1941

直
轄

18
129

千
葉

県
千

葉
市

千
葉

神
社

境
内

千
葉

市
中

央
区

千
葉

神
社

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

17

130
千

葉
県

千
葉

県
成

田
町

成
田

山
新

勝
寺

公
園

成
田

市
成

田
山

公
園

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17

131
東

京
都

東
京

市
隅

田
公

園
墨

田
区

隅
田

公
園

昭
和

7
年

1932
高

16.5
尺

、
ス

イ
ッ

チ
付

、
鉄

筋
混

凝
土

、
洋

型
直

轄
8-17

132
東

京
都

東
京

市
愛

宕
公

園
港

区
愛

宕
神

社
昭

和
12

年
1937

高
10

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

燈
籠

型
直

轄
13-17

133
東

京
都

東
京

市
佐

久
間

公
園

千
代

田
区

佐
久

間
公

園
×

昭
和

12
年

1937
高

12
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
洋

型
直

轄
13-17

134
東

京
都

東
京

市
大

島
公

園
江

東
区

？
昭

和
13

年
1938

直
轄

15-17
135

東
京

都
東

京
市

品
川

聖
蹟

公
園

品
川

区
聖

蹟
公

園
〇

昭
和

13
年

1938
直

轄
15-17

136
東

京
都

東
京

市
新

井
薬

師
公

園
中

野
区

新
井

薬
師

公
園

×
昭

和
13

年
1938

直
轄

15-17
137

東
京

都
東

京
市

日
比

谷
公

園
千

代
田

区
日

比
谷

公
園

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17

138
神

奈
川

県
横

浜
市

野
毛

山
公

園
横

浜
市

西
区

野
毛

山
公

園
〇

昭
和

7
年

1932
高

15.6
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
燈

籠
型

直
轄

8-17

139
神

奈
川

県
鎌

倉
市

八
幡

宮
境

内
鎌

倉
市

鶴
岡

八
幡

宮
？

昭
和

15
年

1940
直

轄
17

140
新

潟
県

新
潟

市
白

山
公

園
新

潟
市

中
央

区
白

山
公

園
〇

昭
和

7
年

1932
高

12
尺

、
混

凝
土

燈
籠

型
、

池
中

に
建

設
直

轄
8-17

141
新

潟
県

長
岡

市
武

徳
殿

前
長

岡
市

東
坂

之
上

町
1

付
近

昭
和

15
年

1940
直

轄
17

142
富

山
県

富
山

市
富

山
公

園
富

山
市

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
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143
富

山
県

高
岡

市
古

城
公

園
高

岡
市

高
岡

古
城

公
園

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
144

富
山

県
富

山
県

射
水

郡
伏

木
港

埠
頭

高
岡

市
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

145
石

川
県

金
沢

市
兼

六
公

園
金

沢
市

兼
六

園
〇

昭
和

8
年

1933
基

礎
鉄

筋
混

凝
土

、
木

製
屋

根
銅

葺
、

春
日

燈
籠

型
名

古
屋

8-17

146
石

川
県

金
沢

市
卯

辰
山

公
園

金
沢

市
卯

辰
山

公
園

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

147
石

川
県

石
川

県
鳳

至
郡

輪
島

町
役

場
前

輪
島

市
輪

島
市

ふ
れ

あ
い

健
康

セ
ン

タ
ー

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

148
石

川
県

石
川

県
能

美
郡

小
松

町
芦

城
公

園
小

松
市

芦
城

公
園

〇
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

149
石

川
県

石
川

県
江

沼
郡

山
中

町
総

湯
前

加
賀

市
山

中
温

泉
 

総
湯

・
菊

の
湯

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

150
石

川
県

石
川

県
石

川
郡

松
任

町
蕪

城
公

園
白

山
市

松
任

城
址

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

151
福

井
県

福
井

市
佐

佳
枝

神
社

福
井

市
佐

佳
枝

廼
社

×
昭

和
8

年
1933

高
8.3

尺
、

基
礎

鉄
筋

混
凝

土
、

上
部

木
製

、
春

日
燈

籠
型

名
古

屋
8-17

152
福

井
県

福
井

県
坂

井
郡

三
国

町
氷

川
神

社
坂

井
市

氷
川

神
社

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

153
福

井
県

福
井

県
丸

岡
町

霞
城

公
園

坂
井

市
霞

ヶ
城

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

154
福

井
県

福
井

県
今

立
郡

鯖
江

町
嚮

陽
公

園
鯖

江
市

西
山

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

155
福

井
県

敦
賀

市
市

役
所

前
敦

賀
市

市
民

文
化

セ
ン

タ
ー

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

156
福

井
県

福
井

県
遠

敷
郡

小
浜

町
小

浜
公

園
小

浜
市

小
浜

公
園

×
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

157
山

梨
県

甲
府

市
遊

亀
公

園
甲

府
市

遊
亀

公
園

×
昭

和
13

年
1938

直
轄

15-17

158
長

野
県

長
野

市
城

山
公

園
長

野
市

城
山

公
園

昭
和

8
年

1933
高

16.5
尺

、
ス

イ
ッ

チ
付

、
鉄

筋
混

凝
土

、
洋

型
直

轄
8-17

159
長

野
県

松
本

市
中

央
公

園
松

本
市

中
央

公
園

昭
和

15
年

1940
直

轄
16, 17

160
長

野
県

飯
田

市
飯

田
駅

前
飯

田
市

JR
飯

田
駅

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

161
長

野
県

長
野

県
諏

訪
郡

上
諏

訪
町

片
倉

会
館

前
諏

訪
市

片
倉

館
×

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

162
長

野
県

長
野

県
北

佐
久

郡
小

諸
町

小
諸

公
園

小
諸

市
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

163
長

野
県

上
田

市
公

園
広

場
上

田
市

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
164

長
野

県
岡

谷
市

役
所

横
岡

谷
市

旧
岡

谷
市

役
所

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
165

岐
阜

県
岐

阜
市

岐
阜

公
園

岐
阜

市
岐

阜
公

園
昭

和
8

年
1933

高
12

尺
、

木
造

ボ
ン

ボ
リ

型
名

古
屋

8-17
166

岐
阜

県
高

山
市

城
山

公
園

高
山

市
城

山
公

園
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

167
岐

阜
県

岐
阜

市
金

公
園

岐
阜

市
金

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
168

岐
阜

県
大

垣
市

大
垣

公
園

大
垣

市
大

垣
公

園
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

169
岐

阜
県

多
治

見
市

土
岐

川
畔

多
治

見
市

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

170
静

岡
県

静
岡

市
清

水
公

園
静

岡
市

葵
区

清
水

山
公

園
〇

昭
和

8
年

1933
高

15.6
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
燈

籠
型

直
轄

8-17

171
静

岡
県

静
岡

市
公

会
堂

前
静

岡
市

葵
区

葵
区

役
所

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17
172

静
岡

県
清

水
市

港
町

一
丁

目
静

岡
市

清
水

区
昭

和
15

年
1940

直
轄

17

173
静

岡
県

浜
松

市
五

社
神

社
浜

松
市

中
区

五
社

神
社

 諏
訪

神
社

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17

174
愛

知
県

名
古

屋
市

鶴
舞

公
園

名
古

屋
市

昭
和

区
鶴

舞
公

園
×

昭
和

8
年

1933
高

13
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
古

代
燈

籠
型

名
古

屋
8-17

175
愛

知
県

名
古

屋
市

笠
寺

観
音

名
古

屋
市

南
区

笠
寺

観
音

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17
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143

富
山

県
高

岡
市

古
城

公
園

高
岡

市
高

岡
古

城
公

園
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

144
富

山
県

富
山

県
射

水
郡

伏
木

港
埠

頭
高

岡
市

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

145
石

川
県

金
沢

市
兼

六
公

園
金

沢
市

兼
六

園
〇

昭
和

8
年

1933
基

礎
鉄

筋
混

凝
土

、
木

製
屋

根
銅

葺
、

春
日

燈
籠

型
名

古
屋

8-17

146
石

川
県

金
沢

市
卯

辰
山

公
園

金
沢

市
卯

辰
山

公
園

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

147
石

川
県

石
川

県
鳳

至
郡

輪
島

町
役

場
前

輪
島

市
輪

島
市

ふ
れ

あ
い

健
康

セ
ン

タ
ー

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

148
石

川
県

石
川

県
能

美
郡

小
松

町
芦

城
公

園
小

松
市

芦
城

公
園

〇
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

149
石

川
県

石
川

県
江

沼
郡

山
中

町
総

湯
前

加
賀

市
山

中
温

泉
 

総
湯

・
菊

の
湯

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

150
石

川
県

石
川

県
石

川
郡

松
任

町
蕪

城
公

園
白

山
市

松
任

城
址

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

151
福

井
県

福
井

市
佐

佳
枝

神
社

福
井

市
佐

佳
枝

廼
社

×
昭

和
8

年
1933

高
8.3

尺
、

基
礎

鉄
筋

混
凝

土
、

上
部

木
製

、
春

日
燈

籠
型

名
古

屋
8-17

152
福

井
県

福
井

県
坂

井
郡

三
国

町
氷

川
神

社
坂

井
市

氷
川

神
社

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

153
福

井
県

福
井

県
丸

岡
町

霞
城

公
園

坂
井

市
霞

ヶ
城

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

154
福

井
県

福
井

県
今

立
郡

鯖
江

町
嚮

陽
公

園
鯖

江
市

西
山

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

155
福

井
県

敦
賀

市
市

役
所

前
敦

賀
市

市
民

文
化

セ
ン

タ
ー

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

156
福

井
県

福
井

県
遠

敷
郡

小
浜

町
小

浜
公

園
小

浜
市

小
浜

公
園

×
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

157
山

梨
県

甲
府

市
遊

亀
公

園
甲

府
市

遊
亀

公
園

×
昭

和
13

年
1938

直
轄

15-17

158
長

野
県

長
野

市
城

山
公

園
長

野
市

城
山

公
園

昭
和

8
年

1933
高

16.5
尺

、
ス

イ
ッ

チ
付

、
鉄

筋
混

凝
土

、
洋

型
直

轄
8-17

159
長

野
県

松
本

市
中

央
公

園
松

本
市

中
央

公
園

昭
和

15
年

1940
直

轄
16, 17

160
長

野
県

飯
田

市
飯

田
駅

前
飯

田
市

JR
飯

田
駅

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

161
長

野
県

長
野

県
諏

訪
郡

上
諏

訪
町

片
倉

会
館

前
諏

訪
市

片
倉

館
×

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17

162
長

野
県

長
野

県
北

佐
久

郡
小

諸
町

小
諸

公
園

小
諸

市
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

163
長

野
県

上
田

市
公

園
広

場
上

田
市

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
164

長
野

県
岡

谷
市

役
所

横
岡

谷
市

旧
岡

谷
市

役
所

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
165

岐
阜

県
岐

阜
市

岐
阜

公
園

岐
阜

市
岐

阜
公

園
昭

和
8

年
1933

高
12

尺
、

木
造

ボ
ン

ボ
リ

型
名

古
屋

8-17
166

岐
阜

県
高

山
市

城
山

公
園

高
山

市
城

山
公

園
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

167
岐

阜
県

岐
阜

市
金

公
園

岐
阜

市
金

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18
168

岐
阜

県
大

垣
市

大
垣

公
園

大
垣

市
大

垣
公

園
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

169
岐

阜
県

多
治

見
市

土
岐

川
畔

多
治

見
市

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

170
静

岡
県

静
岡

市
清

水
公

園
静

岡
市

葵
区

清
水

山
公

園
〇

昭
和

8
年

1933
高

15.6
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
燈

籠
型

直
轄

8-17

171
静

岡
県

静
岡

市
公

会
堂

前
静

岡
市

葵
区

葵
区

役
所

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17
172

静
岡

県
清

水
市

港
町

一
丁

目
静

岡
市

清
水

区
昭

和
15

年
1940

直
轄

17

173
静

岡
県

浜
松

市
五

社
神

社
浜

松
市

中
区

五
社

神
社

 諏
訪

神
社

×
昭

和
15

年
1940

直
轄

16, 17

174
愛

知
県

名
古

屋
市

鶴
舞

公
園

名
古

屋
市

昭
和

区
鶴

舞
公

園
×

昭
和

8
年

1933
高

13
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
古

代
燈

籠
型

名
古

屋
8-17

175
愛

知
県

名
古

屋
市

笠
寺

観
音

名
古

屋
市

南
区

笠
寺

観
音

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

176
愛

知
県

名
古

屋
市

道
徳

公
園

名
古

屋
市

南
区

道
徳

公
園

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
177

愛
知

県
名

古
屋

市
東

別
院

名
古

屋
市

中
区

東
別

院
×

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
178

愛
知

県
名

古
屋

市
南

久
屋

公
園

名
古

屋
市

中
区

久
屋

大
通

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

179
愛

知
県

名
古

屋
市

上
名

古
屋

公
園

名
古

屋
市

西
区

上
名

古
屋

公
園

×
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

180
愛

知
県

瀬
戸

市
深

川
神

社
瀬

戸
市

深
川

神
社

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
181

愛
知

県
豊

橋
市

公
会

堂
前

豊
橋

市
豊

橋
市

公
会

堂
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

182
愛

知
県

愛
知

県
知

多
郡

新
舞

子
海

岸
知

多
市

新
舞

子
公

園
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

183
三

重
県

津
市

大
門

観
音

津
市

津
観

音
昭

和
15

年
1940

名
古

屋
17

184
三

重
県

松
阪

市
松

阪
公

園
松

阪
市

松
阪

公
園

昭
和

15
年

1940
名

古
屋

17
185

三
重

県
四

日
市

諏
訪

公
園

四
日

市
市

諏
訪

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

186
三

重
県

上
野

市
菅

原
神

社
伊

賀
市

菅
原

神
社

（
上

野
天

神
宮

）
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

187
三

重
県

桑
名

市
九

華
公

園
桑

名
市

九
華

公
園

昭
和

16
年

1941
名

古
屋

18

188
三

重
県

宇
治

山
田

市
公

会
堂

前
伊

勢
市

伊
勢

市
観

光
文

化
会

館
昭

和
16

年
1941

名
古

屋
18

189
滋

賀
県

大
津

市
長

等
公

園
大

津
市

長
等

公
園

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

190
滋

賀
県

大
津

市
石

山
寺

境
内

大
津

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
17

は
「

大
津

市
石

山
寺

公
園

」。
191

滋
賀

県
彦

根
市

護
国

神
社

彦
根

市
滋

賀
県

護
国

神
社

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
192

滋
賀

県
滋

賀
県

豊
公

園
長

浜
市

豊
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

193
滋

賀
県

滋
賀

県
堅

田
町

浮
御

堂
大

津
市

浮
御

堂
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
194

滋
賀

県
滋

賀
県

八
幡

町
公

園
内

近
江

八
幡

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

195
京

都
府

京
都

市
円

山
公

園
京

都
市

東
山

区
円

山
公

園
○

昭
和

7
年

1932
高

11.5
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
上

部
花

崗
岩

、
角

燈
籠

型
大

阪
8-17

10
の

「
丸

山
公

園
」

は
誤

植
。

196
京

都
府

京
都

市
船

岡
山

公
園

京
都

市
北

区
船

岡
山

公
園

○
昭

和
10

年
1935

高
10

尺
、

箱
型

鉄
筋

作
り

（
京

都
市

建
設

、
受

信
機

の
み

貸
付

）
大

阪
11-17

15, 16, 17
は

「
京

都
市

船
岡

公
園

」。
16, 17

で
は

，
設

立
年

を
昭

和
7

年
と

し
て

い
る

が
，

船
岡

山
公

園
の

設
置

が
昭

和
10

年
で

あ
る

た
め

，
15

以
前

の
設

立
年

を
採

用
し

た
。

197
京

都
府

京
都

市
橘

児
童

公
園

京
都

市
上

京
区

橘
公

園
○

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

198
京

都
府

京
都

市
二

条
公

園
京

都
市

上
京

区
二

条
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

199
京

都
府

京
都

市
小

坂
公

園
京

都
市

下
京

区
小

坂
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

200
京

都
府

京
都

府
八

瀬
公

園
京

都
市

左
京

区
ケ

ー
ブ

ル
八

瀬
駅

近
く

○
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

201
京

都
府

舞
鶴

市
舞

鶴
公

園
舞

鶴
市

舞
鶴

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
16

は
「

舞
鶴

市
舞

鶴
市

公
園

」。
202

京
都

府
福

知
山

市
御

霊
神

社
福

知
山

市
御

霊
神

社
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

203
京

都
府

京
都

府
宮

津
町

天
ノ

橋
立

宮
津

市
天

橋
立

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
204

京
都

府
京

都
市

西
本

願
寺

児
童

公
園

京
都

市
下

京
区

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

205
京

都
府

東
舞

鶴
市

白
糸

浜
神

社
境

内
舞

鶴
市

白
糸

浜
神

社
×

昭
和

16
年

1941
大

阪
18
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206
大

阪
府

大
阪

市
天

王
寺

公
園

大
阪

市
天

王
寺

区
天

王
寺

公
園

×
昭

和
5

年
1930

高
12.2

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
粟

石
作

り
、

角
燈

籠
型

大
阪

8-17

207
大

阪
府

大
阪

市
住

吉
公

園
大

阪
市

住
之

江
区

住
吉

公
園

○
（

再
建

）
昭

和
8

年
1933

高
11.5

尺
、

人
造

研
出

磨
、

上
部

紫
雲

石
、

角
燈

籠
型

大
阪

8-17

208
大

阪
府

堺
市

大
浜

公
園

堺
市

堺
区

大
浜

公
園

○
昭

和
8

年
1933

高
9.5

尺
、

鉄
筋

粟
石

作
り

、
箱

型
大

阪
8-17

209
大

阪
府

大
阪

市
大

手
前

公
園

大
阪

市
中

央
区

大
阪

城
公

園
○

昭
和

13
年

1938
大

阪
15-17

210
大

阪
府

大
阪

市
真

田
山

公
園

大
阪

市
天

王
寺

区
真

田
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

211
大

阪
府

大
阪

市
上

六
公

園
大

阪
市

天
王

寺
区

大
阪

市
天

王
寺

区
上

本
町

6
丁

目
2

付
近

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

212
大

阪
府

大
阪

市
十

三
公

園
大

阪
市

淀
川

区
十

三
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

213
大

阪
府

大
阪

市
此

花
公

園
大

阪
市

此
花

区
此

花
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

214
大

阪
府

大
阪

市
西

九
条

公
園

大
阪

市
此

花
区

西
九

条
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

215
大

阪
府

大
阪

市
万

代
池

公
園

大
阪

市
住

吉
区

万
代

池
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

216
大

阪
府

大
阪

市
城

北
公

園
大

阪
市

旭
区

城
北

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
217

大
阪

府
大

阪
市

森
小

路
公

園
大

阪
市

旭
区

森
小

路
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

218
大

阪
府

大
阪

市
股

ヶ
池

公
園

大
阪

市
阿

倍
野

区
桃

ヶ
池

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
219

大
阪

府
大

阪
市

平
野

公
園

大
阪

市
平

野
区

平
野

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

220
大

阪
府

大
阪

府
箕

面
公

園
箕

面
市

箕
面

公
園

　
瀧

安
寺

○
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

221
大

阪
府

布
施

市
小

坂
公

園
東

大
阪

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

222
大

阪
府

岸
和

田
市

役
所

跡
岸

和
田

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
16

は
「

岸
和

田
市

岸
和

田
市

役
所

跡
」。

223
大

阪
府

豊
中

市
小

公
園

豊
中

市
大

曽
公

園
○

（
柱

の
み

）
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
16

は
「

豊
中

市
豊

中
小

公
園

」。
224

大
阪

府
池

田
市

公
会

堂
前

広
場

池
田

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
225

大
阪

府
大

阪
市

高
松

公
園

大
阪

市
阿

倍
野

区
高

松
公

園
×

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

226
大

阪
府

大
阪

府
姫

島
公

園
大

阪
市

西
淀

川
区

姫
島

公
園

×
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
227

大
阪

府
吹

田
市

高
浜

神
社

境
内

吹
田

市
高

浜
遊

園
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
228

大
阪

府
大

阪
府

泉
殿

神
社

境
内

吹
田

市
泉

殿
宮

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

229
大

阪
府

大
阪

府
高

槻
町

役
場

前
広

場
高

槻
市

高
槻

市
大

手
町

3
付

近
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

230
大

阪
府

大
阪

市
南

海
電

車
沿

線
長

野
河

内
長

野
市

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

231
大

阪
府

大
阪

市
南

海
電

車
沿

線
淡

輪
泉

南
郡

岬
町

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

232
大

阪
府

大
阪

府
香

里
成

田
山

公
園

寝
屋

川
市

成
田

山
大

阪
別

院
○

昭
和

15
年

1940
大

阪
18

設
置

年
は

銘
板

か
ら

判
断

し
た

。

233
兵

庫
県

神
戸

市
湊

川
公

園
神

戸
市

兵
庫

区
湊

川
公

園
×

昭
和

6
年

1931
高

15
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
ミ

ゼ
ッ

ト
型

大
阪

8-17

234
兵

庫
県

尼
崎

市
庄

下
川

畔
公

園
尼

崎
市

尼
崎

城
址

公
園

、
市

立
尼

崎
中

央
図

書
館

付
近

×
昭

和
12

年
1937

高
13

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

（
尼

崎
市

建
設

、
受

信
機

当
局

寄
贈

）
大

阪
12-17

現
在

の
立

地
は

［
吉

井
2008］

に
よ

る
。

235
兵

庫
県

明
石

市
中

崎
遊

園
地

明
石

市
中

崎
遊

園
地

〇
昭

和
12

年
1937

高
13

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

（
明

石
市

建
設

、
受

信
機

寄
贈

）
大

阪
13-17

236
兵

庫
県

姫
路

市
姫

山
公

園
姫

路
市

姫
山

公
園

×
昭

和
13

年
1938

大
阪

15-17
237

兵
庫

県
神

戸
市

東
遊

園
地

神
戸

市
中

央
区

東
遊

園
地

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
238

兵
庫

県
兵

庫
県

宝
塚

公
園

宝
塚

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
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206

大
阪

府
大

阪
市

天
王

寺
公

園
大

阪
市

天
王

寺
区

天
王

寺
公

園
×

昭
和

5
年

1930
高

12.2
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

粟
石

作
り

、
角

燈
籠

型
大

阪
8-17

207
大

阪
府

大
阪

市
住

吉
公

園
大

阪
市

住
之

江
区

住
吉

公
園

○
（

再
建

）
昭

和
8

年
1933

高
11.5

尺
、

人
造

研
出

磨
、

上
部

紫
雲

石
、

角
燈

籠
型

大
阪

8-17

208
大

阪
府

堺
市

大
浜

公
園

堺
市

堺
区

大
浜

公
園

○
昭

和
8

年
1933

高
9.5

尺
、

鉄
筋

粟
石

作
り

、
箱

型
大

阪
8-17

209
大

阪
府

大
阪

市
大

手
前

公
園

大
阪

市
中

央
区

大
阪

城
公

園
○

昭
和

13
年

1938
大

阪
15-17

210
大

阪
府

大
阪

市
真

田
山

公
園

大
阪

市
天

王
寺

区
真

田
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

211
大

阪
府

大
阪

市
上

六
公

園
大

阪
市

天
王

寺
区

大
阪

市
天

王
寺

区
上

本
町

6
丁

目
2

付
近

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

212
大

阪
府

大
阪

市
十

三
公

園
大

阪
市

淀
川

区
十

三
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

213
大

阪
府

大
阪

市
此

花
公

園
大

阪
市

此
花

区
此

花
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

214
大

阪
府

大
阪

市
西

九
条

公
園

大
阪

市
此

花
区

西
九

条
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

215
大

阪
府

大
阪

市
万

代
池

公
園

大
阪

市
住

吉
区

万
代

池
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

216
大

阪
府

大
阪

市
城

北
公

園
大

阪
市

旭
区

城
北

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
217

大
阪

府
大

阪
市

森
小

路
公

園
大

阪
市

旭
区

森
小

路
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

218
大

阪
府

大
阪

市
股

ヶ
池

公
園

大
阪

市
阿

倍
野

区
桃

ヶ
池

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
219

大
阪

府
大

阪
市

平
野

公
園

大
阪

市
平

野
区

平
野

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

220
大

阪
府

大
阪

府
箕

面
公

園
箕

面
市

箕
面

公
園

　
瀧

安
寺

○
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

221
大

阪
府

布
施

市
小

坂
公

園
東

大
阪

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

222
大

阪
府

岸
和

田
市

役
所

跡
岸

和
田

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
16

は
「

岸
和

田
市

岸
和

田
市

役
所

跡
」。

223
大

阪
府

豊
中

市
小

公
園

豊
中

市
大

曽
公

園
○

（
柱

の
み

）
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
16

は
「

豊
中

市
豊

中
小

公
園

」。
224

大
阪

府
池

田
市

公
会

堂
前

広
場

池
田

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
225

大
阪

府
大

阪
市

高
松

公
園

大
阪

市
阿

倍
野

区
高

松
公

園
×

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

226
大

阪
府

大
阪

府
姫

島
公

園
大

阪
市

西
淀

川
区

姫
島

公
園

×
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
227

大
阪

府
吹

田
市

高
浜

神
社

境
内

吹
田

市
高

浜
遊

園
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
228

大
阪

府
大

阪
府

泉
殿

神
社

境
内

吹
田

市
泉

殿
宮

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

229
大

阪
府

大
阪

府
高

槻
町

役
場

前
広

場
高

槻
市

高
槻

市
大

手
町

3
付

近
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

230
大

阪
府

大
阪

市
南

海
電

車
沿

線
長

野
河

内
長

野
市

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

231
大

阪
府

大
阪

市
南

海
電

車
沿

線
淡

輪
泉

南
郡

岬
町

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

232
大

阪
府

大
阪

府
香

里
成

田
山

公
園

寝
屋

川
市

成
田

山
大

阪
別

院
○

昭
和

15
年

1940
大

阪
18

設
置

年
は

銘
板

か
ら

判
断

し
た

。

233
兵

庫
県

神
戸

市
湊

川
公

園
神

戸
市

兵
庫

区
湊

川
公

園
×

昭
和

6
年

1931
高

15
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
ミ

ゼ
ッ

ト
型

大
阪

8-17

234
兵

庫
県

尼
崎

市
庄

下
川

畔
公

園
尼

崎
市

尼
崎

城
址

公
園

、
市

立
尼

崎
中

央
図

書
館

付
近

×
昭

和
12

年
1937

高
13

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

（
尼

崎
市

建
設

、
受

信
機

当
局

寄
贈

）
大

阪
12-17

現
在

の
立

地
は

［
吉

井
2008］

に
よ

る
。

235
兵

庫
県

明
石

市
中

崎
遊

園
地

明
石

市
中

崎
遊

園
地

〇
昭

和
12

年
1937

高
13

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

（
明

石
市

建
設

、
受

信
機

寄
贈

）
大

阪
13-17

236
兵

庫
県

姫
路

市
姫

山
公

園
姫

路
市

姫
山

公
園

×
昭

和
13

年
1938

大
阪

15-17
237

兵
庫

県
神

戸
市

東
遊

園
地

神
戸

市
中

央
区

東
遊

園
地

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
238

兵
庫

県
兵

庫
県

宝
塚

公
園

宝
塚

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

239
兵

庫
県

洲
本

市
三

熊
公

園
洲

本
市

大
浜

公
園

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

240
兵

庫
県

兵
庫

県
甲

子
園

球
場

前
西

宮
市

甲
子

園
球

場
前

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
241

兵
庫

県
神

戸
市

須
磨

浦
公

園
神

戸
市

須
磨

区
須

磨
浦

公
園

×
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

242
兵

庫
県

神
戸

市
再

度
山

公
園

神
戸

市
中

央
区

諏
訪

山
公

園
○

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

現
在

の
立

地
は

［
吉

井
2012］

に
よ

る
。

243
兵

庫
県

兵
庫

県
有

馬
町

役
場

前
広

場
神

戸
市

北
区

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

244
兵

庫
県

兵
庫

県
六

甲
山

公
園

昭
和

15
年

1940
大

阪
16, 17

［
柴

田
2014］

に
よ

り
設

置
年

を
昭

和
14

年
か

ら
昭

和
15

年
に

修
正

。
245

兵
庫

県
西

宮
市

阪
急

沿
線

西
宮

西
宮

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
246

兵
庫

県
伊

丹
市

阪
急

沿
線

伊
丹

伊
丹

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
247

兵
庫

県
伊

丹
市

阪
急

沿
線

夙
川

畔
伊

丹
市

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

248
兵

庫
県

兵
庫

県
阪

急
沿

線
武

庫
川

畔
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
249

兵
庫

県
西

宮
市

役
所

前
公

園
西

宮
市

昭
和

16
年

1941
大

阪
18

250
奈

良
県

奈
良

市
奈

良
公

園
奈

良
市

奈
良

公
園

猿
沢

池
の

畔
×

昭
和

6
年

1931
高

12.2
尺

、
木

製
春

日
燈

籠
型

大
阪

8-17

251
奈

良
県

奈
良

県
あ

や
め

ヶ
池

奈
良

市
菖

浦
池

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

252
奈

良
県

奈
良

県
生

駒
公

園
生

駒
市

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

253
奈

良
県

奈
良

県
御

所
町

小
公

園
御

所
市

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

254
奈

良
県

奈
良

県
本

町
公

園
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
255

奈
良

県
奈

良
県

吉
野

山
公

園
吉

野
郡

吉
野

町
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
256

奈
良

県
奈

良
県

高
田

町
公

園
内

大
和

高
田

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

257
奈

良
県

奈
良

県
郡

山
町

五
軒

屋
敷

西
川

提
塘

大
和

郡
山

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
「

提
」

は
堤

の
誤

植
ヵ

。

258
奈

良
県

奈
良

県
丹

波
市

町
川

原
城

新
地

堤
防

天
理

市
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

259
奈

良
県

奈
良

県
磯

城
郡

田
原

本
町

関
急

駅
前

磯
城

郡
田

原
本

町
近

畿
日

本
鉄

道
田

原
本

駅
昭

和
16

年
1941

大
阪

18

260
和

歌
山

県
和

歌
山

市
和

歌
山

公
園

和
歌

山
市

和
歌

山
城

公
園

×
昭

和
8

年
1933

高
11.5

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

粟
石

目
潰

砂
利

作
り

、
角

燈
籠

型
大

阪
8-17

261
和

歌
山

県
和

歌
山

市
和

歌
浦

公
園

和
歌

山
市

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

262
和

歌
山

県
海

南
市

天
香

山
公

園
海

南
市

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

263
和

歌
山

県
和

歌
山

県
田

辺
町

公
園

田
辺

市
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17
264

和
歌

山
県

和
歌

山
市

紀
三

井
山

護
国

院
和

歌
山

市
紀

三
井

寺
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

265
和

歌
山

県
和

歌
山

県
加

太
町

淡
島

神
社

境
内

和
歌

山
市

淡
嶋

神
社

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

266
和

歌
山

県
和

歌
山

県
御

坊
町

小
竹

八
幡

神
社

境
内

御
坊

市
小

竹
八

幡
神

社
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

267
和

歌
山

県
和

歌
山

県
高

野
山

金
剛

寺
前

広
場

伊
都

郡
高

野
町

金
剛

峯
寺

昭
和

16
年

1941
大

阪
18

268
鳥

取
県

鳥
取

市
久

松
公

園
鳥

取
市

久
松

公
園

×
昭

和
8

年
1933

高
9.5

尺
、

鉄
筋

粟
石

作
り

、
箱

型
大

阪
10-17
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269
鳥

取
県

米
子

市
錦

公
園

米
子

市
湊

山
公

園
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

17
に

「
島

根
県

米
子

市
錦

公
園

」
と

あ
る

の
は

鳥
取

県
の

誤
植

ヵ
。

270
鳥

取
県

鳥
取

県
倉

吉
町

打
吹

公
園

倉
吉

市
打

吹
公

園
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。
271

鳥
取

県
鳥

取
県

青
谷

町
鳥

取
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

272
鳥

取
県

鳥
取

県
境

町
栄

町
空

地
境

港
市

境
港

市
栄

町
昭

和
15

年
1940

広
島

17

273
鳥

取
県

鳥
取

県
八

頭
郡

智
頭

町
々

役
場

横
八

頭
郡

智
頭

町
下

町
公

民
館

昭
和

16
年

1941
広

島
18

274
島

根
県

松
江

市
城

山
公

園
松

江
市

松
江

城
山

公
園

○
（

移
転

）
昭

和
8

年
1933

高
9.9

尺
、

幅
5.3

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

燈
籠

型
広

島
8-17

8
は

「
建

設
中

」
と

あ
り

。
9

は
設

置
年

記
載

な
し

。
設

置
年

は
『

松
陽

新
報

』
1933

年
2

月
24

日
，

同
年

5
月

25
日

，
同

27
日

記
事

よ
り

昭
和

7
年

か
ら

昭
和

8
年

に
修

正
。

275
島

根
県

島
根

県
大

社
町

大
社

外
苑

出
雲

市
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

276
島

根
県

島
根

県
出

雲
町

亨
楽

園
出

雲
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
今

市
町

享
楽

園
」。

277
島

根
県

島
根

県
安

来
町

安
来

公
園

安
来

市
安

来
公

園
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

278
島

根
県

島
根

県
益

田
町

中
央
広

園
益

田
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
益

田
町

中
央

広
場

」。

279
島

根
県

浜
田

町
中

央
広

場
浜

田
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

17
に

「
山

口
県

浜
田

町
中

央
広

場
」

と
あ

る
の

は
島

根
県

の
誤

植
ヵ

。

280
島

根
県

島
根

県
美

保
関

町
美

保
関

神
社

境
内

松
江

市
美

保
神

社
昭

和
15

年
1940

広
島

17

281
島

根
県

島
根

県
平

手
町

平
田

神
社

神
苑

出
雲

市
宇

美
神

社
昭

和
15

年
1940

広
島

17

282
島

根
県

島
根

県
津

和
野

町
津

和
野

神
社

境
内

鹿
足

郡
津

和
野

町
昭

和
15

年
1940

広
島

17

283
島

根
県

島
根

県
能

義
郡

広
瀬

町
公

会
堂

横
道

路
安

来
市

昭
和

16
年

1941
広

島
18

284
島

根
県

島
根

県
浜

田
市

古
城

山
護

国
神

社
境

内
浜

田
市

浜
田

護
国

神
社

昭
和

16
年

1941
広

島
18

285
島

根
県

島
根

県
周

吉
郡

西
郷

町
水

祖
神

社
境

内
隠

岐
郡

隠
岐

の
島

町
水

祖
神

社
昭

和
16

年
1941

広
島

18

286
岡

山
県

津
山

市
鶴

山
公

園
津

山
市

鶴
山

公
園

×
昭

和
10

年
1935

高
8

尺
、

木
骨

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

、
外

部
リ

シ
ン

塗
ク

リ
ー

ム
色

（
津

山
市

建
設

、
受

信
機

の
み

貸
付

）

大
阪

11-17
16, 17

の
「

津
山

市
鶴

町
公

園
」

は
誤

植
。
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269
鳥

取
県

米
子

市
錦

公
園

米
子

市
湊

山
公

園
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

17
に

「
島

根
県

米
子

市
錦

公
園

」
と

あ
る

の
は

鳥
取

県
の

誤
植

ヵ
。

270
鳥

取
県

鳥
取

県
倉

吉
町

打
吹

公
園

倉
吉

市
打

吹
公

園
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。
271

鳥
取

県
鳥

取
県

青
谷

町
鳥

取
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

272
鳥

取
県

鳥
取

県
境

町
栄

町
空

地
境

港
市

境
港

市
栄

町
昭

和
15

年
1940

広
島

17

273
鳥

取
県

鳥
取

県
八

頭
郡

智
頭

町
々

役
場

横
八

頭
郡

智
頭

町
下

町
公

民
館

昭
和

16
年

1941
広

島
18

274
島

根
県

松
江

市
城

山
公

園
松

江
市

松
江

城
山

公
園

○
（

移
転

）
昭

和
8

年
1933

高
9.9

尺
、

幅
5.3

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

燈
籠

型
広

島
8-17

8
は

「
建

設
中

」
と

あ
り

。
9

は
設

置
年

記
載

な
し

。
設

置
年

は
『

松
陽

新
報

』
1933

年
2

月
24

日
，

同
年

5
月

25
日

，
同

27
日

記
事

よ
り

昭
和

7
年

か
ら

昭
和

8
年

に
修

正
。

275
島

根
県

島
根

県
大

社
町

大
社

外
苑

出
雲

市
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

276
島

根
県

島
根

県
出

雲
町

亨
楽

園
出

雲
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
今

市
町

享
楽

園
」。

277
島

根
県

島
根

県
安

来
町

安
来

公
園

安
来

市
安

来
公

園
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

278
島

根
県

島
根

県
益

田
町

中
央
広

園
益

田
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
益

田
町

中
央

広
場

」。

279
島

根
県

浜
田

町
中

央
広

場
浜

田
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

17
に

「
山

口
県

浜
田

町
中

央
広

場
」

と
あ

る
の

は
島

根
県

の
誤

植
ヵ

。

280
島

根
県

島
根

県
美

保
関

町
美

保
関

神
社

境
内

松
江

市
美

保
神

社
昭

和
15

年
1940

広
島

17

281
島

根
県

島
根

県
平

手
町

平
田

神
社

神
苑

出
雲

市
宇

美
神

社
昭

和
15

年
1940

広
島

17

282
島

根
県

島
根

県
津

和
野

町
津

和
野

神
社

境
内

鹿
足

郡
津

和
野

町
昭

和
15

年
1940

広
島

17

283
島

根
県

島
根

県
能

義
郡

広
瀬

町
公

会
堂

横
道

路
安

来
市

昭
和

16
年

1941
広

島
18

284
島

根
県

島
根

県
浜

田
市

古
城

山
護

国
神

社
境

内
浜

田
市

浜
田

護
国

神
社

昭
和

16
年

1941
広

島
18

285
島

根
県

島
根

県
周

吉
郡

西
郷

町
水

祖
神

社
境

内
隠

岐
郡

隠
岐

の
島

町
水

祖
神

社
昭

和
16

年
1941

広
島

18

286
岡

山
県

津
山

市
鶴

山
公

園
津

山
市

鶴
山

公
園

×
昭

和
10

年
1935

高
8

尺
、

木
骨

混
凝

土
、

角
燈

籠
型

、
外

部
リ

シ
ン

塗
ク

リ
ー

ム
色

（
津

山
市

建
設

、
受

信
機

の
み

貸
付

）

大
阪

11-17
16, 17

の
「

津
山

市
鶴

町
公

園
」

は
誤

植
。
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

287
岡

山
県

岡
山

市
大

藤
公

園
岡

山
市

北
区

ピ
ュ

ア
リ

テ
ィ

ま
き

び
第

二
駐

車
場

〇
（

移
転

）
昭

和
14

年
1939

大
阪

15-17
16, 17

の
「

岡
山

市
大

藪
公

園
」

は
誤

植
。

288
岡

山
県

岡
山

県
高

松
町

稲
荷

神
社

境
内

岡
山

市
北

区
最

上
稲

荷
〇

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。
289

岡
山

県
岡

山
市

東
山

公
園

岡
山

市
中

区
東

山
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

290
岡

山
県

岡
山

県
西

大
寺

町
西

大
寺

境
内

岡
山

市
東

区
西

大
寺

観
音

院
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

291
岡

山
県

岡
山

県
高

梁
町

報
国

ラ
ヂ

オ
体

操
会

場
高

梁
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。

292
岡

山
県

岡
山

県
笠

岡
町

渡
船

場
笠

岡
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。
293

岡
山

県
倉

敷
市

鶴
形

公
園

倉
敷

市
鶴

形
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
294

岡
山

県
岡

山
県

総
社

町
総

社
宮

境
内

総
社

市
総

社
宮

×
昭

和
15

年
1940

広
島

17
295

岡
山

県
岡

山
県

片
上

町
備

前
市

×
昭

和
15

年
1940

広
島

17

296
岡

山
県

岡
山

市
上

伊
福

津
倉

町
上

伊
福

西
公

園
岡

山
市

北
区

上
伊

福
西

公
園

〇
昭

和
16

年
1941

広
島

18

297
岡

山
県

岡
山

市
石

関
町

岡
山

神
社

境
内

岡
山

市
北

区
岡

山
神

社
×

昭
和

16
年

1941
広

島
18

298
広

島
県

呉
市

二
河

公
園

呉
市

二
河

公
園

×
昭

和
7

年
1932

高
9.9

尺
、

幅
5.3

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

燈
籠

型
広

島
8-17

299
広

島
県

広
島

市
招

魂
社

外
苑

広
島

市
中

区
広

島
市

青
少

年
セ

ン
タ

ー
昭

和
8

年
1933

高
14.6

尺
、

燈
籠

型
広

島
8-17

8
は

「
建

設
中

」
と

あ
り

。
300

広
島

県
広

島
市

比
治

山
公

園
広

島
市

南
区

比
治

山
公

園
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

301
広

島
県

三
原

市
々

営
グ

ラ
ウ

ン
ド

三
原

市
三

原
赤

十
字

病
院

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

302
広

島
県

広
島

県
府

中
町

神
社

境
内

安
芸

郡
府

中
町

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。

303
広

島
県

広
島

県
厳

島
町

宝
物

館
前

廿
日

市
市

厳
島

神
社

宝
物

館
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

304
広

島
県

福
山

市
遊

園
地

福
山

市
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

305
広

島
県

広
島

県
鞆

町
渡

船
場

福
山

市
鞆

の
浦

港
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。

306
広

島
県

広
島

県
竹

原
町

々
役

場
前

竹
原

市
道

の
駅

た
け

は
ら

駐
車

場
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。

307
広

島
県

広
島

県
忠

海
町

中
央

広
場

竹
原

市
忠

海
公

民
館

付
近

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

308
広

島
県

尾
道

市
千

光
寺

公
園

尾
道

市
千

光
寺

公
園

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

309
広

島
県

広
島

県
三

次
町

松
原

公
園

三
次

市
住

吉
神

社
付

近
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

17
の

「
杉

原
公

園
」

は
誤

植
。

16
は

県
名

表
記

な
し

。

310
広

島
県

広
島

県
三

津
町

公
園

東
広

島
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
三

津
町

公
園

内
」。

311
広

島
県

広
島

市
東

練
兵

場
広

島
市

東
区

広
島

駅
北

側
付

近
昭

和
15

年
1940

広
島

17
312

広
島

県
広

島
県

東
城

町
駅

前
広

場
庄

原
市

JR
東

城
駅

前
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

313
広

島
県

広
島

県
甲

山
町

高
野

山
公

園
世

羅
郡

世
羅

町
昭

和
15

年
1940

広
島

17

314
広

島
県

広
島

県
木

之
江

町
々

役
場

前
広

場
豊

田
郡

大
崎

上
島

町
竹

原
警

察
署

木
江

交
番

の
駐

車
場

×
昭

和
15

年
1940

広
島

17
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315
広

島
県

広
島

県
吉

田
町

々
役

場
前

安
芸

高
田

市
安

芸
高

田
市

社
会

福
祉

協
議

会
吉

田
支

所
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

316
広

島
県

広
島

市
観

音
町

総
合

鍛
錬

場
広

島
市

西
区

広
島

市
西

区
観

音
町

？
昭

和
16

年
1941

広
島

18

317
広

島
県

広
島

県
安

佐
郡

可
部

町
中

央
広

場
広

島
市

安
佐

北
区

昭
和

16
年

1941
広

島
18

318
山

口
県

下
関

市
赤

間
宮

境
内

下
関

市
赤

間
神

宮
昭

和
11

年
1936

高
11

尺
、

燈
籠

型
、

花
崗

石
（

関
門

講
演

会
建

設
、

受
信

機
寄

贈
）

広
島

12-17

319
山

口
県

山
口

市
湯

田
公

園
山

口
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

320
山

口
県

下
関

市
亀

山
神

社
境

内
下

関
市

亀
山

八
幡

宮
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
321

山
口

県
萩

市
々

営
グ

ラ
ウ

ン
ド

萩
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

322
山

口
県

徳
山

市
駅

前
徳

山
市

JR
徳

山
駅

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

323
山

口
県

宇
部

市
速

谷
神

社
境

内
宇

部
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
の

「
宇

都
市

」
は

宇
部

市
の

誤
植

。
324

山
口

県
岩

国
市

錦
帯

橋
畔

岩
国

市
錦

帯
橋

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

325
山

口
県

山
口

県
室

積
町

八
幡

宮
境

内
光

市
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

326
山

口
県

防
府

市
駅

前
防

府
市

JR
防

府
駅

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

327
山

口
県

宇
部

市
西

区
運

動
場

宇
部

市
昭

和
15

年
1940

広
島

17
328

山
口

県
宇

部
市

見
初

運
動

場
宇

部
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

329
山

口
県

山
口

県
厚

狭
町

駅
前

広
場

山
陽

小
野

田
市

JR
厚

狭
駅

昭
和

15
年

1940
広

島
17

330
山

口
県

山
口

県
小

野
田

町
役

場
裏

広
場

山
陽

小
野

田
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

331
山

口
県

山
口

県
深

川
町

湊
漁

業
組

合
広

場
長

門
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

332
山

口
県

山
口

県
下

松
市

駅
前

広
場

下
松

市
JR

下
松

駅
昭

和
16

年
1941

広
島

18

333
山

口
県

山
口

県
玖

珂
郡

柳
井

町
門

脇
会

館
前

柳
井

市
市

営
ま

ち
な

か
駐

車
場

×
昭

和
16

年
1941

広
島

18

334
徳

島
県

徳
島

市
徳

島
公

園
徳

島
市

徳
島

中
央

公
園

○
昭

和
8

年
1933

高
9.5

尺
、

箱
型

、
鉄

筋
粟

石
作

り
大

阪
8-17

335
徳

島
県

徳
島

市
眉

山
公

園
徳

島
市

眉
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

336
徳

島
県

徳
島

県
麻

植
郡

西
尾

村
江

川
遊

園
地

吉
野

川
市

吉
野

川
医

療
セ

ン
タ

ー
×

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

337
徳

島
県

徳
島

県
板

野
郡

撫
養

町
鳳

鳴
閣

前
広

場
鳴

門
市

阿
波

銀
行

鳴
門

支
店

×
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

338
徳

島
県

徳
島

県
勝

浦
郡

小
松

島
町

遊
園

地
小

松
島

市
昭

和
16

年
1941

大
阪

18

339
香

川
県

香
川

県
三

豊
郡

仁
尾

町
遊

園
地

三
豊

市
塩

釜
神

社
○

昭
和

10
年

1935
角

燈
籠

型
（

同
町

塩
田

忠
左

衛
門

氏
建

設
）

大
阪

11-17
15-17

は
「

香
川

県
三

豊
郡

仁
尾

遊
園

地
」。

340
香

川
県

香
川

県
多

度
津

町
桃

陵
公

園
仲

多
度

郡
多

度
津

町
桃

陵
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16

341
香

川
県

香
川

県
観

音
寺

町
琴

弾
公

園
観

音
寺

市
琴

弾
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

342
香

川
県

高
松

市
栗

林
公

園
高

工
奨

励
館

前
高

松
市

商
工

奨
励

館
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

「
高

」
は

商
の

誤
植

ヵ
。

343
香

川
県

高
松

市
八

幡
宮

絵
馬

堂
横

高
松

市
石

清
尾

八
幡

宮
？

昭
和

15
年

1940
広

島
17

344
香

川
県

香
川

県
平

井
町

大
字

平
木

広
場

木
田

郡
三

木
町

昭
和

15
年

1940
広

島
17

345
香

川
県

香
川

県
坂

出
町

広
場

銅
像

横
坂

出
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17
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315
広

島
県

広
島

県
吉

田
町

々
役

場
前

安
芸

高
田

市
安

芸
高

田
市

社
会

福
祉

協
議

会
吉

田
支

所
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

316
広

島
県

広
島

市
観

音
町

総
合

鍛
錬

場
広

島
市

西
区

広
島

市
西

区
観

音
町

？
昭

和
16

年
1941

広
島

18

317
広

島
県

広
島

県
安

佐
郡

可
部

町
中

央
広

場
広

島
市

安
佐

北
区

昭
和

16
年

1941
広

島
18

318
山

口
県

下
関

市
赤

間
宮

境
内

下
関

市
赤

間
神

宮
昭

和
11

年
1936

高
11

尺
、

燈
籠

型
、

花
崗

石
（

関
門

講
演

会
建

設
、

受
信

機
寄

贈
）

広
島

12-17

319
山

口
県

山
口

市
湯

田
公

園
山

口
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

320
山

口
県

下
関

市
亀

山
神

社
境

内
下

関
市

亀
山

八
幡

宮
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
321

山
口

県
萩

市
々

営
グ

ラ
ウ

ン
ド

萩
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

322
山

口
県

徳
山

市
駅

前
徳

山
市

JR
徳

山
駅

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

323
山

口
県

宇
部

市
速

谷
神

社
境

内
宇

部
市

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
の

「
宇

都
市

」
は

宇
部

市
の

誤
植

。
324

山
口

県
岩

国
市

錦
帯

橋
畔

岩
国

市
錦

帯
橋

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

325
山

口
県

山
口

県
室

積
町

八
幡

宮
境

内
光

市
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
県

名
表

記
な

し
。

326
山

口
県

防
府

市
駅

前
防

府
市

JR
防

府
駅

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

327
山

口
県

宇
部

市
西

区
運

動
場

宇
部

市
昭

和
15

年
1940

広
島

17
328

山
口

県
宇

部
市

見
初

運
動

場
宇

部
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

329
山

口
県

山
口

県
厚

狭
町

駅
前

広
場

山
陽

小
野

田
市

JR
厚

狭
駅

昭
和

15
年

1940
広

島
17

330
山

口
県

山
口

県
小

野
田

町
役

場
裏

広
場

山
陽

小
野

田
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

331
山

口
県

山
口

県
深

川
町

湊
漁

業
組

合
広

場
長

門
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

332
山

口
県

山
口

県
下

松
市

駅
前

広
場

下
松

市
JR

下
松

駅
昭

和
16

年
1941

広
島

18

333
山

口
県

山
口

県
玖

珂
郡

柳
井

町
門

脇
会

館
前

柳
井

市
市

営
ま

ち
な

か
駐

車
場

×
昭

和
16

年
1941

広
島

18

334
徳

島
県

徳
島

市
徳

島
公

園
徳

島
市

徳
島

中
央

公
園

○
昭

和
8

年
1933

高
9.5

尺
、

箱
型

、
鉄

筋
粟

石
作

り
大

阪
8-17

335
徳

島
県

徳
島

市
眉

山
公

園
徳

島
市

眉
山

公
園

×
昭

和
14

年
1939

大
阪

16, 17

336
徳

島
県

徳
島

県
麻

植
郡

西
尾

村
江

川
遊

園
地

吉
野

川
市

吉
野

川
医

療
セ

ン
タ

ー
×

昭
和

15
年

1940
大

阪
17

337
徳

島
県

徳
島

県
板

野
郡

撫
養

町
鳳

鳴
閣

前
広

場
鳴

門
市

阿
波

銀
行

鳴
門

支
店

×
昭

和
15

年
1940

大
阪

17

338
徳

島
県

徳
島

県
勝

浦
郡

小
松

島
町

遊
園

地
小

松
島

市
昭

和
16

年
1941

大
阪

18

339
香

川
県

香
川

県
三

豊
郡

仁
尾

町
遊

園
地

三
豊

市
塩

釜
神

社
○

昭
和

10
年

1935
角

燈
籠

型
（

同
町

塩
田

忠
左

衛
門

氏
建

設
）

大
阪

11-17
15-17

は
「

香
川

県
三

豊
郡

仁
尾

遊
園

地
」。

340
香

川
県

香
川

県
多

度
津

町
桃

陵
公

園
仲

多
度

郡
多

度
津

町
桃

陵
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16

341
香

川
県

香
川

県
観

音
寺

町
琴

弾
公

園
観

音
寺

市
琴

弾
公

園
×

昭
和

14
年

1939
大

阪
16, 17

342
香

川
県

高
松

市
栗

林
公

園
高

工
奨

励
館

前
高

松
市

商
工

奨
励

館
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

「
高

」
は

商
の

誤
植

ヵ
。

343
香

川
県

高
松

市
八

幡
宮

絵
馬

堂
横

高
松

市
石

清
尾

八
幡

宮
？

昭
和

15
年

1940
広

島
17

344
香

川
県

香
川

県
平

井
町

大
字

平
木

広
場

木
田

郡
三

木
町

昭
和

15
年

1940
広

島
17

345
香

川
県

香
川

県
坂

出
町

広
場

銅
像

横
坂

出
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

346
香

川
県

香
川

県
丸

亀
市

駅
前

広
場

丸
亀

市
JR

丸
亀

駅
×

昭
和

16
年

1941
広

島
18

347
香

川
県

香
川

県
大

川
郡

長
尾

町
長

尾
寺

境
内

さ
ぬ

き
市

長
尾

寺
昭

和
16

年
1941

広
島

18

348
愛

媛
県

松
山

市
城

山
公

園
松

山
市

城
山

公
園

×
昭

和
11

年
1936

高
15

尺
、

燈
籠

型
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
松

山
市

建
設

、
受

信
機

ノ
ミ

提
供

）
広

島
12-17

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
の

表
記

は
「

松
江

市
城

山
公

園
」

だ
が

，
設

計
概

要
に

「
松

山
市

建
設

」
と

あ
る

た
め

，「
松

江
市

」
は

松
山

市
の

誤
植

。

349
愛

媛
県

愛
媛

県
道

後
湯

之
町

公
園

松
山

市
道

後
公

園
？

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

「
道

後
町

公
園

」。

350
愛

媛
県

八
幡

浜
市

八
幡

神
社

境
内

八
幡

浜
市

八
幡

神
社

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
「

八
幡

浜
市

八
幡

社
境

内
」。

351
愛

媛
県

新
居

浜
市

々
役

所
前

新
居

浜
市

口
屋

跡
記

念
公

民
館

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17
16

は
「

新
居

浜
市

役
所

」。

352
愛

媛
県

宇
和

島
市

昭
翠

園
宇

和
島

市

宇
和

島
市

本
町

追
手

２
付

近
〔

追
手

門
（

す
で

に
無

い
）

の
内

側
に

あ
っ

た
公

園
〕

×
昭

和
14

年
1939

広
島

16, 17

353
愛

媛
県

愛
媛

県
大

洲
町

城
山

公
園

大
洲

市
城

山
公

園
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

16
は

県
名

表
記

な
し

。
354

愛
媛

県
今

治
市

吹
上

公
園

今
治

市
吹

揚
公

園
×

昭
和

14
年

1939
広

島
16, 17

355
愛

媛
県

愛
媛

県
吉

田
町

安
藤

神
社

境
内

宇
和

島
市

安
藤

神
社

×
昭

和
15

年
1940

広
島

17
356

愛
媛

県
愛

媛
県

波
止

浜
町

三
叉

路
今

治
市

龍
神

社
付

近
？

×
昭

和
15

年
1940

広
島

17
357

愛
媛

県
愛

媛
県

宇
和

町
坪

ヶ
谷

公
園

西
予

市
雨

山
公

園
×

昭
和

15
年

1940
広

島
17

358
愛

媛
県

愛
媛

県
長

浜
町

松
原

グ
ラ

ウ
ン

ド
大

洲
市

昭
和

15
年

1940
広

島
17

359
愛

媛
県

愛
媛

県
郡

中
町

国
鉄

駅
前

伊
予

市
JR

伊
予

市
駅

昭
和

15
年

1940
広

島
17

360
愛

媛
県

愛
媛

県
松

山
市

高
浜

町
船

車
発

着
場

松
山

市
伊

予
鉄

道
高

浜
駅

･
高

浜
港

？
昭

和
16

年
1941

広
島

18

361
高

知
県

高
知

市
城

山
公

園
高

知
市

高
知

公
園

昭
和

8
年

1933
高

9.9
尺

、
幅

5.3
尺

、
鉄

筋
混

凝
土

、
自

動
ス

イ
ッ

チ
付

、
燈

籠
型

広
島

8-17

8
に

「
高

知
市

内
公

園
」

に
「

建
設

中
」

と
あ

る
た

め
設

置
年

は
昭

和
7

年
か

ら
昭

和
8

年
に

修
正

。
362

高
知

県
中

村
町

一
条

神
社

境
内

四
万

十
市

一
條

神
社

昭
和

14
年

1939
広

島
16

363
高

知
県

高
知

市
堺

町
使

者
屋

橋
畔

高
知

市
高

知
大

丸
付

近
昭

和
15

年
1940

大
阪

17
364

高
知

県
高

知
県

安
芸

郡
室

戸
町

室
戸

市
昭

和
16

年
1941

大
阪

18

365
福

岡
県

福
岡

市
東

公
園

福
岡

市
博

多
区

東
公

園
昭

和
7

年
1932

高
15

尺
、

幅
5

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

石
燈

籠
型

熊
本

8-16
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366
福

岡
県

福
岡

市
記

念
公

園
福

岡
市

博
多

区
中

島
公

園
昭

和
7

年
1932

高
19.8

尺
、

下
部

に
前

幅
19.8

尺
の

腰
掛

あ
り

、
軍

艦
マ

ス
ト

型
熊

本
8-12

367
福

岡
県

福
岡

市
大

濠
公

園
福

岡
市

中
央

区
大

濠
公

園
昭

和
7

年
1932

高
19.8

尺
、

下
部

に
前

幅
同

19.8
尺

の
腰

掛
あ

り
、

軍
艦

マ
ス

ト
型

熊
本

13-16
16

の
設

置
年

は
昭

和
12

年
。

368
福

岡
県

小
倉

市
勝

山
遊

覧
地

北
九

州
市

小
倉

北
区

勝
山

公
園

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
間

口
奥

行
上

下
共

6
尺

、
木

造
箱

型
熊

本
8-16

16
は

「
小

倉
市

勝
山

遊
園

地
」。

369
福

岡
県

八
幡

市
宮

田
遊

園
地

北
九

州
市

八
幡

東
区

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-12

370
福

岡
県

八
幡

市
豊

山
公

園
北

九
州

市
八

幡
東

区
豊

山
神

社
昭

和
7

年
1932

高
10

尺
、

底
部

4.5
尺

平
方

、
木

造
燈

籠
型

熊
本

13-16

16
は

昭
和

11
年

設
置

，
所

在
地

「
八

幟
市

豊
山

公
園

」
と

あ
り

。「
八

幟
市

」
は

八
幡

市
の

誤
植

ヵ
。

371
福

岡
県

門
司

市
老

松
公

園
北

九
州

市
門

司
区

老
松

公
園

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-16

8
に

は
「

門
司

市
」「

位
置

だ
け

確
定

」
と

あ
り

。
9

は
「

門
司

老
松

公
園

」。

372
福

岡
県

若
松

市
蛭

子
神

社
境

内
北

九
州

市
若

松
区

若
松

恵
比

須
神

社
?

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-12

373
福

岡
県

戸
畑

市
八

幡
神

社
境

内
北

九
州

市
戸

畑
区

飛
幡

八
幡

宮
昭

和
10

年
1935

燈
籠

型
（

社
務

所
建

設
、

受
信

機
寄

贈
）

熊
本

11-16

374
福

岡
県

小
倉

市
到

津
八

幡
公

園
北

九
州

市
小

倉
北

区
到

津
八

幡
神

社
？

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

375
福

岡
県

戸
畑

市
公

会
堂

前
広

場
北

九
州

市
戸

畑
区

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

376
福

岡
県

若
松

市
佐

藤
公

園
北

九
州

市
若

松
区

佐
藤

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

377
福

岡
県

直
方

市
役

所
前

広
場

直
方

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

378
福

岡
県

飯
塚

商
工

会
議

所
前

広
場

飯
塚

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
は

「
飯

塚
市

商
工

会
議

所
前

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

379
福

岡
県

久
留

米
市

市
役

所
前

久
留

米
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

380
福

岡
県

柳
河

町
役

場
前

柳
川

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16
「

柳
河

町
」

は
柳

川
町

の
誤

植
。

381
福

岡
県

福
島

町
八

女
公

園
八

女
市

八
女

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
は

「
福

岡
市

八
女

公
園

」。
「

福
岡

市
」

は
福

島
町

の
誤

植
ヵ

。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。
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366
福

岡
県

福
岡

市
記

念
公

園
福

岡
市

博
多

区
中

島
公

園
昭

和
7

年
1932

高
19.8

尺
、

下
部

に
前

幅
19.8

尺
の

腰
掛

あ
り

、
軍

艦
マ

ス
ト

型
熊

本
8-12

367
福

岡
県

福
岡

市
大

濠
公

園
福

岡
市

中
央

区
大

濠
公

園
昭

和
7

年
1932

高
19.8

尺
、

下
部

に
前

幅
同

19.8
尺

の
腰

掛
あ

り
、

軍
艦

マ
ス

ト
型

熊
本

13-16
16

の
設

置
年

は
昭

和
12

年
。

368
福

岡
県

小
倉

市
勝

山
遊

覧
地

北
九

州
市

小
倉

北
区

勝
山

公
園

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
間

口
奥

行
上

下
共

6
尺

、
木

造
箱

型
熊

本
8-16

16
は

「
小

倉
市

勝
山

遊
園

地
」。

369
福

岡
県

八
幡

市
宮

田
遊

園
地

北
九

州
市

八
幡

東
区

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-12

370
福

岡
県

八
幡

市
豊

山
公

園
北

九
州

市
八

幡
東

区
豊

山
神

社
昭

和
7

年
1932

高
10

尺
、

底
部

4.5
尺

平
方

、
木

造
燈

籠
型

熊
本

13-16

16
は

昭
和

11
年

設
置

，
所

在
地

「
八

幟
市

豊
山

公
園

」
と

あ
り

。「
八

幟
市

」
は

八
幡

市
の

誤
植

ヵ
。

371
福

岡
県

門
司

市
老

松
公

園
北

九
州

市
門

司
区

老
松

公
園

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-16

8
に

は
「

門
司

市
」「

位
置

だ
け

確
定

」
と

あ
り

。
9

は
「

門
司

老
松

公
園

」。

372
福

岡
県

若
松

市
蛭

子
神

社
境

内
北

九
州

市
若

松
区

若
松

恵
比

須
神

社
?

昭
和

7
年

1932
高

10
尺

、
底

部
4.5

尺
平

方
、

木
造

燈
籠

型
熊

本
8-12

373
福

岡
県

戸
畑

市
八

幡
神

社
境

内
北

九
州

市
戸

畑
区

飛
幡

八
幡

宮
昭

和
10

年
1935

燈
籠

型
（

社
務

所
建

設
、

受
信

機
寄

贈
）

熊
本

11-16

374
福

岡
県

小
倉

市
到

津
八

幡
公

園
北

九
州

市
小

倉
北

区
到

津
八

幡
神

社
？

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

375
福

岡
県

戸
畑

市
公

会
堂

前
広

場
北

九
州

市
戸

畑
区

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

376
福

岡
県

若
松

市
佐

藤
公

園
北

九
州

市
若

松
区

佐
藤

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

377
福

岡
県

直
方

市
役

所
前

広
場

直
方

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

378
福

岡
県

飯
塚

商
工

会
議

所
前

広
場

飯
塚

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
は

「
飯

塚
市

商
工

会
議

所
前

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

379
福

岡
県

久
留

米
市

市
役

所
前

久
留

米
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

380
福

岡
県

柳
河

町
役

場
前

柳
川

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16
「

柳
河

町
」

は
柳

川
町

の
誤

植
。

381
福

岡
県

福
島

町
八

女
公

園
八

女
市

八
女

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
は

「
福

岡
市

八
女

公
園

」。
「

福
岡

市
」

は
福

島
町

の
誤

植
ヵ

。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

382
福

岡
県

福
岡

県
太

宰
府

町
東

園
内

太
宰

府
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

16
は

「
太

宰
府

東
園

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

383
福

岡
県

福
岡

市
住

吉
神

社
境

内
福

岡
市

博
多

区
住

吉
神

社
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
384

福
岡

県
福

岡
市

西
公

園
福

岡
市

中
央

区
西

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

385
福

岡
県

小
倉

市
足

立
公

園
北

九
州

市
小

倉
北

区
足

立
公

園
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
は

「
小

倉
市

足
達

公
園

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

386
福

岡
県

大
牟

田
市

延
命

公
園

大
牟

田
市

延
命

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

387
福

岡
県

福
岡

県
津

屋
崎

町
役

場
構

内
福

津
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

388
福

岡
県

福
岡

県
伊

田
町

八
幡

神
社

境
内

田
川

市
風

治
八

幡
宮

?
昭

和
15

年
1940

熊
本

17

389
福

岡
県

福
岡

県
後

藤
寺

町
丸

山
公

園
内

田
川

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
［

一
幡

2017］
に

無
し

。

390
福

岡
県

小
倉

市
黄

金
公

園
北

九
州

市
小

倉
北

区
黄

金
公

園
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

391
福

岡
県

小
倉

市
判

津
新

町
公

園
北

九
州

市
小

倉
北

区
？

下
到

津
？

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

「
判

津
」

は
「

到
津

」
の

誤
植

ヵ
。

392
福

岡
県

久
留

米
市

旭
屋

デ
パ

ー
ト

横
広

場
久

留
米

市
久

留
米

シ
テ

ィ
プ

ラ
ザ

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

393
福

岡
県

福
岡

県
三

橋
村

三
桂

神
社

境
内

柳
川

市
三

柱
神

社
昭

和
16

年
1941

熊
本

18
「

三
桂

神
社

」
は

三
柱

神
社

の
誤

植
ヵ

。
394

福
岡

県
大

牟
田

市
大

牟
田

神
社

境
内

大
牟

田
市

大
牟

田
神

社
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

395
福

岡
県

福
岡

県
水

田
村

船
十

屋
公

園
筑

後
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

「
船

十
屋

」
は

「
船

小
屋

」
の

誤
植

ヵ
。

396
福

岡
県

福
岡

県
二

日
市

町
武

蔵
温

泉
案

内
所

筑
紫

野
市

二
日

市
温

泉
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

397
佐

賀
県

唐
津

市
大

手
口

広
場

唐
津

市
大

手
口

広
場

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。
398

佐
賀

県
佐

賀
県

伊
万

里
町

相
生

橋
伊

万
里

市
相

生
橋

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

399
佐

賀
県

佐
賀

県
嬉

野
町

温
泉

公
園

嬉
野

市
嬉

野
温

泉
公

園
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

400
長

崎
県

長
崎

市
諏

訪
公

園
長

崎
市

長
崎

公
園

○
昭

和
11

年
1936

高
12

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

春
日

燈
籠

型
熊

本
13-16

神
燈

型
ヵ

。

401
長

崎
県

長
崎

市
湊

公
園

長
崎

市
昭

和
13

年
1938

熊
本

16

402
長

崎
県

佐
世

保
市

記
念

公
園

佐
世

保
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

16
は

「
佐

世
保

市
」

の
み

。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

403
長

崎
県

佐
世

保
市

八
幡

神
社

境
内

佐
世

保
市

亀
山

八
幡

宮
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

16
は

「
佐

世
保

市
」

の
み

。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

404
長

崎
県

長
崎

県
小

浜
町

雲
仙

公
園

雲
仙

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

16
は

「
雲

仙
公

園
緑

地
帯

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。
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405
長

崎
県

長
崎

県
小

浜
町

揚
町

海
岸

雲
仙

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
406

長
崎

県
長

崎
県

平
戸

町
亀

山
公

園
平

戸
市

亀
岡

公
園

？
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
407

長
崎

県
長

崎
県

諌
早

町
公

園
広

馬
場

諫
早

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
408

長
崎

県
長

崎
県

大
村

町
大

村
公

園
大

村
市

大
村

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

409
長

崎
県

長
崎

市
羽

衣
町

出
島

岸
壁

前
長

崎
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

410
長

崎
県

長
崎

県
茂

木
町

汐
見

崎
遊

園
地

広
場

長
崎

県
潮

見
崎

観
音

付
近

?
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

411
長

崎
県

長
崎

県
福

江
町

岸
壁

前
福

江
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

412
長

崎
県

島
原

市
役

所
前

広
場

島
原

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

413
熊

本
県

熊
本

市
花

畑
公

園
熊

本
市

中
央

区
花

畑
公

園
昭

和
7

年
1932

高
15

尺
、

幅
5

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

石
燈

籠
型

熊
本

8-16

414
熊

本
県

熊
本

市
代

継
神

社
境

内
熊

本
市

中
央

区
花

畑
公

園
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

415
熊

本
県

熊
本

市
加

藤
神

社
境

内
熊

本
市

中
央

区
加

藤
神

社
昭

和
15

年
1940

熊
本

17

416
熊

本
県

熊
本

市
北

岡
神

社
境

内
熊

本
市

西
区

北
岡

神
社

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

417
熊

本
県

八
代

町
八

幡
宮

境
内

八
代

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
は

「
八

代
市

八
幡

宮
境

内
」。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

418
熊

本
県

熊
本

県
日

奈
久

町
海

岸
大

通
八

代
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

419
熊

本
県

熊
本

県
山

鹿
町

々
有

広
場

山
鹿

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

16
は

「
山

鹿
町

有
広

場
」。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。
420

熊
本

県
熊

本
市

手
取

神
社

境
内

熊
本

市
中

央
区

手
取

天
満

宮
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
421

熊
本

県
熊

本
県

三
角

町
三

角
駅

構
内

宇
城

市
JR

三
角

駅
×

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

422
熊

本
県

熊
本

県
人

吉
町

麓
公

園
人

吉
市

人
吉

城
跡

公
園

？
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
423

熊
本

県
熊

本
県

本
渡

町
役

場
構

内
天

草
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

424
熊

本
県

熊
本

県
松

橋
町

大
通

リ
宇

城
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

425
熊

本
県

熊
本

県
隈

府
町

役
場

構
内

菊
池

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18
426

熊
本

県
熊

本
県

宮
地

町
役

場
構

内
阿

蘇
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

427
熊

本
県

熊
本

県
内

牧
町

共
同

温
泉

場
広

場
阿

蘇
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

428
熊

本
県

熊
本

県
御

船
町

大
通

リ
上

益
城

郡
御

船
町

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

429
熊

本
県

熊
本

県
甲

佐
町

甲
南

橋
上

益
城

郡
甲

佐
町

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

430
大

分
県

大
分

市
春

日
公

園
大

分
市

春
日

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

431
大

分
県

別
府

市
海

門
寺

公
園

別
府

市
海

門
寺

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

432
大

分
県

別
府

市
松

原
公

園
別

府
市

松
原

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

433
大

分
県

中
津

市
中

津
公

園
中

津
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

16
は

「
中

津
市

公
園

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

434
大

分
県

大
分

県
竹

田
町

広
瀬

神
社

境
内

竹
田

市
広

瀬
神

社
×

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

435
大

分
県

大
分

県
佐

伯
市

役
場

構
内

佐
伯

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
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405

長
崎

県
長

崎
県

小
浜

町
揚

町
海

岸
雲

仙
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

406
長

崎
県

長
崎

県
平

戸
町

亀
山

公
園

平
戸

市
亀

岡
公

園
？

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

407
長

崎
県

長
崎

県
諌

早
町

公
園

広
馬

場
諫

早
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

408
長

崎
県

長
崎

県
大

村
町

大
村

公
園

大
村

市
大

村
公

園
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
409

長
崎

県
長

崎
市

羽
衣

町
出

島
岸

壁
前

長
崎

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

410
長

崎
県

長
崎

県
茂

木
町

汐
見

崎
遊

園
地

広
場

長
崎

県
潮

見
崎

観
音

付
近

?
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

411
長

崎
県

長
崎

県
福

江
町

岸
壁

前
福

江
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

412
長

崎
県

島
原

市
役

所
前

広
場

島
原

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

413
熊

本
県

熊
本

市
花

畑
公

園
熊

本
市

中
央

区
花

畑
公

園
昭

和
7

年
1932

高
15

尺
、

幅
5

尺
、

鉄
筋

混
凝

土
、

自
動

ス
イ

ッ
チ

付
、

石
燈

籠
型

熊
本

8-16

414
熊

本
県

熊
本

市
代

継
神

社
境

内
熊

本
市

中
央

区
花

畑
公

園
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

415
熊

本
県

熊
本

市
加

藤
神

社
境

内
熊

本
市

中
央

区
加

藤
神

社
昭

和
15

年
1940

熊
本

17

416
熊

本
県

熊
本

市
北

岡
神

社
境

内
熊

本
市

西
区

北
岡

神
社

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

417
熊

本
県

八
代

町
八

幡
宮

境
内

八
代

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
は

「
八

代
市

八
幡

宮
境

内
」。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

418
熊

本
県

熊
本

県
日

奈
久

町
海

岸
大

通
八

代
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

419
熊

本
県

熊
本

県
山

鹿
町

々
有

広
場

山
鹿

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

16
は

「
山

鹿
町

有
広

場
」。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。
420

熊
本

県
熊

本
市

手
取

神
社

境
内

熊
本

市
中

央
区

手
取

天
満

宮
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
421

熊
本

県
熊

本
県

三
角

町
三

角
駅

構
内

宇
城

市
JR

三
角

駅
×

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

422
熊

本
県

熊
本

県
人

吉
町

麓
公

園
人

吉
市

人
吉

城
跡

公
園

？
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
423

熊
本

県
熊

本
県

本
渡

町
役

場
構

内
天

草
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

424
熊

本
県

熊
本

県
松

橋
町

大
通

リ
宇

城
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

425
熊

本
県

熊
本

県
隈

府
町

役
場

構
内

菊
池

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18
426

熊
本

県
熊

本
県

宮
地

町
役

場
構

内
阿

蘇
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

427
熊

本
県

熊
本

県
内

牧
町

共
同

温
泉

場
広

場
阿

蘇
市

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

428
熊

本
県

熊
本

県
御

船
町

大
通

リ
上

益
城

郡
御

船
町

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

429
熊

本
県

熊
本

県
甲

佐
町

甲
南

橋
上

益
城

郡
甲

佐
町

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

430
大

分
県

大
分

市
春

日
公

園
大

分
市

春
日

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

431
大

分
県

別
府

市
海

門
寺

公
園

別
府

市
海

門
寺

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

432
大

分
県

別
府

市
松

原
公

園
別

府
市

松
原

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

433
大

分
県

中
津

市
中

津
公

園
中

津
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

16
は

「
中

津
市

公
園

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

434
大

分
県

大
分

県
竹

田
町

広
瀬

神
社

境
内

竹
田

市
広

瀬
神

社
×

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

435
大

分
県

大
分

県
佐

伯
市

役
場

構
内

佐
伯

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
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都

道
府

県
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
名

称
現

在
の

市
町

村
名

現
在

の
立

地
（

空
欄

は
不

明
）

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
（

空
欄

は
未

確
認

）
設

置
年

設
置

年
（

西
暦

） 『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

設
計

概
要

放
送

局
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

号
（

昭
和

14
年

版
は

欠
号

）
備

考

436
大

分
県

大
分

市
長

浜
神

社
境

内
大

分
市

長
浜

神
社

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

437
大

分
県

大
分

県
宇

佐
神

宮
境

内
宇

佐
市

宇
佐

神
宮

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

438
大

分
県

大
分

県
臼

杵
町

役
場

構
内

臼
杵

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

439
宮

崎
県

宮
崎

市
公

会
堂

前
広

場
宮

崎
市

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

440
宮

崎
県

都
城

市
公

会
堂

広
場

都
城

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

16
は

「
都

城
市

公
会

堂
前

広
場

」。
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

441
宮

崎
県

都
城

市
神

柱
神

社
境

内
公

園
都

城
市

神
柱

宮
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17

17
の

「
神

桂
神

社
」

は
神

柱
神

社
の

誤
植

ヵ
。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

442
宮

崎
県

延
岡

市
延

岡
駅

構
内

延
岡

市
JR

延
岡

駅
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

443
宮

崎
県

延
岡

市
三

瀬
町

延
岡

市
昭

和
15

年
1940

熊
本

17
444

宮
崎

県
青

島
村

宮
崎

鉄
道

子
供

の
国

宮
崎

市
こ

ど
も

の
く

に
×

昭
和

15
年

1940
熊

本
17

445
宮

崎
県

宮
崎

県
高

鍋
町

駅
通

児
湯

郡
高

鍋
町

JR
高

鍋
駅

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

446
宮

崎
県

宮
崎

県
飫

肥
町

々
役

場
構

内
日

南
市

日
南

市
飫

肥
5

丁
目

1
番

地
付

近
の

駐
車

場
×

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

447
宮

崎
県

宮
崎

県
小

林
町

駅
前

広
場

小
林

市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18

448
宮

崎
県

宮
崎

県
本

庄
町

本
庄

警
部

補
派

出
所

前
広

場
東

諸
県

郡
国

富
町

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

449
鹿

児
島

県
鹿

児
島

市
祇

園
洲

公
園

鹿
児

島
市

祇
園

之
洲

公
園

×
昭

和
15

年
1940

熊
本

16, 17
17

の
設

置
年

は
昭

和
14

年
。

450
鹿

児
島

県
鹿

児
島

市
鴨

池
公

園
動

物
園

鹿
児

島
市

鴨
池

公
園

昭
和

15
年

1940
熊

本
16, 17

17
は

「
鹿

児
島

市
鴨

池
公

園
」。

17
の

設
置

年
は

昭
和

14
年

。

451
鹿

児
島

県
鹿

児
島
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1941
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県
首
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尚
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邸
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広
場

那
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市
昭

和
16

年
1941

熊
本

18
465

沖
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県
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覇
市

波
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上
神

社
前

広
場

那
覇

市
波

上
宮

昭
和

16
年

1941
熊

本
18

注
）［

一
幡

2017］
を

底
本

に
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

記
載

の
ラ

ジ
オ

塔
を

一
覧

に
し

た
［

図
師

ほ
か

2019］
の

「
ラ

ジ
オ

塔
一

覧
」

を
修

正
し

、
作

成
し

た
。

　
　

字
体

は
原

則
と

し
て

常
用

漢
字

を
使

用
し

た
。

　
　

  「『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
記

載
の

名
称

」
は

、
原

則
と

し
て

初
出

の
記

載
を

採
用

し
た

。
た

だ
し

、
市

町
村

名
が

記
載

さ
れ

る
な

ど
、

後
出

の
表

記
が

分
か

り
や

す
い

と
判

断
し

た
場

合
は

そ
の

限
り

で
は

な
い

。
と

く
に

注
記

す
べ

き
表

記
の

ゆ
れ

、
誤

植
な

ど
に

つ
い

て
は

、
備

考
欄

に
掲

載
し

た
。

　
　「

現
在

の
市

町
村

名
」「

現
在

の
立

地
」「

現
地

確
認

に
よ

る
有

無
」

は
、［

一
幡

2017］
の

情
報

を
そ

の
ま

ま
記

載
し

た
（

一
部

、
明

ら
か

に
誤

り
と

思
わ

れ
る

も
の

は
修

正
し

た
）。

　
　

  設
置

年
は

『
ラ

ジ
オ

年
鑑

』
を

参
照

し
た

が
、

①
他

の
資

料
か

ら
設

置
年

が
確

定
さ

れ
る

場
合

は
、

備
考

に
出

典
を

明
記

し
た

う
え

で
確

定
し

た
設

置
年

を
記

載
し

た
。

②
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』（

昭
和

18
年

度
）

の
ラ

ジ
オ

塔
一

覧
に

は
設

置
年

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
が

、
昭

和
16

年
度

末
ま

で
に

建
設

（
計

画
）

さ
れ

た
ラ

ジ
オ

塔
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
と

考
え

、
当

該
『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

掲
載

の
ラ

ジ
オ

塔
の

設
置

年
は

原
則

と
し

て
「

昭
和

16
年

（
1941）」

と
し

た
。

　
　

  ［一
幡

2018］
に

は
、「

随
時

必
要

に
応

じ
各

所
へ

移
動

設
置

」
す

る
と

い
う

関
東

支
部

管
内

の
「

移
動

用
ラ

ジ
オ

塔
」

が
リ

ス
ト

化
さ

れ
て

い
た

が
、

い
わ

ゆ
る

「
ラ

ジ
オ

塔
」

と
は

形
態

や
性

格
が

異
な

る
も

の
と

考
え

、
一

覧
か

ら
除

い
た

。
　

　
支

部
（

放
送

局
）

は
、『

ラ
ジ

オ
年

鑑
』

初
出

の
さ

い
の

記
載

に
し

た
が

っ
た

。
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